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電波障害自主規制届出装置の記述

V820に関する記述

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置

です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョ

ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

V1000に関する記述

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスA情報技術装

置です。

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適

切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

本装置の接続において、指定外のプリンター・ケーブルおよび電源コードを使用した場合

は、VCCI 基準の限度値を超えることが考えられますので、必ず指定されたケーブルを使

用してください。

高調波抑制対策の記述

高調波ガイドライン適合品

国際エネルギースタープログラム

当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネ

ルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。
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はじめに

このたびは、PowerTyper V820/1000をお買上げいただき、ありがとうございます。

このプリンターは従来のパラレル・インターフェースの他にUSBインターフェース、ネッ

トワーク・インターフェースを標準装備しており、ネットワークからTCP/IP、NetBEUIな

どのプロトコルによる印刷環境を実現することが可能です。

本書は、PowerTyper V820/1000の操作および取扱い上のご注意などを記載した説明書で

す。

ご使用になる際によくお読みいただき、十分にご活用ください。

月間平均印刷量の目安

l V820

使用頻度として連続用紙で1600ページ/月（1ページ当り半角文字1500文字を想定）、ま

たはカット紙（単票用紙）で4000枚/月（1枚当り半角文字600文字を想定）でのご使用を

おすすめします。

l V1000

使用頻度として連続用紙で2600ページ/月（1ページ当り半角文字1500文字を想定）、ま

たはカット紙（単票用紙）で6500枚/月（1枚当り半角文字600文字を想定）でのご使用を

おすすめします。
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本書の読み方

本書は、PowerTyper V820/1000の設置および操作について説明します。

主に導入担当者、操作員、およびソフトウェア開発担当者などを対象に説明します。

本書は、次の6つの章と、「付録A」から「付録G」で構成されています。

第1章『部品の確認と各部の名称』

プリンターの部品と各部名称を説明します。

第2章『設置手順』

プリンターをシステム・ユニットに接続するまでの設置手順を説明します。

第3章『操作パネルと印刷の基本操作』

プリンターの機能および操作の手順について説明します。また、用紙やインク・リボン・カート

リッジの交換についても説明します。

第4章『初期設定値/調整値の変更手順』

プリンターの初期値、調整値の設定の手順を説明します。

第5章『インターフェースの設定』

インターフェースの初期設定値の変更および初期化の手順を説明します。

第6章『メッセージ集』

操作パネルに表示されるメッセージがまとめられています。

付録A『仕様一覧』

プリンターの機械的、電気的仕様などについて説明します。

付録B『消耗品仕様』

用紙、インク・リボン・カートリッジなどの仕様を説明します。なお、用紙については印刷の範囲

および用紙の設計に関する注意について説明します。

付録C『自己診断機能』

プリンター内蔵のテスト機能について説明します。

付録D『5577制御コード』

プリンターの制御に必要な制御コードについて説明します。

付録E『SBCS制御コード』

SBCS（Single Byte Character Set）モード時に使用できる制御コードについて説明します。

付録F『ESC/P制御コード』

ESC/Pモード時に使用できる制御コード、制限について説明します。

付録G『困ったときには』

プリンターに異常が起こったときの対処法について説明します。
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関連マニュアル

サポートCD内

PowerTyper V8XX/1000 ネットワーク設定ガイド

PowerTyper V8XX/1000  簡単ガイド（設置編/印刷編）
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安全に正しくお使いいただくために

本書には、本製品を安全に正しくお使いいただくために、安全表示が記述されています。

本書を保管して必要に応じて参照してください。

絵表示について

本書および製品の安全表示については、製品を正しくお使いいただいて、お客様や他の

人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、次の絵表示をしています。その表

示と意味は次のようになっています。

危険/注意ラベルの表示について

この製品の外部または内部に黄色地に黒文字で表示されているラベルがある場合は、安

全上に関しての危険または注意ラベルです。

必ず表示の指示に従ってください。

本書に記述されている以外に、危険または注意ラベルによる表示がある場合は（たとえば

製品上）、必ずそのラベルの表示による指示に従ってください。
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電源コード、電話ケーブル、通信ケーブルからの電流は身体に危険を及ぼします。設置、移動、

または製品のカバーを開けたり装置を接続したりするときには、 下記のようにケーブルの

接続、取り外しを行ってください。

本製品は、安全のため3線電源コードおよび3ピン電源プラグを使用しています。電源プラグ

は、必ず接地端子付きコンセントに差し込んで使用してください。
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l 本書で指示している操作部分以外は、自分で手入れや修理を決してしないでください。火

災、感電のおそれがあります。本機の性能に明らかな変化が認められ、手入れや修理が必

要とされる場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから必ず抜いて、

保守サービス員、保守サービス会社または販売店にご連絡ください。

l ねじで固定されているパネルやカバーなどは、本書で指示している箇所以外絶対に開け

ないでください。内部には電圧の高い部分があり、感電のおそれがあります。

l 注油や分解はしないでください。火災や感電のおそれがあります。

l 本機を改造しないでください。火災や感電のおそれがあります。

l 本機は、付属の電源コード以外は使用しないでください。付属の電源コードを他の機器に

は使用しないでください。火災、感電のおそれがあります。

l 電源プラグは、容易に抜き差しのできるコンセント、もしくは、配電盤の容易に遮断でき

るサーキット・ブレーカーに接続されているコンセントに接続してください。

l 電源プラグは電源定格100 V、定格電流15 A以上のコンセントに単独で差し込んでくださ

い。また、たこ足配線をしないでください。発熱による火災や感電のおそれがあります。

l 電源プラグやコンセントに付着したホコリは、必ず取り除いてください。そのまま使用し

ていると湿気などにより表面に微小電流が流れ、発熱や火災の原因となることがありま

す。

l 万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、電源コンセントはアース端子付き3極コ

ンセントを使用してください。

l 電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線）、保守サービス員、保守サービス会社または販

売店に交換をご依頼ください。そのまま使用すると火災や感電のおそれがあります。

l 電源コードを傷つけたり、加工したりしないでください。また、重いものを載せたり、引っ

張ったり、無理に曲げたりすると電源コードが破損し、火災や感電のおそれがあります。

l ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。

l コンピューターの構成に電話ケーブル接続、通信ケーブル接続、テレビのアンテナ接続が

含まれている場合、付近に雷が発生しているときは、それらのケーブルに触れないように

してください。

l 次のようなときはただちに使用を中止し、電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント

から抜いてください。その後、保守サービス員、保守サービス会社または販売店にご連絡

ください。そのまま使用を続けると発火のおそれがあります。

l 本機から発煙したり、本機の外側が異常に熱くなったとき

l 異常な音や臭いがするとき

l 異物（金属片、水、液体）が本機の内部に入ったとき

l 万一、本機を落としたり本機が損傷を受けた場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源プ

ラグをコンセントから必ず抜いて、保守サービス員、保守サービス会社または販売店にご

連絡ください。そのまま使用すると火災、感電のおそれがあります。

l 本機の上に花瓶、植木鉢、コップなど水の入った容器を置かないでください。水がこぼれ

た場合、火災や感電のおそれがあります。

l 本機の上に金属類を置かないでください。隙間から内部に、クリップやステープラーの針

のような金属類や燃えやすいものが入り込むと、本機内部がショートし、火災や感電のお

それがあります。
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l 廃棄する場合は、必ず不燃物として処理してください。

l インク・リボン・カートリッジの廃棄に関しては、地方条例に従って廃棄してください。

l 本機を廃棄する場合は、必ずインク・リボン・カートリッジを取り外し、本体とは別に処理

してください。

l 自動給紙機構（オプション）接続のコネクター部には小さなカバーがあります。これは保守

作業時のみに開けるものです。本機の使用中はこのカバーを開けないでください（  第
1章『背面図』（1-5ページ）参照）。
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l	 本機の電源を入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでください。火花に

よりプラグが変質し、発熱・発火の原因となることがあります。

l	 電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張ると

コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。

l	 インターフェース・ケーブルおよびオプション製品を接続するときは電源スイッチを切

り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。感電の原因となることがあります。

l	 本機の清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグ

をコンセントから抜いてください。電源スイッチを切らずに本機の清掃や保守を行うと、

感電の原因となることがあります。

l	 湿気やホコリの多い場所に置かないでください。火災や感電の原因となることがありま

す。

l	 本機の通気孔をふさがないでください。通気孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因

となることがあります。

l	 本体を持ち上げたり、配線を変えたり、移動したりするときは、二人以上で行ってくださ

い。

l	 連休などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のために電源スイッチを切り、

必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となることがあります。

l	 操作パネル上部には、上部カバー開放時に動作を停止するための安全スイッチが設置さ

れています。この安全スイッチにマグネット等の磁性体を近づけないでください。磁気に

より本機が作動状態になる場合があり、けがの原因となることがあります。

l	 本機の上に重い物を載せないでください。本機のバランスが崩れて倒れたり、重い物が落

下してけがの原因となることがあります。

l	 本機の近くで強燃性スプレーを使用しないでください。引火の原因となることがありま

す。

l	 用紙づまりを処理するために、「高温注意」ラベルが貼ってあるプリント・ヘッドやその

周囲にふれるときは、やけどの原因となることがあります。十分に冷えていることを確認

してから紙詰まりを処理してください。

l	 見えない部分や見えにくい部分に詰まった用紙を取り除くときは、無理に取るとけがの

原因となります。保守サービス員、保守サービス会社または販売店までご連絡ください。

l	 詰まった用紙を取り除くときは、本機内部に紙片が残らないようすべて取り除いてくだ

さい。紙片が残ったままになっていると火災の原因になることがあります。なお、紙片が

取り除けない場合やローラー部に用紙が巻きついているときには無理にとらないでくだ

さい。けがの原因となります。ただちに電源を切り、保守サービス員、保守サービス会社ま

たは販売店までご連絡ください。

l	 1か月に一度は本機の電源を切り、次のような点検をしてください。なお、異常がある場合

は保守サービス員、保守サービス会社または販売店までご連絡ください。

l 電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。

l 電源プラグに異常な発熱やサビ、曲がりなどはありませんか。

l 電源プラグやコンセントに細かいホコリが付いていませんか。

l 電源コードにき裂や擦り傷などはありませんか。
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l	 プリンター背面のオプション用電源コネクターにオプション製品以外の機器を接続しな

いでください。

l	 印刷直後は、プリンター内部のプリント・ヘッド周辺が非常に高温になっています。やけ

どをしないようご注意ください。

l	 上面カバーの開閉、インク・リボン・カートリッジの取り付け、詰まった用紙の取り出しな

どを行う場合には、これらの部分に触れないように、特に注意してください。

 また、プリンターにカバーをかける場合は、電源スイッチをOFFにし、この部分の温度が

十分に下がってからにしてください。

l	 前面カバーおよび上面カバーの開閉はていねいに行ってください。

l	 印刷中は、振動を与えないでください。

l	 印刷中は、絶対に上面カバーを開けないでください。

その他

ラジオの雑音、 テレビ画面のチラツキやゆがみなどの電波障害が発生し電波障害の原因が

本機であると考えられる場合は、 本機の電源を切って電波障害がなくなるかどうか確認し

てください。

電源を切ると電波障害がなくなるようであれば、 次の方法を組み合わせ障害を防止してく

ださい。

l	 本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。

l	 本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。

l	 本機とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。

l	 受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる（アンテナが屋外にある場合は電気店に

ご相談ください）。

l	 ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。
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第1章　部品の確認と各部の名称

1.1 装置と部品の確認

1.1.1 プリンター本体

次のものがすべてそろっていることを確認してください。

□プリンター □電源コード

□インク・リボン・カートリッジ □ガイド・プレート

□印字テスト用単票用紙（A4サイズ10枚） □防音カバー

□用紙ガイドクリップ
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□サポートCD

サポートCD内には次のものが含まれています。

Windows用プリンター・ドライバー類

ネットワーク接続用ユーティリティ・ソフトウェア

PowerTyper V820/1000　設置・操作ガイド

PowerTyper V8XX/1000　ネットワーク設定ガイド

PowerTyper V8XX/1000　簡単ガイド・設置編

PowerTyper V8XX/1000　簡単ガイド・印刷編

PowerTyper V series ホスト接続機能　設定ガイド

□簡単ガイド（印刷編） □簡単ガイド（設置編）

部品の不足および輸送による損傷がある場合、お買い求めの販売店までご連絡ください。

l パラレル・ケーブル、USBケーブルおよびEthernetケーブルは別売りです。

 詳しくは2.1.10『インターフェース・ケーブルの接続』（2-25ページ）を参

照。

l インク・リボン・カートリッジをお求めの際は、  B.3『インク・リボンの規格』

（B-14ページ）を参照。
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1.1.2 自動給紙機構（オプション）

以下の部品に損傷がないことを確認してください。損傷がある場合、お買い求めの販売店

までご連絡ください。

□自動給紙機構 □スタッカー・プレート

□スモール・カバー（左） □スモール・カバー（右）

□ホッパー・サポート（大1個） □ホッパー・サポート（小1個）
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1.2 各部の名称

1.2.1 プリンター本体
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背面図

自動給紙機構コネクターには、出荷時にキャップ（08258 CAP -  ASF Connector）

が装着されています。

自動給紙機構を使用する際は、キャップを取り外してください。

また、自動給紙機構を接続せずに、キャップが外れたまま使用を続けると、異

物がコネクターに付着して、 プリンターが正しく動作できなくなる場合があ

ります。

自動給紙機構を使用しない場合は、 コネクターにキャップを付けて使用して

ください。

パラレル・

コネクター

LANコネクターオプション用

電源コネクター

（キャップ付）

自動給紙機構用コネクター

（キャップ付）

背面カバー

（開けないでください）

USB用コネクター
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1.2.2 自動給紙機構（オプション）

ホッパー・ガイド

ロック・レバー

ホッパー・サポート（大）

ホッパー・サポート（小）

スタッカー・プレート

ガイド・プレート

ロック・レバー

用紙ガイド
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第2章　設置手順

設置の途中で問題が発生するときは、  付録G「困ったときには」（G-1ページ）を参照。

2.1 プリンター本体

プリンターの設置、機能テスト、およびシステム・ユニットへの接続の概略手順は次のとお

りです。

l 重量が約25 kg（V820）/約26 kg（V1000）ありますので、プリンターを移動

するときは2人以上で移動してください。

l プリンターは平らな机の上に置いて使用してください。落ちたり、倒れた

りしてけがの原因になることがあります。

2.1.1 キャリアー固定用テープの取り外し

上部カバーを開けます。
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キャリアー固定用テープを取り外します。

以上で、キャリアー固定用テープの取り外しは終了です。
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2.1.2 上トラクター固定用緩衝材の取り外し

前面上カバーを開けます。

テープをはがし、左右のトラクター固定用緩衝材を取り外します。

テープをはがし、固定材を取り外します。
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2.1.3 防音カバーの取り付け

防音カバーを用紙ガイドに合わせて載せます。

以上で防音カバーの取り付けは終了です。

2.1.4『ガイド・プレートの取り付け』（2-5ページ）へ進んでください。

防音カバー
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2.1.4 ガイド・プレートの取り付け

上部カバーを閉じ、ガイド・プレートを図のように取り付けます。

以上で、ガイド・プレートの取り付けは終了です。2.1.5『インク・リボン・カートリッジの

取り付け方』（2-6ページ）へ進んでください。

次ページ以降、防音カバー付きの図を省略します。
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2.1.5 インク・リボン・カートリッジの取り付け方

リボンは、印字ヘッド保護のために特殊なインクを使用していますので、交換

のときは、弊社純正品をご使用ください。純正品以外では、良好な印刷を行え

ないばかりでなく、印字ヘッドの故障の原因となりますので、使用しないでく

ださい。

インク・リボン・カートリッジ上部の青いロック・ピンを抜き取り、左側のつめを外します。

矢印の方向にリボン送りつまみを回してインク・リボンがスムーズに送られることを確

認してください。リボンがねじれている場合は直してください。

リボン・ガイドを下図のように右側に移動します。

このとき、リボンがたるまないようリボン送りつまみを回してください。
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プリンターの電源が切れていることを確認します。

上部カバーを少し（2～3 cm程度）開けた状態で、左側を持ち上げてから上部カバー全体

を左に動かして取り外します。



第2章　設置手順　2-8

キャリアーを右端に移動します。

V820の場合

V1000の場合
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リボン・ガイドを図の様に印字ヘッドにセットします。

ヘッドを中央に移動したのち、リボン送りつまみを回しながら、リボンのたるみをとって

ください。

インク・リボン・カートリッジの両端の突起をフレームの溝に入れてください。

インク・リボン・カートリッジを図のように押し込みます。

入りにくいときは、リボン送りつまみを回しながらセットしてください。
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印字ヘッドを左右に動かします。

インク・リボンが折れたりせず、スムーズに動くことを確認してください。

キャリアーの動きが重いときは、インク・リボン・カートリッジを取り外して、セットをや

り直してください。

また、リボンが正しくリボン・ガイドに差し込まれていることも確認してください。

上部カバー右側のラッチを本体カバーの突起に差し込んでから、上部カバー左側のラッ

チを本体カバー左側の突起に合わせて取り付けてください。

以上で、インク・リボン・カートリッジのセットは終了です。2.1.7『電源コードの接続』

（2-12ページ）へ進んでください。
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2.1.6 インク・リボン・カートリッジの取り外し方

上部カバーを取り外し、キャリアーを右側に移動します。

インク・リボン・カートリッジを取り外します。

図のようにインク・リボン・カートリッジを起こすように手前に引いてから、リボン・ガイ

ドを取り外します。

以上で、インク・リボン・カートリッジの取り外しは終了です。

インク・リボン・カートリッジは、地方条例に従って廃棄してください。
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2.1.7 電源コードの接続

電源スイッチが切れている（OFF になっている）ことを確認してください。

電源プラグをプリンターに差し込みます。

電源プラグをコンセントに差し込みます。

以上で、電源コードの接続は終了です。

2.1.8『単票用紙のセット』（2-13ページ）または2.1.9『連続用紙のセット』（2-17ページ）

へ進んでください。
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2.1.8 単票用紙のセット

プリンターの電源スイッチを入れます。

印刷可ランプが点灯している場合、印刷スイッチを押して印刷不可状態（印刷可ランプ

が消えている）にします。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ
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単票／連続スイッチを数回押して、単票モードを選択します。

単票ランプが点灯します。

単票／連続スイッチを押すと、以下のように切り替わります（  『単票／連続ス

イッチ』（3-4 ページ）を参照）。

l 上トラクターを手で引っ張らないでください。故障の原因となりま

す。必ず単票／連続スイッチを押してトラクターを動かしてくださ

い。

l トラクターの用紙押さえが開いたまま用紙モード切り替えを行うと、

用紙押さえが機械にぶつかるため切り替え動作がうまく行われず、

「002　トラクタ　テンケン」が表示されます。必ず用紙押さえを閉

じてから用紙モード切り替えを行ってください。

５５７７　Ｖ２．１０

タンヒ゜ョウ
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右の用紙ガイドを、ロック・レバーを握りながら動かし、使用する用紙サイズのマークが

あるところに合わせます。

用紙サイズのマークの意味は以下を参照してください。

： A5サイズの用紙を縦に使用します。

： B5サイズの用紙を縦に使用します。

： A4サイズの用紙を縦に使用するか、A5サイズの用紙を横に使

用します。

： B5サイズの用紙を横に使用します。

： A4サイズの用紙を横に使用します。

： B4サイズの用紙を横に使用します。

： A3サイズの用紙を横に使用します。

マークは目安としてください。

・・
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用紙を挿入後、左の用紙ガイドを微調整し、用紙と両側の用紙ガイドの間に1 mm程度の

すき間を作ります。

目盛は目安としてください。

以上で、単票用紙のセットは終了です。

2.1.9『連続用紙のセット』（2-17ページ）へ進むか、2.1.10『インターフェース・ケーブル

の接続』（2-25ページ）へ進んでください。
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2.1.9 連続用紙のセット

l 連続用紙を使用する場合はガイド・プレートを取り外してください。

l 通常の操作で連続用紙をセットする場合は、プリンターを用紙交換モードおよび印刷

不可の状態にしてください。

下連続用紙の場合

下の図のように用紙をプリンターの手前に、トラクターと平行になるように置きます。

プリンターは机の端に置いてください。

電源スイッチを入れます。
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単票／連続スイッチを数回押して用紙交換モードにします。

表示部に「ヨウシコウカン」と表示されます。

l 上トラクターを手で引っ張らないでください。故障の原因となりま

す。必ず単票／連続スイッチを押してトラクターを動かしてくださ

い。

l トラクターの用紙押さえが開いたまま用紙モード切り替えを行うと、

用紙押さえが機械にぶつかる為切替動作がうまく行われず、「002 ト

ラクタ テンケン」を表示します。必ず用紙押さえを閉じてから用紙

モード切り替えを行ってください。

前面下カバーを開けます。

前面下カバーは止まるまで開いて少し押し込むと、開いた状態で固定されま

す。

上連続用紙がセットされている場合は、上トラクターの左右のトラクターの用紙押さえ

を開けて、上連続用紙をはずし、用紙押さえを閉じます。



第2章　設置手順　2-19

左右のトラクターの固定レバーを、図のように手前に起こします。

トラクターのロックがはずれます。

左右のトラクターを用紙の幅に合わせて移動します。用紙ガイドは、トラクターの間に均

等に配置します。

用紙ガイドは図のように手前に起こして移動し、はめ込んでください。
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左右のトラクターの用紙押さえを開けます。

用紙の印刷面を上にして、左端の送り穴を左のトラクターのピンにはめ、用紙押さえを閉

じます。

用紙の先端は、用紙先端位置ラベルの範囲内に入るようにしてください。
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用紙の右端の送り穴を右のトラクターのピンにはめ、用紙押さえを閉じます。

右のトラクターを移動して、用紙のたるみをなくします。

左右の固定レバーを矢印の方向に倒してトラクターをロックします。

用紙がたるんでいると用紙づまりになる可能性があります。

用紙を張りすぎると印刷時に用紙が破れることがあります。
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前面下カバーを閉じます。

上部カバーが閉まっていることを確認してください。

「001　ヨウシ　テンケン」と表示される場合は、  に戻って用紙をセットしなおして

ください。

単票／連続スイッチを数回押して、下連続紙モードを選択します。

「下トラクタ」と表示されます。
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上連続用紙の場合

『下連続用紙の場合』  ～ （2-17～18ページ）と同じ操作を行います。

前面上カバーを開けます。

下連続用紙を同時にセットする場合は、先に下連続用紙をセットしてください。

前面下カバー同様、前面上カバーは止まるまで開いて少し押し込むと、開い

た状態で固定されます。

『下連続用紙の場合』  ～ （2-19ページ）と同じ操作を行います。

用紙ガイドクリップを内側にたわませながら、前面カバーの左端の穴に差し込みます。
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同様に、もう一個の用紙ガイドクリップを右トラクターの左端の穴に差し込みます。

トラクターおよび用紙ガイドとぶつからない位置を選んで差し込んでください。

用紙ガイドクリップは上トラクターを手前に戻す場合や用紙を待避位置に

戻す場合に、連続用紙最終端を適切に排出するものです。

数種類の用紙を使用する場合、最も幅が狭い用紙に合わせて差し込んでくだ

さい。

『下連続用紙の場合』  ～ （2-20～21ページ）と同じ操作を行います。

前面上カバーを閉じます。

上部カバーが閉まっていることを確認してください。

「001　ヨウシ　テンケン」と表示される場合は、  に戻って用紙をセットしなおして

ください。

単票／連続スイッチを数回押して、上連続用紙を選択します。

「上トラクタ」と表示されます。

以上で連続用紙のセットは終了です。2.1.10『インターフェース・ケーブルの接続』（2-25

ページ）へ進んでください。

連続用紙を取り外す場合は、用紙を排出し、切り取り後、単票／連続スイッチを数

回押して用紙交換モードにしてください。
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2.1.10 インターフェース・ケーブルの接続

システム接続時の注意事項

プリンター・ケーブルは別売りです。プリンター・ケーブルは、下記の弊社純正品をお使い

ください。純正品以外では、正常な動作をしない可能性があり、障害の原因となることがあり

ます。

ID # 00281 （1.8 m　パラレル・ケーブル ）

ID # 00056 （2.4 m　パラレル・ケーブル ）

ID # 00986 （5 m　パラレル・ケーブル）

操作前にプリンターおよびシステム・ユニットの電源スイッチを切り、双方の

電源コードをコンセントから抜いてください。

インターフェース・ケーブルのコネクターを、プリンターにつなぎます。

パラレル・ケーブルは、ロック・ピンで固定してください。
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インターフェース・ケーブルのもう一方のコネクターを、システム・ユニットまたは、ネッ

トワークにつなぎます。

パラレル・ケーブルは固定ネジまたはロック・ピンでコネクターを固定してください。

プリンターおよびシステム・ユニットの電源コードをコンセントに接続します。

付録C『自己診断機能』（C-1ぺ一ジ）を参照して印字テストを行ってください。



第2章　設置手順　2-27

2.1.11 ネットワークの設定

プリンターの操作パネルを使用してネットワークの設定を行うことができます。

この操作パネルを使用して通じて設定できるメニュー項目とその工場出荷値は以下の通

りになります。

標準的なTCP/IPを使用した印刷に必要なネットワークの設定は以下の通りになります。

 その他のネットワークに関する設定は、『PowerTyper V8XX/1000 ネットワーク設定

ガイド』を参照。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して、「ゲダン キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「5　インターフェース　セッテイ」を選択し、設

定スイッチを押します。

工場出荷値

ムコウ

000.000.000.000

000.000.000.000

000.000.000.000

メニュー項目

DHCP　セッテイ

IP　アドレス

サブネット　マスク

ゲートウェイ　アドレス

５　インターフェース　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「IF：ネットワーク　セッテイ」を選択し、設定ス

イッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「DHCP　セッテイ」を選択し、設定スイッチを押

します。

ＩＦ：ネットワーク　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＤＨＣＰ　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート



第2章　設置手順　2-29

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「ユウコウ」あるいは「ムコウ」を選択し、設定ス

イッチを押します。

DHCPを有効にした場合、以上でネットワーク設定は終了です。

印刷スイッチを押して、「5　インターフェース　セッテイ」を終了します。

初期診断テストが実行されます。

DHCP の設定が有効の場合は、「IP　アドレス」、「サブネット　マスク」、「ゲート

ウェイ　アドレス」を表示しません。これらは自動的に取得されます。

DHCPを無効にした場合、引き続き「IP　アドレス」、「サブネット　マスク」、「ゲートウェ

イ　アドレス」を以下の通り設定してください。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「IP　アドレス」を選択し、設定スイッチを押しま

す。

ＤＨＣＰ　セッテイ

ムコウ

ＩＰ　アト゛レス

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押して数値を選択します。

設定スイッチあるいは中止スイッチを押すと桁移動を行います。

第4桁目で設定スイッチを押すと設定値を記憶します。

「サブネット　マスク」と「ゲートウェイ　アドレス」も「IP　アドレス」と同様に設定し

ます。

印刷スイッチを押して、「5　インターフェース　セッテイ」を終了します。

初期診断テストが実行されます。

以上でネットワーク設定は終了です。

ＩＰ　アト゛レス

０００．０００．０００．０００
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2.1.12 パラレルI/Fの設定

接続環境に合わせてパラレルI/Fを設定してください。

工場出荷時は、IEEE1284（ECP）で印字可能です。

 詳細は、第5章『インターフェースの設定』（5-1ページ）を参照。

2.1.13 USB I/Fの設定

工場出荷時の設定で、印字可能です。

本機のUSB接続は下記のOSをサポートしています。

Microsoft® Windows® 2000

Microsoft® Windows® XP

Microsoft® Windows® Vista

l USB接続はすべてのPCについての接続を保証することができません。事前に接

続をよく確認してください。

l PCとの接続の際にはUSB HUB等を使用せず、直接プリンターと接続してくださ

い。正常に動作しない場合があります。

l インターフェース・ケーブルは、弊社純正のオプションを使用してください。詳細

は  2.1.10『インターフェース・ケーブルの接続』（2-25ページ）を参照。

2.1.14 Windows用プリンター・ドライバーの導入と起動

同梱のサポートCDには、Windows用プリンター・ドライバーが入っています。

プリンター・ドライバーはサブフォルダー \プリンター・ドライバー 内にあります。詳細は

サポートCD内のREADMEファイルを参照してください。
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2.2 自動給紙機構（オプション）

2.2.1 自動給紙機構の設置

プリンターの電源スイッチを切ります。

プリンターに連続用紙をセットしている場合は、取り外してください。

プリンター本体の用紙ガイド部を取り外します。
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サポート・ガイド

ポリエステルフィルム

自動給紙セットの後ろのシャフトにホッパー・サポート（小）をはめ込みます。

自動給紙機構を置く場合は、下図のようにサポート・ガイド先端のポリ

エステルフィルムが曲がったり折れたりしないよう水平に置いてくだ

さい。

また、立てて置くと倒れて、けがの原因となることがあります。

ホッパー・

サポート（小）

シャフト
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自動給紙セットの後ろのシャフトにホッパー・サポート（大）をはめ込みます。

はめ込む際には、ホッパー・シャフトを底面から2～3 cm位の位置へ手で押し上げてから、

ホッパー・サポート（大）をはめてください。

奥側のシャフトに引っ掛け、引き込むようにしてはめこんでから、下げてください。

ガイド・プレートを「自動」の位置に合わせます。

ホッパー・サポート（大）

ホッパー・シャフト

奥側のシャフト

ガイド・プレート
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自動給紙機構を手前に少し傾けて、先端をプリンターのピンの下に付き当てます。

確実に固定するまで後端を降ろしてください。

自動給紙機構を左右にゆすって確実に固定されていることを確認します。

自動給紙機構が確実に固定されていないと、 用紙送りに支障をきたす

ことがあります。
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自動給紙機構から出ているケーブルのプラグを、印を合わせるようにしてプリンター本

体のコネクターに接続します。

プリンター本体の電源スイッチを入れたままコネクターの抜き差しを

すると、プリンター本体および自動給紙機構のロジック・カードが破損

することがあります。 コネクターの抜き差しは電源スイッチを切って

から行ってください。

スタッカー・プレートを自動給紙機構の左右カバーの内側にある穴に取り付けます。

このときスタッカー・プレートをやや曲げて挿入してください。
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スモール・カバー（左・右）を自動給紙機構とプリンターとの間にはめ込みます。

以上で、自動給紙機構の取り付けは完了です。
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第3章　操作パネルと印刷の基本操作

3.1 電源スイッチと操作パネル

この項では、 電源スイッチと操作パネル上の各スイッチの取り扱い方法およびランプの

意味について説明します。

3.1.1 電源スイッチ

On側に倒すと電源が入り、プリンターの初期診断テストが行われます。

その後、初期設定値で上連続紙または下連続紙モードが設定されていれば、上または下連

続用紙が先頭行位置まで送られます。また、単票モードが設定されていれば、単票ランプ

が点灯します。初期診断テストで異常を発見すると、点検ランプが点灯し表示部に異常の

内容を表示します。この場合、 付録G『困ったときには』（G-1ページ）を参照してください。

Off側に倒すと電源が切れ、操作パネル上のランプはすべて消えます。

3.1.2 操作パネル

 

印刷可能状態では、印刷スイッチ、排出／先頭行スイッチ、▲微調スイッチ、▼微

調スイッチのみが機能し、その他のスイッチは機能しません。

プリンターがエラー状態のときには、エラーを回復してから操作します。

 エラー回復の詳細に関しては、付録G『困ったときには』（G-1ページ）を参照。 

表示部
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操作パネル上のスイッチ

印刷スイッチ 　

印刷可能状態（印刷可ランプが点灯しています）と印刷不可状態（印刷可ランプが消えて

います）とを切り替えます。

l 印刷可能状態のとき、このスイッチを押すと、印刷可ランプが消え印刷不可状態になり

ます。

印刷をしているときは、現在印刷中の行を印刷し終えると、印刷不可状態になりま

す。

l 印刷不可状態のときに、このスイッチを押すと、印刷可ランプがつき印刷可能状態にな

ります。単票モードのときは用紙吸入可能状態になります。

l 排出／先頭行スイッチが押されて連続用紙のミシン目が切り取り位置にあるとき、こ

のスイッチを押すと先頭行位置に用紙が戻ります。

l 単票モードでの用紙づまりのとき、上部カバーが開いているとき、またはエラーを検出

してブザーが鳴っているとき、このスイッチを押すとブザーが停止します。

l 連続用紙に印字中、点検ランプが点灯し、「001　ヨウシ　テンケン」が表示されて印刷

が中断しているとき、このスイッチを押すとブザーが停止し、1行印刷して再び印刷不

可状態になります。繰り返しこのスイッチを押して、論理ぺ一ジの最終印字位置まで印

刷することができます。

上部カバーが開いているとき、このスイッチを押しても印刷可能状態にはなりませ

ん。

排出／先頭行スイッチ 　

l 連続紙モード（上・下）のとき

－ 用紙先端がトラクターの位置にあるとき、このスイッチを押すと用紙が先頭行位置

まで送られます。

－ 用紙が吸入されているとき、このスイッチを押すと用紙のミシン目が切り取り位置

（カッターがついています）まで排出されます。

－ 用紙終了（End Of Form：EOF）状態のとき、このスイッチを押すと、プリンター内部

に残っている用紙をすべて排出します。

l 単票モードのとき

－ 吸入されている用紙を排出します。

1. 印字中あるいは上部カバーが開いている状態では、 このスイッチは機能しませ

ん。

2. プリンターに初期設定または制御コードによって設定されているページ長と、実

際に使用している用紙のページ長が異なると、切り取り位置とミシン目が合いま

せん。
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▲微調スイッチ 　

1 回押すと用紙が0.42 mm（1／60インチ）順方向に送られます。1秒以上押し続けると連

続的に用紙を送ります。

位置決めスイッチを押さない限りは、他のプリンターのプラテン・ノブによる手動紙送り

操作と同様の効果をもちます。

制御上の現在位置は変わりません。

1. 単票モードのとき最終印字位置を超えてこのスイッチが押されると用紙を排出

します。

2. 印字中は、このスイッチは機能しません。

3. 下向き印刷の途中で押すと、送り方向が変わるため、印字位置がずれることがあ

ります。印字位置を確認の上、使用してください。

 位置決めスイッチのNote（3-6ぺージ）を参照。

▼微調スイッチ 　

1 回押すと用紙が0.42 mm（1／60インチ）逆方向に送られます。1秒以上押し続けると連

続的に用紙を送ります。

位置決めスイッチを押さない限りは、他のプリンターのプラテン・ノブによる手動の紙送

り操作と同様の効果をもちます。

1. 単票モードのとき用紙の上端から6.4 mm（0.25インチ）より上（逆方向）には用紙

を送りません。

2. 印字中は、このスイッチは機能しません。

3. 上向き印刷の途中で押すと、送り方向が変わるため、印字位置がずれることがあ

ります。印字位置を確認の上、使用してください。

 位置決めスイッチのNote（3-6ぺージ）を参照。

改行スイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

用紙を1行分送ります。1秒以上押すと、押しているあいだ、連続的に用紙を送ります。

1. 上部カバーが開いている状態では連続送りはできません。

2. 単票用紙の場合、最終印字位置を超えて行送りすると用紙が排出されます。

 排出／先頭行スイッチが押されて連続用紙のミシン目が切り取り位置にあると

きも、このスイッチは有効です。このスイッチを押した後でも、排出／先頭行ス

イッチを押すと連続用紙は先頭行位置に戻ります。
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改ページスイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

l 連続紙モード（上・下）のとき

－ 次ページの先頭行位置まで用紙が送られます。出荷時にはページ長が11インチに設

定されています。

ページ長は、制御コードによって変更することもできます。

－ 排出／先頭行スイッチが押されてミシン目が切り取り位置にあるとき、このスイッ

チを押すと、次ページのミシン目が切り取り位置まで送られます。

l 単票モードのとき

－ 吸入されている用紙を排出します。

l ASF 自動モードのとき（自動給紙機構を使用している場合）

－ 用紙を吸入します。

－ すでに吸入されている用紙があれば、その用紙を排出し次の用紙を吸入します。

　

1. 上部カバーが開いている状態では、このスイッチは操作できません。

2. トレース・モードのとき、このスイッチを押すと、プリンターのバッファー中の

データをすべて印字してから改ページします。

単票／連続スイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

単票モード／上連続紙モード／下連続紙モード／用紙交換モードを切り替えます。

単票モードにすると、単票ランプが点灯します。

高速印刷スイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

高速印刷モード（「コウソク」と表示されている）と通常速印刷モードを切り替えます。

このスイッチで高速印刷が設定されている場合、 制御コードによって設定された印刷速

度にかかわりなく、すべて高速で印刷されます。

通常速印刷が設定されている場合、制御コードによって設定された印刷速度で印刷され

ます。連続紙モードのとき、印刷不可状態で2秒以上押すと、紙送りローラーが開いて用紙

づまりの際用紙を取り除きやすくなります。

エミュレーションの種類によっては、高速印刷スイッチが機能しない場合がありま

す。
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紙厚設定スイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

用紙厚を自動的に設定する（自動設定）か、任意の位置に固定する（手動設定）かを選択し

ます。

 3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）を参照。

取消スイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

システム・ユニットに印刷取り消しの要求を出します。

実際に印刷が取り消されるかどうかは、使用しているソフトウェアによって決められます。

下段選択スイッチ 　

印刷不可状態でのみ機能します。

各スイッチの下段に表示されているスイッチ機能を働かせるために使用します。

下段のスイッチ機能が選択されると、「ゲダン　キノウ」と表示されます。「ゲダン　キノ

ウ」と表示されている時は、印字確認、位置決め、前項目、次項目、設定、中止スイッチが機能

します。「ゲダン　キノウ」を解除するには、再び下段選択スイッチを押して「ゲダン　キ

ノウ」という表示を消してください。また、「ゲダン　キノウ」が表示されている状態から、

印刷スイッチで直接印刷可能状態にすることもできます。

下段選択スイッチを押して、スイッチの下段に表示されている機能を実行する場合

には、印刷を終了するか、または、印字データを取り消してから行ってください。

印字確認スイッチ 　

下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」と表示されているときに機能します。

現在行の1行目に位置確認パターン（□）を1文字印刷します。押し続けていると初期設定

で設定した最大印字幅で、順に同じパターンを印刷します。

プリンターのバッファーに印字データが残っているときに、 印字確認スイッ

チを押すと、以後の印字データが正しく印字されないことがありますので、印

刷を終了するか、または取り消してから行ってください。
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位置決めスイッチ 　

下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」と表示されているときに機能します。

このスイッチが押されたときの現在行の位置を、用紙の先頭行位置として記憶します。

連続用紙の先頭行位置、単票用紙の上向き印刷、および下向き印刷の先頭行位置は、それ

ぞれ別々に記憶されます。上連続紙または下連続紙モードで、排出／先頭行スイッチを押

して用紙のミシン目を切り取り位置に合わせ、位置決めスイッチを押すと、その位置をミ

シン目位置として記憶します。ミシン目位置は先頭行位置とは別に記憶されます。この値

は電源を切った後も保持されます。

単票モードにおいて、用紙がセットされていないときに位置決めスイッチを押すと、単票

用紙の先頭行位置が用紙先端から約6.4 mm（1/4インチ）の位置に設定されます。

1. 位置決めを行う前に▲微調スイッチか▼微調スイッチで送り方向を変えた場合、

現在行の位置と次の用紙をセットした時の先頭行位置が若干ずれることがあり

ます。

2. 位置決めを行う前には、 実際には印刷する用紙送りの方向と同じ方向に▲微調

スイッチか▼微調スイッチで用紙を送って位置合わせを行うようにしてくださ

い。

以下の4つのスイッチは、「印字テスト」、「初期値設定」、「調整」、「トレースモード」、「イ

ンターフェース設定」の操作を行う時に使用します。

下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノウ」と表示されているときに機能します。

前項目スイッチ 　

メニュー項目を選択するときに、項目を1つ前の項目に戻します。

次項目スイッチ 　

メニュー項目を選択するときに、項目を1つ次の項目に進めます。

設定スイッチ 　

メニュー項目を設定あるいは実行するときに押します。

中止スイッチ 　

設定を途中で中止するときに、使用されます。

このスイッチが押されると、1つ前のメニューに戻ります。
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操作パネル上のランプ

電源ランプ

（緑色）

プリンターに電源が入っているときに点灯します。

印刷可ランプ

（緑色）

プリンターが印刷可能状態にあるときに点灯します。

単票ランプ

（緑色）

用紙モードが単票モードのときに点灯します。

点検ランプ

（黄色）

プリンターに何らかの問題があるときに点灯します。このランプが点灯している場合、表

示部にエラー・コードとメッセージが表示されます。

 付録G『困ったときには』（G-1ページ）を参照。



第3章　操作パネルと印刷の基本操作　3-8

操作パネル上の表示部

操作パネル上の表示部には次のような情報が表示されます。

印刷可能状態

印刷不可状態

プリンターの状況に応じてメッセージを表示します。

l 「印字テスト」、「初期値設定」、「調整」、「トレースモード」、「インターフェース設定」の

ときは選択メニューを表示します。

 メッセージについては第6章『メッセージ集』（6-1ページ）を参照。

ブザー

以下の状態のときにはブザーが鳴ります。

l 印字データ受信時にカバーが開いています（カバー開放状態）。

l 印字データ受信時に連続用紙がありません（用紙切れ）。

l 単票用紙がプリンターの中につまっています（単票用紙づまり）。

l プリンター内部に異常が発見されました。

ブザーを止めるためには、印刷スイッチを押してください。

初期設定機能により、ブザーが鳴らないようにすることもできます。

ON 5577

5577 ESC P PPDS
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3.2 印刷の開始と停止

3.2.1 印刷の開始

連続用紙を使用する場合には、プリンターの電源を入れてから、連続用紙をセットしま

す。

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）のときは印刷スイッチを押します。

プリンターは印刷可能状態になります。

単票モードの場合、用紙がセットされれば自動的に用紙を吸入します。

その後、システム・ユニットから印刷命令が送られてくると印刷を開始します。

カバーが開いていたり、用紙切れの場合、その原因を取り除いてから印刷スイッチ

を押してください。

 点検ランプがついている場合は、付録G『困ったときには』（G-1ページ）を参照。

インサツ　カノウ

下　トラクタ
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3.2.2 印刷の停止

印刷スイッチを押します。

現在印刷している行を印刷し終えた後、印刷可ランプが消えプリンターは印刷不可状態

になります。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ
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3.2.3 印刷の取り消し

プリンターを印刷不可状態にします。

取消スイッチを押します。

印刷を取り消す要求がシステム・ユニットに送られます。

実際に印刷が取り消されるかどうかはソフトウェアによって決められます。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ
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3.2.4 印刷業務終了時の注意

印刷業務が終了し、プリンターの電源を切るときには、次のことに注意してください。

l 連続用紙がセットされている場合は、用紙をミシン目で切り、用紙交換モードに切り替

えた後、連続用紙をトラクターから外してください。

l 自動給紙機構に用紙が残っている場合は、用紙を取り外してください。

l トラクターから連続用紙を外した後、トラクターの用紙押さえを閉じてください。用紙

押さえが閉じていないと、 自己診断機能でエラーを出したり用紙づまりなどを起こす

原因となります。

用紙をセットしたままにしておくと、 用紙がカールして用紙づまりの原因に

なります。必ず取り外して、用紙は平らなところに保管してください。
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3.3 用紙厚の調整

最良の印字品質を得るために、用紙厚に応じて印字ヘッドとプラテン間の距離（ ギャッ

プ）を調整します。

用紙厚の調整には、以下の2つのモードがあります。

l 自動設定モード

自動設定では、使用する用紙の厚さに応じてプリンターが自動的に印字ヘッドとプラ

テン間の距離を設定します。

l 手動（用紙固定）設定モード

手動（用紙固定）設定では、操作パネルからの入力によって希望の値に用紙厚を固定し

ます（ラベル紙、封筒など部分的に紙の厚みが異なるときに使用します）。

設定可能な範囲は、以下の8通り（V1000）／11通り（V820）です。

操作パネル・用紙厚設定値の表示

V820
V820
V820
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手動（用紙固定）設定モードの場合には、以下の表を参照して設定してください。

用紙の連量（kg）と用紙厚設定表示

＊ 単票用紙では40 kgから、連続用紙では45 kgから使用できます。

連量：用紙の厚さの単位で四六判（788 mm×1091 mm）の用紙1000枚の重量のことです。

用紙厚調整機構の特性上、複写紙への印刷時、複写ページに若干の発色が現われる

ことがありますが、故障ではありません。

用紙厚設定値が上記最適値より小さい場合はリボン汚れや用紙づまりが発生

しやすくなり、大きい場合は、印字のかすれが生じ、また印字ヘッドの寿命を

短くします。

 
 

 

 

用紙枚数

オリジナルのみ＊

オリジナル＋1

オリジナル＋2

オリジナル＋3

オリジナル＋4

オリジナル＋5

オリジナル＋6

オリジナル＋7
（V820のみ）

オリジナル＋8
（V820のみ）

オリジナル＋9
（V820のみ）

1枚
目

(kg)

55

70

90

110

135

34

34

34

34

34

34

34

34

34

2枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

55

70

90

110

34

34

34

34

34

34

34

34

3枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

55

70

34

34

34

34

34

34

34

4枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

34

34

34

34

34

34

5枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

34

34

34

34

34

6枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

34

34

34

34

7枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

34

34

34

8枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

34

34

厚さ

(mm)

0.08

0.10

0.13

0.16

0.19

0.14

0.16

0.19

0.22

0.18

0.20

0.22

0.24

0.30

0.36

0.42

0.48

0.54

0.60

用紙厚設定値の表示

カミアツ　コテイ　01

カミアツ　コテイ　01 ～ 02

カミアツ　コテイ　02

カミアツ　コテイ　03

カミアツ　コテイ　03 ～ 04

カミアツ　コテイ　02 ～ 03

カミアツ　コテイ　03

カミアツ　コテイ　03 ～ 05

カミアツ　コテイ　04 ～ 05

カミアツ　コテイ　03

カミアツ　コテイ　04

カミアツ　コテイ　04 ～ 05

カミアツ　コテイ　04 ～ 05

カミアツ　コテイ　05

カミアツ　コテイ　06

カミアツ　コテイ　07

カミアツ　コテイ　08

カミアツ　コテイ　09

カミアツ　コテイ　10

9枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34

34

10枚
目

(kg)

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

34
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やむを得ず0.42 mm（V1000）／0.60mm（V820）を超える用紙を使用する場合は、

1. 印刷不可状態で紙厚設定スイッチを押す

2. 「カミアツ　チョウセイ」を表示させ、下段選択スイッチを押しながら紙厚設定スイッ

チを2秒以上押す

以上の手順を実行してください。以下の4通り（V1000）／1通り（V820）の設定が追加され

ます。

（V1000の場合） （V820の場合）

カミアツ コテイ 08 カミアツ コテイ 11

カミアツ コテイ 09

カミアツ コテイ 10

カミアツ コテイ 11

カミアツ　コテイ　08～11（V1000）／11（V820）の範囲では、リボン汚れや用紙づまり

等が発生しない程度でなるべく小さい設定値（数字）を選択してください。

1. 以上の設定は、電源を切ると取り消され、次に電源を入れたときには、初期設定

値で記憶された設定値になります。

2. 自動設定の場合は、初期設定値の変更により「コク」、「フツウ」、「ウスク」のいず

れかを選択することにより、複写紙等の印字濃度を微調整することができます。

 4.1『初期設定機能』（4-1ページ）を参照。
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設定方法

紙厚設定の手順を以下に示します。

 5577
2.10

08 11 V1000
11 V820

2
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3.4 用紙モードの切り替え

上（下）連続用紙⇔単票間、また上連続用紙⇔下連続用紙間の用紙モード切り替え手順に

ついて説明します。

 自動給紙機構を使用している場合は、3.7『自動給紙機構（オプション）の操作』（3-43

ページ）を参照してください。

3.4.1　連続紙（上・下）モードから単票モード

印刷不可状態になっている（印刷可ランプが消えている）ことを確認し、排出／先頭行ス

イッチを押します。

印刷済みの上または下連続用紙が排出されますので、ミシン目で切り離します。

ガイド・プレートを取り付けます。
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単票／連続スイッチを数回押して、単票モードにします。

上または下連続用紙がトラクターの位置まで逆送りされ単票ランプがつき、単票モード

になります。

上または下連続用紙がトラクター位置まで戻されない場合はトラクター位置に連続用

紙が戻されるまで操作をくり返してください。このとき、上および下連続用紙をトラク

ターから取り外す必要はありません。

上または下連続用紙を取り外した場合、 トラクターの用紙押さえを倒

し固定レバーをロックしてください。用紙づまりまたはマシン・トラブ

ルを起こすことがあります。

単票用紙ガイドを用紙ガイドのロック・レバーを握りながら用紙に合わせて調整し、用紙

をセットします。

両側の用紙ガイドと用紙のあいだにすき間（1mm程度）を開けてください。用

紙厚調整が手動（用紙固定）設定モードになっているときは、用紙の厚さに応

じて設定値を変更してください。  3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）を

参照。

以上で、上または下連続紙モードから単票モードへの切り替えは終了です。

５５７７　Ｖ２．１０

タンヒ゜ョウ
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3.4.2　単票モードから連続紙（上・下）モード

連続用紙を使用する場合は単票用紙ガイドを左右の両端に移動させてくださ

い。

また、連続用紙を使用する場合はガイド・プレートを外してください。外さな

いと用紙送りが正常に行われないことがあります。

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）であることを確認します。

単票用紙が吸入されている場合は、排出／先頭行スイッチを押して排出します。

また、用紙ガイド上にある単票用紙も取り除いてください。

単票／連続スイッチを数回押して、用紙交換モードにします。

左右のトラクターを用紙に合わせて調整し、用紙をセットしてください。

用紙厚調整が手動（用紙固定）設定モードになっているときは、用紙の厚さに

応じて設定値を変更してください。  3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）

参照。

５５７７　Ｖ２．１０

タンヒ゜ョウ
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単票／連続スイッチを数回押し、上または下連続紙モードにします。

上連続紙モードのときは上連続用紙が、下連続紙モードのときは下連続用紙が先頭行位

置まで送られ単票ランプが消え、上連続紙モードまたは下連続紙モードになります。

「ヨウシヲトリノゾイテクダサイ」と表示されている場合には、単票用紙ガイ

ドの中の単票用紙を取り除いてください。

以上で、用紙モードの切り替えは終了です。

５５７７　Ｖ２．１０

上　トラクタ
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3.4.3 上（下）連続紙モードから下（上）連続紙モード

上連続紙モードから下連続紙モードへの切り替えも、下連続紙モードから上連続紙モー

ドへの切り替えも操作手順は同じです。

印刷不可状態になっている（印刷可ランプが消えている）ことを確認し、排出／先頭行ス

イッチを押します。

印刷済みの上（下）連続用紙が排出されますので、ミシン目で切り離します。

排出／先頭行スイッチを押した時点のモードの用紙が排出されます。

上連続紙モードのときは上連続用紙、下連続紙モードのときは下連続用紙が

排出されます。

５５７７　Ｖ２．１０

上　トラクタ
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単票／連続スイッチを数回押して下（上）連続紙モードにします。

上（下）連続用紙がトラクター位置まで戻り、下（上）連続用紙が先頭行位置まで送られ、

下（上）連続紙モードに切り替わります。

上または下連続用紙がトラクター位置まで戻らない場合は、トラクター位置に連続用紙

が戻されるまで操作を繰り返してください。

トラクター位置まで戻さないまま印字させると、選択前のトラクターの用紙に印字され

ます。

以上で上（下）連続紙モードから下（上）連続紙モードの切り替えは終了です。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ
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3.5 連続用紙の位置合わせ

この項では連続用紙の左右方向および先頭行位置を調整する手順を説明します（上・下

トラクター共通）。この調整は初期設定値で指定したページ長の用紙を使用してください。

それ以外の大きさの用紙を使用すると位置がずれます。

プリンターに連続用紙がセットされていない場合は、2.1.9『連続用紙のセット』（2-17ペー

ジ）の項を参照してセットしてください。

3.5.1 左右方向の調整

排出／先頭行スイッチを押し、連続用紙のミシン目を切り取りカッター位置に合わせて

切り取ります。

単票モードで連続用紙先端がトラクターの位置にある場合は  に進みます。

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）になっていることを確認し、単票／連続ス

イッチを数回押して用紙交換モードにします。

連続用紙の先頭行位置がトラクターの位置まで逆送りされます。

５５７７　Ｖ２．１０

ヨウシコウカン
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前面上カバーまたは前面下カバーを開け、左右のトラクターの固定レバーを矢印の方向

に起こしてロックを外します。

下トラクターの  マークおよび上トラクターの  マークの左の縦線は、第一

印字文字の左端の目安です。

左のトラクターを最適な位置に移動し、固定レバーを矢印の方向に倒してロックします。

左のトラクターの下の目盛は用紙位置合わせの目安として使用します。
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用紙に合わせて右のトラクターを移動し、固定レバーを矢印の方向に倒してロックしま

す。

トラクターを強く引いて用紙を張ると、 印刷するときに用紙が破れる

ことがあります。用紙を張りすぎないようにしてください。

前面上カバーまたは前面下カバーを閉じて、単票／連続スイッチを数回押し、上または

下連続紙モードにします。

用紙が先頭行位置まで送られます。

以上で、左右方向の調整は終了です。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ
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3.5.2 印字中の左右方向の微調整

印刷スイッチを押して印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）にします。

単票／連続スイッチを数回押し、用紙交換モードに切り替えます。

このとき、「ゲダン　キノウ」と表示されていたら下段選択スイッチを押して「ゲダン　

キノウ」を解除してください。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ

５５７７　Ｖ２．１０

ヨウシコウカン



第3章　操作パネルと印刷の基本操作　3-27

前面上カバーおよび前面下カバーを開けて、左右のトラクターの固定レバーを起こしま

す。

トラクターを手で適当な位置へ移動してから、固定レバーを倒して左右のトラクターを

ロックします。

前面上カバーおよび前面下カバーを閉じ、単票／連続スイッチを数回押し、上または下

連続紙モードにします。

以上で、印刷中の左右方向の微調整は終了です。
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3.5.3 先頭行位置の調整

この調整は、上連続用紙および下連続用紙の各々に設定することができます。

この調整方法は、微調スイッチ（▲／▼）を使用する方法と直値を入力する方法の二通り

あります。

納入時は、先頭行位置がミシン目から約8.5 mm（3分の1インチ）に設定されています。

先頭行位置の調整（微調スイッチ方式）

用紙が下記の状態にある場合は、以下のように操作して、用紙を次ページの先頭行位置

まで送ります。

l 連続紙モード（上・下）で用紙先端がトラクターの位置にある場合、排出／先頭行ス

イッチを押します。

l 連続用紙がすでに吸入されている場合、改ページスイッチを押します。

印字の途中の場合は、取消スイッチを押してから調整してください。

下段選択スイッチを押します。

「ゲダン　キノウ」と表示されていることを確認します。
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印字確認スイッチを押します。

位置確認パターン（□）が印字されます。

押しているあいだ、連続的に印字します。

上部カバーの窓から位置確認パターンを見ながら、▲微調スイッチまたは▼微調スイッ

チを押して最適な位置まで用紙を送ります。

「ゲダン　キノウ」と表示されていることを確認し、印字確認スイッチを押して位置確認

パターンを印刷します。

ただし、調整範囲は用紙上端より約－2.5 mm（10分の1インチ）から約254 mm（10インチ）

までです。

▲微調スイッチと▼微調スイッチは、他のプリンターのプラテン・ノブによる

手動紙送りと同様の効果があります。ただし、下記の状態が発生するとこのス

イッチによる送り量は取り消されます。

l 用紙が先頭行位置に戻る。

l 連続紙（上・下）モードから単票モードに変更される。

l 電源が切られる。

ゲダン　キノウ
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「ゲダン　キノウ」と表示されていることを確認し（表示されていない場合には、下段選

択スイッチを押します）、位置決めスイッチを押します。

ブザーが鳴り、現在行が連続用紙の先頭行位置として記憶されます。この位置は電源を

切っても記憶されています。

「ゲダン　キノウ」を解除するには、下段選択スイッチか印刷スイッチを押し

てください。

以上で、微調スイッチによる先頭行位置の調整は終了です。

ゲダン　キノウ
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先頭行位置の調整（直値入力方式）

下段選択スイッチを押します。

「ゲダン　キノウ」と表示されていることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「２　ショキチ　セッテイ」を表示させ設定ス

イッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「USRn：トップマージン」を表示させ、設定ス

イッチを押します。

２　ショキチ　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＵＳＲ１：トッフ゜マーシ゛ン

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目または前項目スイッチを押して、「下トラ　トップ」または「上トラ　トップ」のい

ずれかを選択し、設定スイッチを押します。

次項目または前項目スイッチを押して、先頭行位置の量を選択します。

範囲は用紙上端より約－25.4 mm（1インチ）から約254 mm(10インチ）までです。

次項目または前項目スイッチを1回押す毎に約0.4 mm（60分の1インチ）移動します。

l 機械的な誤差および用紙の状態によっては設定値と実際の先頭行位

置がずれる可能性がありますので、その場合は設定量を変更してく

ださい。

l 先頭行位置の値をマイナスに調整することは、用紙ジャム、空印字に

よる印字ヘッドへの悪影響をおよぼす可能性がありますので極力避

けてください。

選択が終わったら、設定スイッチを押します。

ブザーが鳴り、選択した先頭行位置が記憶されます。この位置は電源を切っても記憶さ

れます。

ＵＳＲ１：下トラ　トッフ゜

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＵＳＲ１：下トラ　トッフ゜

　　　　　　　８．９　ミリ



第3章　操作パネルと印刷の基本操作　3-33

印刷スイッチを押して、調整を終了します。

l 微調スイッチによる先頭行位置の調整は  『先頭行位置の調整（微調

スイッチ方式）』（3-28ページ）を参照。

l 先頭行位置の調整は印刷途中では行わず、用紙セット時に行ってください。
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3.5.4 ミシン目と切り取り位置の調整

連続用紙がプリンター内にある状態で排出／先頭行スイッチを押します。

この機能は、排出／先頭行スイッチでミシン目を切り取り（カッター）位置に

近づけた場合のみ有効です。

また、ページ長は、事前に初期設定機能またはページ設定コマンドで実際に

使用している用紙長に合わせておいてください。

ミシン目を切り取り（カッター）位置に近づけます。

用紙のミシン目と切り取り位置が合っていない場合は、▲微調スイッチまたは▼微調ス

イッチを押して、ミシン目を切り取り位置に合わせてください。

±15 mm（36回分）を超えて調整することはできません。

インサツ　カノウ

下　トラクタ
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下段選択スイッチを押します。

「ゲダン　キノウ」と表示されていることを確認します。

位置決めスイッチを押します。

ブザーが鳴り、ミシン目位置が記憶されます。この位置は電源を切っても消えません。

排出／先頭行スイッチを押します。

用紙が先頭行位置まで戻されます。

「ゲダン　キノウ」を解除するには、下段選択スイッチか印刷スイッチを押し

てください。

以上でミシン目と切り取り位置の調整は終了です。

ゲダン　キノウ

ゲダン　キノウ



第3章　操作パネルと印刷の基本操作　3-36

3.6 単票用紙の位置合わせ

以下に単票用紙の位置合わせの方法を述べます。

連続用紙のセットの有無にかかわりなく、トラクターの用紙押さえと固定レバーは必ず倒

しておいてください。また、プリンターが連続紙（上・下）モードのときは連続用紙を切り取

り（カッター）位置で切り取り、単票／連続スイッチを数回押して単票モードにしてくださ

い。

3.6.1 左右方向の調整

印刷不可状態になっている（印刷可ランプが消えている）ことを確認します。

印刷ランプが点灯しているときは、印刷スイッチを押して、印刷可ランプを消してくださ

い。

左の用紙ガイドをロック・レバーを握りながら最適な目盛位置に移動します。

 マークの左の縦線は第1印字文字の左端の目安を示しています。左の

用紙ガイドは、必ず  マークよりも左側にしてください。  マークより

も右側にすると、 用紙がない所に印字をして印字ヘッドの寿命を短く

することがあります。
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左の用紙ガイドに沿って用紙をセットします。右の用紙ガイドをロック・レバーを握りな

がら用紙右端に合うように移動します。

左右の用紙ガイドの間隔が狭すぎると用紙が正常に吸入されませんの

で、右の用紙ガイドと用紙右端のあいだにすき間（1 mm程度）を空けて

ください。

以上で、左右方向の調整は終了です。

ロック・レバー
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3.6.2 先頭行位置の調整

この調整は、上向き印刷と下向き印刷の各々に対して設定することができます。

調整方法は、微調スイッチ（▲／▼）を使用する方法と直値を入力する方法の二通りあります。

納入時の先頭行位置は、用紙先端から約6.4 mm（4分の1インチ）にセットされています。

先頭行位置の調整（微調スイッチ方式）

位置決めを行う前に▲微調スイッチか▼微調スイッチなどで送り方向を変えた場合、

現在行の位置と次に用紙をセットした時の先頭行位置が若干ずれることがあります。

位置決めを行う前には、実際に印刷する用紙送りの方向と同じ方向に▲微調スイッ

チか▼微調スイッチで用紙を送って位置合わせを行うようにしてください。

単票用紙をセットして、印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）で下段選択スイッチ

を押します。

「ゲダン　キノウ」が表示されていることを確認します。

印字確認スイッチを押します。

位置確認パターン（□）が印字されます。

押しているあいだ、連続的に印字します。

ゲダン　キノウ
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上部カバーの窓から位置確認パターンを見ながら、改行スイッチおよび▲微調スイッチま

たは▼微調スイッチを押して、最適な位置まで用紙を送ります。その後、印字確認スイッチ

を押して印字位置を確認します。

最適な位置に調整できたら、位置決めスイッチを押します。

ブザーが鳴り、現在行が単票用紙の先頭行位置として記憶されます。

単票モードで単票用紙がプリンターにない状態で位置決めスイッチを押す

と、先頭行位置が用紙先端から約6.4 mm（4分の1インチ）の位置にセットされ

ます。

連続紙モード（上・下）の先頭行位置とは別に記憶され、この値は電源を切っても記憶さ

れています。用紙の先端から先頭行位置までの距離が長すぎると、用紙の大きさによっ

ては印刷されず用紙が排出される場合があります。

1. 「ゲダン　キノウ」を解除するには、下段選択スイッチか印刷スイッチを押

してください。

2. 用紙の先端から先頭行位置までの距離が長すぎると、用紙の大きさによっ

ては、印刷されず用紙が排出される場合があります。

以上で、微調スイッチ（▲／▼）による先頭行位置の調整は終了です。

ゲダン　キノウ
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先頭行位置の調整（直値入力方式）

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）であることを確認し、下段選択スイッチを押

します。

「ゲダン　キノウ」と表示されていることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「２　ショキチ　セッテイ」を表示させ、設定

スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「USRn：トップマージン」を表示させ、設定ス

イッチを押します。

２　ショキチ　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＵＳＲ１：トッフ゜マーシ゛ン

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押して、上向き印刷の場合は「タン↑オクリ　トップ」

を、下向き印刷の場合は「タン↓オクリ　トップ」のいずれかを選択し、設定スイッチを押

します。

次項目または前項目スイッチを押して、先頭行位置の量を選択します。

範囲は用紙上端より約－25.4 mm（10分の1インチ）から約254 mm（5インチ）までです。

次項目または前項目スイッチを1回押す毎に約0.4 mm（60分の1インチ）移動します。

l 機械的な誤差および用紙の状態によっては、設定値と実際の先頭行

位置がずれる可能性がありますので、その場合は、設定量を変更して

ください。

l 先頭行位置の値をマイナスに調整することは、用紙ジャム、空印字に

よる印字ヘッドへの悪影響をおよぼす可能性がありますので極力避

けてください。

選択が終わったら、設定スイッチを押します。

ブザーが鳴り、選択した先頭行位置が記憶されます。この位置は電源を切っても記憶さ

れます。

ＵＳＲ１：タン↑オクリ　トッフ゜

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＵＳＲ１：タン↑オクリ　トッフ゜

　　　　　６．４　ミリ
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印刷スイッチを押して、調整を終了します。

l 先頭行位置の調整は微調スイッチによる方式（ 『先頭行位置の調整

（微調スイッチ方式）』（3-38ページ）参照）でも可能です。

 ただし、用紙の上端より約－25.4 mmから約254 mmの範囲以外の値は設定

できません。

l 用紙の先端から先頭行位置までの距離が長すぎると、用紙の大きさによっ

ては、印刷されず用紙が排出される場合があります。
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3.7 自動給紙機構（オプション）の操作

3.7.1 自動給紙モードと手差し給紙モード

プリンターに自動給紙機構を取り付けた場合にも用紙を一枚ずつ手で差し込んで印刷す

ることができます。この一枚ずつ手で差し込むときのモードを手差し給紙モード、自動給

紙機構を使用したときのモードを自動給紙モードと呼びます。

自動給紙モード（ガイド・プレートが「自動」の位置に倒れている）

自動給紙機構が働き、ホッパー・サポート上に収容されている用紙が一枚ずつプリンター

本体に送られる状態にあります。自動給紙モードで印刷すると印刷済みの用紙は、自動給

紙機構のスタッカー・プレートに排出されます。

連続紙（上・下）モードで印刷すると、印刷済みの連続用紙は自動給紙機構上部を通りプリ

ンターの背面に排出されます。この際、自動給紙機構のスタッカー・プレートを後方に倒し

てください。
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手差し給紙モード（ガイド・プレートが「手動、用紙補給」の位置にある）

自動給紙機構が働かない状態にあり、自動給紙機構のないプリンターで印刷作業を行っ

ている場合と同じです。用紙は自動給紙機構の前部の用紙ガイドに沿って一枚ずつ手で

差し込んでください。手差し給紙モードで印刷すると印刷済みの用紙は自動給紙機構の

用紙ガイドに排出されます。

連続紙（上・下）モードで印刷すると、印刷済みの連続用紙は用紙ガイドに沿って排出され

ます。

排出／先頭行スイッチを押して、ミシン目切り取り（カッター）位置でミシン目を切り取る

ことが可能です。
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3.7.2 用紙のセット

用紙ガイドヘのセット

ガイド・プレートを手動の位置に起こします。

用紙を吸入しているときにはガイド・ プレートを動かさないでくださ

い。

用紙がつまったり印刷がうまくいかなくなる場合があります。

ロック・レバーを解除して、用紙ガイドを用紙に合わせるように移動します。

用紙ガイドは、用紙幅より1 mm程度広くなる位置に設定してください。

ガイド・プレート
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用紙ガイドに沿って差し込みます。

1. 用紙を入れにくい場合は少し下に押し込んでください。

2. 用紙厚調整が手動（用紙固定）設定モードのときは、用紙に合わせて用紙

厚を設定してください。

 3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）参照。

以上で、用紙ガイドヘの用紙のセットは完了です。
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自動給紙機構へのセット

単票用紙を自動給紙機構にセットする手順を説明します。

印刷スイッチを押して、印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）にします。

用紙厚は自動で設定されますが、手動（用紙固定）設定モードの場合には、  3.3『用紙

厚の調整』（3-13ページ）を参照。

ガイド・プレートを用紙補給の位置に起こし、スタッカー・プレートを手前に倒します。
　

用紙をさばいた後、ふちをそろえます。用紙を用紙ガイドにのせ、左右のホッパー・ガイド

で軽くはさみます。

用紙の量は、左ホッパー・ガイド内側の赤い線を超えないようにしてください。

連量55 kg用紙では、約240枚以下です。
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用紙の左右の端とホッパー・ガイドとの間にすき間がないことを確認します。

特にハガキ等のような厚くてサイズの小さい用紙の場合、用紙が斜めに送られることを

防ぐため確実にガイドに合わせてください。

ロック・レバーを後方に倒してホッパー・ガイドをロックしてください。

1. 用紙の枚数が少ない場合、ホッパー・ガイドで強くはさむと用紙が曲

がり正しくセットできません。用紙は常に平らにセットしてくださ

い。

2. ホッパー・ガイドがロックされていないと、用紙送りに支障をきたす

ことがあります。

ホッパー・ガイドにのせた用紙の上端を図のように軽くたたいてそろえます。

この操作を行うと、用紙が正しく送り出されます。
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スタッカー・プレートを立てて、ガイド・プレートを自動の位置に倒します。

以上で、用紙のセットは完了です。
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3.7.3 用紙モードの切り替え

自動給紙機構をセットしたまま、上連続用紙または下連続用紙に印刷できますが、次に述

べるように、用紙の取り扱いが変わる場合には、その項目に従ってください。

l 単票用紙から、上連続用紙または下連続用紙の使用に変える場合、本ページの『単票

モードから上（下）連続紙モード』へ進んでください。

l 上連続用紙または下連続用紙から単票用紙の使用に変える場合、『上（下）連続紙モー

ドから単票モード』（3-53ページ）へ進んでください。

l 上連続用紙または下連続用紙の排出箇所をプリンターの上面から背面へと変える場

合、『連続用紙の排出個所の変更（上面から背面）』（3-56ページ）へ進んでください。

l 上連続用紙または下連続用紙の排出箇所をプリンターの背面から上面へと変える場

合、『連続用紙の排出個所の変更（背面から上面）』（3-57ページ）へ進んでください。

単票モードから上（下）連続紙モード

上（下）連続用紙をセットします。

 セットの方法は、2.1.9『連続用紙のセット』（2-17ページ）を参照。
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印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）になっていることを確認してから、単票／連

続スイッチを数回押します。

単票ランプが消え、上（下）連続紙モードになります。

（上（下）連続用紙をプリンターの背景に排出する場合）

ガイド・プレートが自動の位置に戻っていることを確認し、スタッカー・プレートを斜め

上に引き上げ後方に倒してください。

５５７７　Ｖ２．１０

上　トラクタ
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（上（下）連続用紙をプリンター上面から排出する場合）

ガイド・プレートを「手動」の位置に起こします。

左右の用紙ガイドを使用する連続用紙の幅に合わせるように移動してください。

以上で、単票モードから上（下）連続紙モードへの変更は完了しました。
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上（下）連続紙モードから単票モード

プリンターが印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）であることを確認します。

上（下）連続用紙がプリンター本体の背面から排出されている場合には、改ページスイッ

チを押して印刷済みの用紙を背面に排出し、ミシン目で切ります。

上（下）連続用紙がプリンター上面より排出されている場合には、排出／先頭行スイッチ

を押して用紙をプリンターの切り取り位置まで排出し、ミシン目で切ります。
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単票／連続スイッチを数回押して単票モードを選択します。

単票ランプがつきます。

単票／連続スイッチを押すと用紙先端がトラクターまで戻されます。用紙が

切られていないと、用紙先端を検出できないため、単票ランプは点灯しません

（上または下連続紙モードのまま）。このとき、連続用紙は約2ページ分戻され

ます。

５５７７　Ｖ２．１０

タンヒ゜ョウ
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ガイド・プレートを次のようにセットします。

l 単票を自動給紙する場合には、スタッカー・プレートを上へ戻しガイド・プレートを自

動の位置に倒してください。

l 手で差し込む場合には、スタッカー・プレートを上へ戻しガイド・プレートを起こし、

手前の位置にしてください。

以上で連続紙（上・下）モードから単票モードへの変更は完了しました。
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連続用紙の排出個所の変更（上面から背面）

排出／先頭行スイッチを押して、連続用紙を排出し、ミシン目で用紙を切ります。

排出／先頭行スイッチを押します。

先頭位置まで用紙が戻されます。

ガイド・プレートを自動の位置に倒し、スタッカー・プレートを斜め上に引き上げ後方に

倒します。

以上で上面から背面への排出個所の変更は終了しました。
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連続用紙の排出個所の変更（背面から上面）

プリンターが印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）であることを確認します。

連続用紙をプリンターの後のミシン目で切ります。

単票／連続スイッチを数回押して、用紙交換モードにします。

連続用紙の先端がトラクターの位置に戻ります。

スタッカー・プレートを戻し、ガイド・プレートを手動の位置に起こします。

ロック・レバーを解除して、左右の用紙ガイドを使用する連続用紙の幅に合わせるよう

に移動してください。

以上で、連続用紙の排出個所のプリンター背面から上面への変更は完了しました。
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3.8 用紙づまり除去

3.8.1 連続用紙づまり

この項では、連続用紙がプリンターの中につまった場合の、用紙の取り除き方を説明しま

す。

印刷スイッチを押して印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）にします。

連続用紙をプリンターの前後で切り離します。

高速印刷スイッチを2秒以上押し続けます。

紙押さえローラーが持ち上がり、用紙の除去がしやすくなります。

５５７７　Ｖ２．１０

下　トラクタ



第3章　操作パネルと印刷の基本操作　3-59

上部カバーを開けて、印字ヘッドを左端または右端へ移動します。

印字ヘッドが高温になっている場合がありますので、印字ヘッドの金属部分

には触らないように注意してください。

左右のトラクターの用紙押さえを開き、用紙をトラクターから外します。
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用紙づまりが起きた場所が

印字ヘッドより下方の場合は （本ページ）へ、

印字ヘッドより上方の場合は （3-61ページ）へ、

進みます。

（印字ヘッドより下方で用紙がつまった場合）

連続用紙を手前に静かに引き、用紙をすべて取り除きます。

（3-61ページ）へ進んでください。



第3章　操作パネルと印刷の基本操作　3-61

（印字ヘッドより上方で用紙がつまった場合）

連続用紙をプリンター後方から静かに引き、用紙をすべて取り除きます。

インク・リボンのために用紙が取りにくい場合は、インク・リボン・カートリッジを取り外

してから用紙を取り除いてください。

 インク・リボン・カートリッジの取り外し・取り付けは、2.1.5『インク・リボン・カー

トリッジの取り付け方』（2-6ページ）および2.1.6『インク・リボン・カートリッジ

の取り外し方』（2-11ページ）を参照。

ちぎれた用紙などがプリンターの内部に残っていないことを確認してから、上部カバー

を閉じます。

インク･リボン・カートリッジを外した場合は、正しく取り付けてください。

用紙づまり除去の確認のために、印字テストを行います。

 印字テストの手順は付録C『自己診断機能』（C-1ぺージ）を参照。

以上で、連続用紙づまりの除去は終了です。

印字テストが正しく行われなかった場合は、もう一度、プリンター内部に用紙が残ってい

ないか調べてください。また、インク・リボン・カートリッジが正しくセットされているかど

うか確認してください。インク・リボン・カートリッジが外れていると、印字テストが正しく

行われません。

用紙がすべて取り除かれた後も印字テストが行われず、 プリンターの機能が回復しない

場合は、  付録G『困ったときには』（G-1ページ）を参照。
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3.8.2 単票用紙づまり

この項では、単票用紙がプリンターの中につまった場合の、用紙の取り除き方を説明しま

す。プリンターに単票用紙がつまると点検ランプがつき、「001ヨウシ テンケン」と表示さ

れます。自動給紙機構が装着されている場合には、 　3.8.3『自動給紙機構装着時の用

紙づまり』（3-64ページ）を参照。

上部カバーを開けて、印字ヘッドを左端または右端へ移動します。

印字ヘッドが高温になっている場合がありますので、印字ヘッドの金属部分

には触らないように注意してください。

つまった用紙の上端が出ている場合は、用紙を上へ静かに引き抜きます。

用紙を取り除くことができた場合は、　 （3-63ページ）へ進みます。

プリンターの内部で用紙づまりを起こしている場合は　 （3-63ページ）に進みます。
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単票用紙がすべてプリンターの内部に入っている場合は、上部カバーを開け単票用紙を

引き抜きます。

インク・リボンのために用紙が取りにくい場合は、インク・リボン・カートリッジを取り外

してから用紙を取り除いてください。

 インク・リボン・カートリッジの取り外し・取り付けは、2.1.5『インク・リボン・カー

トリッジの取り付け方』（2-6ページ）および2.1.6『インク・リボン・カートリッジ

の取り外し方』（2-11ページ）を参照。

ちぎれた用紙などがプリンターの内部に残っていないことを確認してから、上部カバー

を閉じます。

インク･リボン・カートリッジを外した場合は、正しく取り付けてください。

印刷スイッチを押します。

点検ランプが消え、印刷可ランプが点灯していることを確認します。

単票ランプが点灯していることを確認して、 単票用紙ガイドを用紙に合わせて調整し、

用紙をセットします。

印字テストを行います。

 印字テストの手順は付録C『自己診断機能』（C-1ページ）を参照。

以上で、単票用紙づまりの除去は終了です。

印字テストが正しく行われなかった場合は、もう一度、プリンター内部に用紙が残ってい

ないか調べてください。また、インク・リボン・カートリッジが正しくセットされているかど

うか確認してください。インク・リボン・カートリッジが外れていると、印字テストが正しく

行われません。

用紙がすべて取り除かれた後も印字テストが正しく行われず、 プリンターの機能が回復

しない場合は、付録G『困ったときには』（G-1ページ）を参照してください。
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3.8.3 自動給紙機構装着時の用紙づまり

ホッパー・ガイド部分からプリンターに入りかけて止まっている場合

印刷スイッチを押して、印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）にします。

ブザーが止まります。

用紙を後方に静かに引き出します。

印刷スイッチを押します。

他に用紙づまりがなければ、点検ランプと「001　ヨウシ　テンケン」表示が消え、印刷可

ランプが点灯します。

点検ランプが消えない場合、またはホッパー・ガイド付近に用紙づまりがない場合は、プリ

ンターまたは自動給紙機構の内部に紙片が残っています。

『プリンターまたは自動給紙機構の内部でつまっている場合』（3-65ページ）へ進んでくだ

さい。
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プリンターまたは自動給紙機構の内部でつまっている場合

印刷スイッチを押して、印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）にします。

ブザーが止まります。

プリンターの上部カバーを開けて用紙を取り除きます。

取り除きにくい場合または点検ランプがついている場合は、電源スイッチを切ってくだ

さい。

ケーブル・プラグの奥のリングをつかみ、プラグを引き抜きます。

プリンター本体の電源スイッチを入れたままコネクターの抜き差しを

すると、プリンター本体および自動給紙機構のロジック・カードが破損

することがあります。 コネクターの抜き差しは電源スイッチを切って

から行ってください。
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スタッカー・プレートを取り外します。

自動給紙機構を引き上げて取り外します。
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プリンター本体の上部カバーを開けて、印字ヘッドを左端または右端に移動し、つまっ

ている用紙を取り除きます。

インク・リボンのために用紙が取りにくい場合はインク・リボン・カートリッジを取り外

してから用紙を取り除いてください。

 インク・リボン・カートリッジの取り外し、取り付けは2.1.5『インク・リボン・カー

トリッジの取り付け方』（2-6ページ）および2.1.6『インク・リボン・カートリッジ

の取り外し方』（2-11ページ）を参照。

印字ヘッドが高温になっている場合がありますので、印字ヘッドの金属部分

には触らないように注意してください。

紙片がプリンター本体にも自動給紙機構にも残っていないことを確認し、自動給紙機構

をプリンター本体にセットします。

インク･リボン・カートリッジを外した場合は、正しく取り付けてください。

電源スイッチを入れます。

用紙をセットし、印字テストを行います。

正常に作動することを確認します。

 印字テストは、付録C『自己診断機能』（C-1ページ）を参照。

以上で、用紙づまりの除去は完了しました。
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3.9 パワーセーブモードの表示

本製品は、静止状態が5分間続くとパワーセーブモードに自動的に切り替わり、待機時電

力を削減します。この時、表示部に「パワーセーブ　チュウ」と表示されます。

パワーセーブモードは、以下の場合、自動的に解除されます。

l システムからデータが送られて来た時

l 操作パネルのスイッチを押した時

l 単票モードで、手差しガイドに単票用紙を挿入した時

ただし、以下の場合は、5分を超えてもパワーセーブモードには切り替わりません。

l エラー表示がされている時

l 初期設定の途中にある時

ハ゜ワーセーフ゛　チュウ
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第4章　初期設定値／調整値の変更手順

 インターフェースの設定については、第5章『インターフェースの設定』（5-1ページ）

を参照。

4.1 初期設定機能

PowerTyper V820/V1000は、以下の3種類のモードをエミュレートします。

1. 5577モード

2. PPDSモード

3. ESC/Pモード

すべてのエミュレーションに共通に表示および選択する項目と、個々のエミュレーション

のモードを選択すると各モード独自に表示および選択できる項目があります。

このプリンターは、電源を入れた直後の初期設定値を操作パネルを用いて変更する機能

があります。

4.1.1 ユーザー選択

初期設定は、ユーザー1からユーザー4までの4種類のユーザー登録が可能です。

ユーザー毎に初期設定を行うと、ユーザーを選択するだけで一度に初期設定を変更する

ことが可能です。

初期設定メニューでUSR1と表示されると、現在の初期設定はユーザー1に登録された値

であり、変更された値はユーザー1に登録されます。
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4.1.2 共通項目

エミュレーションの種類に関わりなく表示します。

l エミュレーション

プリンターの制御コードを選択します。エミュレーションを選択すると、表示される初

期設定項目が変わります。

1. 5577モード 5577をエミュレートするモードです。

2. ESC/Pモード ESC/P をエミュレートするモードで、このモードを使用する場合、

ESC/Pプリンター・ドライバーを導入してください。

3. PPDSモード プロプリンターをエミュレートするモードで、 英語版のソフト

ウェアを使用する場合に指定します。

またPS/2に接続して使用する場合にも指定します。

4. 自動選択モード プリンターの電源投入後、 受信したデータを解析し、 自動的に

5577またはESC/Pを選択します。

1. データ受信後、いったん選択されたエミュレーションは電源OFFされるまで有効

になります。

2.  正しく印刷されない場合は、5577またはESC/Pに設定してください。

3.  PPDS用のデータが送られてきた場合は、正しく認識できませんので、PPDSに設

定してください。

l ページ長（改ページ時に送られる1ページ分の用紙の長さ）

上・下連続用紙で個別に設定できます。

連続紙モード（上・下）で以下のぺージ長を設定することができます。

3インチ （76 mm） 7インチ （178 mm）

3 2/3インチ （93 mm） 8インチ （203 mm）

4インチ （102 mm） 8.5インチ （216 mm）

4.5インチ （114 mm） 9インチ （229 mm）

5インチ （127 mm） 10インチ （254 mm）

5.5インチ （140 mm） 11インチ （279 mm）

5 2/3インチ （144 mm） 12インチ （305 mm）

6インチ （152 mm） 14インチ （356 mm）

単票モードでのページ長は、プリンターが用紙を吸入するときに認識するので、設

定する必要はありません。
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l 改行幅（1回の改行で送られる用紙の長さ）

上・下連続用紙および単票において個別に設定できます。

設定できる値は次のとおりです。

l 印字速度

上・下連続用紙および単票において個別に設定できます。

印字速度（高速印刷、通常速印刷）を選択します。

l 最大印字幅（印刷できる水平方向の長さの最大値）

上・下連続用紙および単票において個別に設定できます。

8インチ（203 mm）、13.2インチ（335 mm）、13.6インチ（345 mm）のいずれかを選択で

きます。

初期設定で、13.6 インチを指定していても、ソフトウェアがサポートしていないと

きは、13.6 インチまで印字することはできません。

l ブザー

用紙切れ、単票用紙づまり、または上部カバー開放時にブザーを鳴らすか鳴らさないか

を選択します。

l 用紙厚設定

上・下連続用紙および単票において個別に設定できます。

用紙厚を自動的に調整する自動設定モードか、 用紙厚を固定して使用する手動設定

モードかを選択します。

自動設定モードの場合、「コク」、「フツウ」、または「ウスク」のいずれかを選択でき、複

写紙を使用するときに印字濃度を微調整することが可能です。

手動設定モードの場合、3.3『用紙厚の調整』（3-13ぺージ）中の表を参照して、任意に

用紙厚設定値を選択してください。

設定値

2 LPI

3 LPI

4 LPI

5 LPI

6 LPI

7.5 LPI

8 LPI

長　さ

1/2 インチ （12.7 mm）

1/3 インチ （8.5 mm）

1/4 インチ （6.4 mm）

1/5 インチ （5.1 mm）

1/6 インチ （4.2 mm）

1/7.5 インチ （3.4 mm）

1/8 インチ （3.2 mm）
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l ミシン目スキップ

上・下連続用紙において個別に設定できます。

ミシン目を飛び越すか越さないかを選択します。

ミシン目スキップをする場合は、初期設定値のページ長を使用している用紙の長さ

に合わせてください。

連続紙モードの場合のミシン目スキップとは、設定されているページ長で、用紙の後端

から次のぺージの先頭行位置までスキップする機能です。 スキップする量は、12.7 mm

（0.5インチ）です。

ミシン目スキップを選択すると、印字可能な上下方向の長さは短くなりますが、書式送り

（改ページ）の制御コードが含まれない連続したページを印刷するときに、ミシン目に印字

することを避けることができます。

 書式送りの制御コードについては付録D『5577制御コード』（D-1ページ）を参照。

ミシン目に印字すると故障の原因になることがあります。

l 片方向印字

上・下連続用紙および単票において個別に設定できます。

片方向印字の制御コードを受け付けるかどうかを選択します。このコードを受け付け

ない場合、使用しているソフトウェアによらず、両方向印字モードで印刷します。

両方向印字モードで印刷する場合、印字精度が落ちて罫線がつながらないことがあ

ります。詳しくは、4.6『罫線調整』（4-29 ぺージ）を参照して、印字精度を調整し

てください。

l 用紙モード

用紙モードには、連続紙（上・下）モード、単票モードがあります。単票モードでは、手差

し（DID：Document Insertion Device）モードと自動給紙（ASF：Automatic Sheet Feeder）

モードがあり、電源を入れた直後の用紙モードを選択します。また、単票モードには、上

向き印刷と下向き印刷があります。

l ASF 用紙排出方向

ASF 自動モードで使用したとき、用紙を上方向に排出するか、下方向に排出するかを選

択します。

用紙モードを上向き印刷に設定すると上方向排出、下向き印刷に設定すると下方向排

出に自動的に設定されます。したがって、用紙モードと異なる排出方向を選択するとき

は、用紙モードを設定した後にASF用紙排出方向の設定を行ってください。
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l 紙ホチキス用紙モード

上・下連続用紙において個別に設定できます。

「シヨウスル－ジドウ」は、用紙厚を自動的に検知して、紙厚に応じて紙ホチキスモード

の動作を行うかどうかを自動的に判断します。

用紙厚が厚くなると、自動的に「シヨウスル－ツウジョウ」の設定になります。

「シヨウスル－ツウジョウ」は、紙ホチキスでとめたマルチ・パーツの連続用紙に印刷す

る際、用紙ジャムおよび印字乱れを解消する機能です。

「シヨウスル－トクシュ」は、マルチ・パーツの折りたたみ部分のふくらみの高い連続用

紙に印刷する際、用紙ジャムおよび印字乱れを改善する機能です。

 B.1.3『連続用紙』（B-6ぺージ）を参照。

l ティアオフ・モード

上・下連続用紙において個別に設定できます。

ティアオフ（ミシン目切り取り）機能を自動で行うかどうかを選択します。

「ゼンジドウ」は印刷終了後、次ページの第一印字位置で印字データが送られてこない

場合、自動的にミシン目切り取り位置まで用紙のミシン目を近づけます。

「ハンジドウ」の場合は自動的にミシン目切り取り位置まで用紙のミシン目を近づけた

後、印刷不可状態になります。印刷可能状態にする場合は、印刷スイッチを押してくだ

さい。

l 自動給紙機構の用紙厚検出モード

自動給紙機構を使用する場合、用紙厚検出を毎回行うか、最初の1ぺージのみ行うかを

選択します。

l コピー強化モード（PPDSを除く）

上・下連続用紙および単票において個別に設定できます。

特に複写紙の印字濃度を濃くするときに設定してください。このモードを設定すると、

印字速度は通常速印刷の半分になります。

l キャラクター・モード（PPDS を除く）

IBM日本語PC上のオンライン系ソフトウェア（3270PC, 5250PC等）を介して、ホスト・コ

ンピューターからのプリンター制御命令実行を可能にするため、テキスト形式で変換・

出力されたデータをプリンターに送る一連の操作手順をキャラクター・モードといい

ます。「PAGES COMMAND REFERENCE」を参照してください。

l スムージング・モード（PPDSを除く）

拡大文字印刷における文字の輪郭のギザギザを補正する機能です。
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l バーコード方式

M612/M632/M702のバーコード互換性を保つために設けられたモードです。

「NEW（180DPI）」は、バーコードの印字密度が180 dpiになります。

カスタマ・バーコード（郵便住所バーコード）およびCODE128は、このモードで使用し

ます。「OLD（120DPI）」は、M612/M632/M702のバーコード用に作成されたプログラ

ムをそのまま使用する場合に選択します。

「QRCODE トクシュ」は、QR CODEの3ドット以下のセルの大きさを大きくします。

l トップマージン

上・下連続用紙、単票上向き印刷、単票下向き印刷の各々に対して先頭行位置を0.4 mm

単位で設定することができます。

「位置決めスイッチ」（3-6ページ）によって設定される先頭行位置と同じ内容です。

l ハイシュツ・キー

印刷可能状態で排出／先頭行スイッチを押してティアオフしたとき、印刷不可にする

か否かを選択します。

l ティアオフ戻り

ティアオフを解除して用紙を引き戻したとき、TOF位置に戻すか、ティアオフする前の

位置に戻すかを選択します。
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4.1.3 5577モード

エミュレーションに5577モードを選択した場合に表示されます（自動選択の時も表示しま

す）。

l イメージ・データ折返しモード

イメージ・データが最大印字位置を超えるときに自動的に改行を実行し残りを印字す

るか、超えるデータを捨てるかを選択します。

l レベルE機能

レベルE機能を設定するか否かを選択します。

使用するソフトウェアがレベルE機能に対応していない場合は、レベルE機能を解除し

てください。

 付録D『5577制御コード』（D-1ページ）を参照。

l コード・ぺージ

コード・ぺージ932または942の選択をします。

l IBM 日本語文字セットの選択

1996年に改訂されたIBM日本語文字セット（新）または改訂前のIBM日本語文字セット

（旧）を選択します。

 D.5.3『IBM 日本語文字セット（新）と（旧）の違い』（D-57ぺージ）を参照。

l IBM 日本語文字セット90年改訂適用の有無

IBM 日本語文字セット（（新）および（旧））に対する下記の90年改訂内容を適用するか

否かを選択します。

改訂内容は以下のとおりです。
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IBM日本語文字セット（旧）に対しては、1990年のJIS X0208 改訂に対応して、上記2文

字の追加および14文字の字形の変更を行ったものです。

IBM 日本語文字セット（新）に対しては、1990 年のJIS X0208 改訂に対応して、上記1文

字の追加および16文字の字形の変更を行ったものです。

「適用なし」を選択した場合には、90年改訂内容は適用されません。

「適用あり」を選択した場合には、90年改訂内容は適用されます。

l 簡易平成書体の選択

従来のIBM フォント・スタイルを使用するか、簡易平成書体を使用するかを選択しま

す。

l デフォルトANK の選択

英数半角文字のデフォルト書体、およびフォント・スタイル設定コマンドの有効／無効

を選択します。

一部OCR-Bは数字のみOCR-Bにします。
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4.1.4 ESC/Pモード

エミュレーションにESC/Pモードを選択した場合に表示されます。

l 文字ピッチ

文字ピッチを選択します。

l 文字コード表

文字コード表がカタカナ・コード表か、もしくは拡張グラフィックス・コード表かを選択

します。

l 国際文字選択

国を指定します。この指定により英数コード表の一部の文字が切り替わります。

l 自動改行

復帰コード（CR）を受信すると自動的に改行します。

l 高速文字品位

高速印字で印刷される半角文字品位を設定します。

l LQ 文字品位

通常印刷で印刷される半角文字品位を設定します。
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4.1.5 PPDSモード

エミュレーションにPPDSモードを選択した場合に表示されます。

l コード・ぺージ

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

コード・ぺージ437 または850 のいずれかを選択します。

 付録E『SBCS 制御コード』（E-1ぺージ）を参照。

l 即時取消し

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

印刷不可の状態で取消しコマンド（CAN）の受信処理を受け付けるかどうかを選択します。

l 強調印字

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

選択すると、すべて強調印字します。

l 文字スケール

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

文字の縦および横幅のスケールを選択します。

l 代替グラフィック・モード

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

24 ピン・プリンター用のグラフィック・コマンドが使用可能になります。

詳細については、  「IBM Proprinter X24 and XL24 Guide to Operation」、SC31-3793, 

SECTION 6、Programmimg を参照。

l 文字セット

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

PC CHARACTER SET1、PC CHARACTER SET2 のいずれかを選択します。

l スラッシュ付きゼロ

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

数字0にスラッシュが付くか否かを選択します。

l 自動改行／自動復帰

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

自動改行モード：復帰コード（CR）を受信すると自動的に改行します。

自動復帰モード：改行コード（LF）を受信すると自動的に復帰します。

l フォント・スタイルと文字ピッチ

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

使用するフォントのスタイル（文字ピッチ）を選択できます。
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4.2 初期設定値の変更方法

印字途中では、初期設定をしないでください。

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）で、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キ

ノウ」を選択します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「2　ショキチ　セッテイ」を選択し設定スイッ

チを押します。

２　ショキチ　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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「初期設定値一覧」（4-15ページ）を参照しながら、次項目あるいは前項目スイッチを押

して、設定を変更するメニューを選択し、設定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを何回か押し、設定値を選択し、設定スイッチを押します。

初期設定を記憶します。

初期設定値を印刷するときは、次項目あるいは前項目スイッチを押して、「USRn：ショキ

チ　インサツ」を選択し、設定スイッチを押します。

ＵＳＲ１：フ゛サ゛ー

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＵＳＲ１：フ゛サ゛ー

　　　　　ナラナイ

ＵＳＲ１：ショキチ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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用紙をセットし、印刷スイッチを押します。

初期設定を印刷します。印刷形式は次のとおりです。

印刷したデータは記録として日付を記入して、本書と共に保管してください。

ショキチ　インサツ

インサツ・キーテ゛　インサツ
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印刷が終了し、  の表示に戻ったら、印刷スイッチを押します。

初期診断テストを実行し、初期設定モードを終了します。

設定した初期設定は、電源を切っても消えません。

以上で、初期設定値の変更は終了です。

ＵＳＲ１：ショキチ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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初期設定値一覧（共通項目）

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

解説

各業務ごとに設定した値を4つまで記憶およ

び選択できます。

プリンターの制御コードを選択します。

連続紙モードにおいて、改ページ時に送られ

る1ページ分の用紙の長さを設定します（ 単

票モードでは設定不要）。

上・下連続用紙に対して個別に設定できます。

1回の改行で送られる用紙の長さを設定しま

す。1インチあたりの行数を単位とします。

上・下連続用紙および単票に対して個別に設

定できます。

LPI：Lines Per Inch（行／インチ）

印字速度（高速印刷、通常速印刷）を設定しま

す。

上・下連続用紙および単票に対して個別に設

定できます。

印刷できる水平方向の長さの最大値を設定

します。

上・下連続用紙に個別に対して設定できます。

用紙切れ、 単票用紙づまり、 または上部カ

バー開放時にブザーを鳴らすか鳴らさない

かを設定します。

選択項目＊1

ユーザー　1
ユーザー　2
ユーザー　3
ユーザー　4

5577
プロプリンター（PPDS）
ESC/P
ジドウセンタク

3　インチ

3 2/3　インチ

4　インチ

4.5　インチ

5　インチ

5.5　インチ

5 2/3　インチ

6　インチ

7　インチ

8　インチ

8.5　インチ

9　インチ

10　インチ

11　インチ

12　インチ

14　インチ

2　LPI
3　LPI
4　LPI
5　LPI
6　LPI
7.5　LPI
8　LPI

ツウジョウ　ソク

コウソク

サイダイ　8インチ

サイダイ　13.2インチ

サイダイ　13.6インチ

ナル

ナラナイ

メニュー項目

ユーザー　センタク

エミュレーション

ヨウシ　ナガサ

下トラ　ヨウシナガサ

上トラ　ヨウシナガサ

カイギョウ　ハバ

下トラ　ギョウハバ

上トラ　ギョウハバ

タン　ギョウハバ

インジ　ソクド＊2

下トラ　ソクド

上トラ　ソクド

タンピョウ　ソクド

インジ　ハバ

下トラ　インジハバ

上トラ　インジハバ

ブザー
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解説

用紙の厚みに応じて印字ヘッドとプラテン間

の距離（ギャップ）を調整します。

上・下連続用紙および単票に対して個別に設

定できます。

自動設定では、使用する用紙の厚みに応じて

プリンターが自動的に印字ヘッドとプラテン

間の距離を設定できます。

用紙固定（手動）設定では、操作パネルからの

入力によって希望の値に用紙厚を固定します

（ラベル紙、封筒など部分的に紙の厚みが異な

る紙の場合に使用）。

ミシン目を飛び越すか越さないかを選択しま

す。

上・下連続用紙に対して個別に設定できます。

片方向印字の制御コードを受け付けるかどう

かを選択します。

上・下連続用紙および単票に対して個別に設

定できます。

このコードを受け付けない場合、使用してい

るソフトウェアによらず、 両方向印字モード

で印刷します。

電源を入れた直後の用紙モードを選択します。

DID ： 単票手差しモード

ASF ： 単票自動給紙

↑ ： 上向き印字

↓ ： 下向き印字

ASF自動モードで使用したとき、用紙を上方

向に排出するか、下方向に排出するかを選択

します。

上・下連続用紙に対して個別に設定できます。

シヨウシナイ：通常の用紙を使用します。

シヨウスル－ジドウ：用紙厚を自動的に検知

して、紙厚に応じて紙ホチキスモードの動作

を行うかどうかを自動的に判断します。

用紙厚が厚くなると、自動的に「シヨウスル－

ツウジョウ」の設定になります。

シヨウスル－ツウジョウ： 紙ホチキスでとめ

たマルチ・パーツの連続用紙に印刷する際、用

紙ジャムおよび印字乱れを解消する機能です。

シヨウスル－トクシュ：マルチ・パーツの折り

たたみ部分のふくらみの高い連続用紙に印刷

する際、用紙ジャムおよび印字乱れを改善す

る機能です。

　B.1.3『連続用紙』（B-6ぺージ）を参照。

選択項目

ジドウ・コク

ジドウ・フツウ

ジドウ・ウスク

コテイ　01
コテイ　02
コテイ　03
コテイ　04
コテイ　05
コテイ　06
コテイ　07
コテイ　08

スキップシナイ

スキップスル

ウケツケナイ

ウケツケル

下　トラクタ：DID↑,ASF↑
下　トラクタ：DID↓,ASF↑
下　トラクタ：DID↑,ASF↓
下　トラクタ：DID↓,ASF↓
上　トラクタ：DID↑,ASF↑
上　トラクタ：DID↓,ASF↑
上　トラクタ：DID↑,ASF↓
上　トラクタ：DID↓,ASF↓
タンピョウ：DID↑,ASF↑
タンピョウ：DID↓,ASF↑
タンピョウ：DID↑,ASF↓
タンピョウ：DID↓,ASF↓

ウエ　ホウコウ

シタ　ホウコウ

シヨウシナイ

シヨウスル－ジドウ

シヨウスル－ツウジョウ

シヨウスル－トクシュ

メニュー項目

カミアツ　セッテイ

下トラ　カミアツ

上トラ　カミアツ

タンピョウ　カミアツ

ミシンメ　スキップ

下トラ　ミシンメ

上トラ　ミシンメ

カタホウコウ　インジ

下トラ　カタホウコウ

上トラ　カタホウコウ

タン　カタホウコウ

ヨウシ　モード

ASF　ハイシュツ

カミ　ホチキス

下トラ　カミホチキス

上トラ　カミホチキス
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解説

ティアオフ（ミシン目切り取り）機能を自動で

行うかどうかを選択します。

上・下連続用紙に対して個別に設定できます。

自動給紙機構を使用する場合、用紙厚検出を

毎回行うか、最初の1ぺージのみ行うかを選択

します。

複写紙の印字濃度を濃くするときに設定しま

す。このモードを設定すると、印字速度は通常

速印刷の半分になります。

キャラクター・モードを設定するか否かを選択

します。

スムージング・モード（拡大文字印刷における

文字の輪郭のギザギザを補正する機能）を設

定するか否かを選択します。

バーコードの印字密度をM612/M632/M702の
バーコードと互換性を保つかどうかを選択し

ます。

上・下連続用紙、単票上向き印刷、単票下向き

印刷の各々に対して先頭行位置を0.4 mm単位

で設定することができます。

「位置決めスイッチ」（3-6ページ）によって設

定される先頭行位置と同じ内容です。

印刷可能状態で排出／先頭行スイッチを押し

てティアオフしたとき、印刷不可にするか印刷

可にするかを選択します。

ティアオフを解除して用紙を引き戻したとき、

TOF位置に戻すか、ティアオフする前の位置

に戻すかを選択します。

選択項目

シュドウ

ゼンジドウ

ハンジドウ

ヨウシゴトニ　ソクテイ

１マイメノミ　ソクテイ

キョウカシナイ

キョウカスル

OFF
"&$%$"Entry
"$?!#"Entry

ユウコウ

ムコウ

NEW（180DPI）
OLD（120DPI）
QRCODE トクシュ

0.4 mm単位で設定

初期値：8.5 mm

0.4 mm単位で設定

初期値：6.4 mm

オフライン

オンライン

TOFイチ

モトノイチ

メニュー項目

ティアオフ

下トラ　ティアオフ

上トラ　ティアオフ

ASF　カミアツ

コピー　キョウカ

下トラ　コピー

上トラ　コピー

タンピョウ　コピー

キャラクター　モード

スムージング

バーコード　ホウシキ

トップマージン

下トラ　トップ

上トラ　トップ

トップマージン

タン↑オクリ　トップ

タン↓オクリ　トップ

ハイシュツ・キー

ティアオフ　モドリ
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初期設定値一覧（5577）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

メニュー項目

イメージ　オリカエシ

レベル　E　キノウ

コード　ぺージ

ニホンゴモジセット

90ネンカイテイ

カンイヘイセイショタイ

デフォルト　ANK

選択項目

オリカエス

オリカエサナイ

セッテイ

カイジョ

932
942

ニホンゴモジセット（キュウ）

ニホンゴモジセット（シン）

90ネンカイテイテキヨウナシ

90ネンカイテイテキヨウアリ

カイジョ

セッテイ

ミンチョウ12（CMDユウコウ）

OCR-B（CMDムコウ）

OCR-B（CMDユウコウ）

イチブOCR（CMDユウコウ）

ミンチョウ12（CMDムコウ）

解説

イメージ・データが最大印字位置を超えるとき

に自動的に改行を実行し残りを印字するか、超

えるデータを捨てるかを選択します。

レベルE機能を設定するか否か選択します。レ

ベルE機能に関しては、  D.4.1『レベルEプ
リンター』（D-30ページ）を参照。

コード・ページを選択します。

詳細は、  D.5.1『日本語DOS文字セット（半

角文字）』（D-40ページ）を参照。

1996年に改訂された IBM日本語文字セット

（ 新 ） または改訂前のIBM日本語文字セット

（旧）を選択します。

IBM日本語文字セット（（新）および（旧））に対

する90年改訂内容を適用するか否かを選択し

ます。

従来のIBMフォント・スタイルを使用するか、

簡易平成書体を使用するかを選択します。

英数半角文字のデフォルト書体、およびフォン

ト・スタイル設定コマンドの有効／無効を選択

します。

一部OCR-Bは数字のみOCR-Bにします。
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初期設定値一覧（ESC/P）

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

解説

文字ピッチを選択します。

文字コード表がカタカナ・コード表か、もしくは

拡張グラフィックス・コード表かを選択します。

国を指定します。 この指定により英数コード

表の一部の文字が切り替わります。

復帰コード（CR）を受信する際、自動的に改行

するか否かを設定します。

高速印字で印刷される半角文字品位を設定し

ます。

通常印刷で印刷される半角文字品位を設定し

ます。

選択項目

10 CPI
12 CPI
15 CPI
17.1 CPI
20 CPI
PROPORTIONAL

カタカナ

カクチョウグラフィックス

USA
FRANCE
GERMANY
UK
DENMARK 1
SWEDEN
ITALY
SPAIN 1
JAPAN
NORWAY
DENMARK 2
SPAIN 2
LATIN AMERICA
KOREA
LEGAL

オフ

オン

コウヒンイ

ツウジョウ

コウソク

ツウジョウ

メニュー項目

モジ　ピッチ

モジ　コード

コクサイ　モジ

ジドウカイギョウ

コウソク　モジヒンイ

LQ　モジヒンイ
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初期設定値一覧（PPDS）

＊1 網かけされている項目が工場出荷時の初期設定値です。

＊2 英文ソフトウェア使用時、Proprinterのマニュアル中では、通常速は「Letter Quality」、高速は

「Draft Quality」とそれぞれ表記されています。

解説

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

コード・ぺージ437または850のいずれかを選

択します。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

印刷不可の状態で取消しコマンド（CAN）の

受信処理を受け付けるか否かを選択します。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

選択すると、すべて強調印字します。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

文字の縦および横幅のスケールを選択しま

す。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

代替グラフィック・モードを設定します。

24ピン・プリンター用のグラフィック・コマン

ドが使用可能になります。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

文字セットを選択します。

PC CHARACTER SET1、PC CHARACTER 
SET2 のいずれかを選択します。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

数字0にスラッシュが付くか否かを選択します。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

自動改行モード：復帰コード（CR）を受信する

と自動的に改行します。

自動復帰モード：改行コード（LF）を受信する

と自動的に復帰します。

英語ソフトウェア使用時のみ有効です。

使用するフォントのスタイル（文字ピッチ）を

選択できます。

CPI：Characters Per Inch（文字／インチ）

選択項目

437
850

オフ

オン

セッテイ

カイジョ

ツウジョウ

タテ　2バイ

ヨコ　2バイ

タテ・ヨコ　2バイ

セッテイ

カイジョ

セット1
セット2

シヨウシナイ

シヨウスル

LF オフ／CR オフ

LF オン／CR オフ

LF オフ／CR オン

LF オン／CR オン 

10 CPI
12 CPI
CONDENSED
PROPORTIONAL

メニュー項目

コード　ぺージ

トリケシ　モード

キョウチョウ　インジ

モジ　スケール

AGM

モジ　セット

スラッシュツキ　ゼロ

ジドウ　フッキ

フォント　スタイル
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4.3 初期設定値の初期化

設定値を工場出荷時の値に戻します。

本機能を実行すると、 登録されている初期設定値が全て工場出荷時の値に初

期化されます。事前に初期値印刷を実行して、元の値を参照できるよう保管し

てください。初期値印刷については、4.2『初期設定値の変更方法』（4-11ペー

ジ）を参照してください。

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）で、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キ

ノウ」を選択します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「2　ショキチ　セッテイ」を選択し、設定ス

イッチを押します。

２　ショキチ　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押して、「USRn：ショキカ」を選択し、設定スイッチを

押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「ジッコウ」を選択（初期化を中止する場合は

「トリヤメ」を選択）し、設定スイッチを押します。

の表示に戻ったら印刷スイッチを押し、「USRn：ショキカ」の設定を終了します。

初期診断テストが実行されます。

この初期化は、インターフェースの設定値には適用されません。インターフェース

設定値の初期化については、5.3『インターフェース設定値の初期化』（5-7 ページ）

を参照してください。

ＵＳＲ１：ショキカ

　　　　　トリヤメ　［シ゛ッコウ］

ＵＳＲ１：ショキカ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＵＳＲ１：ショキカ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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4.4 下向き印刷

このプリンターには上部糊付けのみの単票のマルチ・パーツ紙を印刷するために、下向き

印刷の機能があります。

下向き印刷でも通常の印刷と同じように、紙の位置を自動的に検出します。その後、用紙の

大きさおよび用紙ガイドの位置に関係なくあらかじめ設定された左マージン（用紙端より

印字開始位置までの距離）に合わせて印刷を開始します。この左マージンは納入時には約

6.4 mm（1/4インチ）にセットしてあります。

 詳しくは4.7『下向き印刷の左マージン調整』（4-33ぺージ）を参照。

4.4.1 上向き印刷（通常の印刷）と下向き印刷について

上向き印刷（通常の印刷）と下向き印刷について説明します。

上連続紙モードおよび下連続紙モードでは下向き印刷はできません。

l 上向き印刷（通常の印刷）では、用紙を吸入した後、上方に用紙を送りながら印刷します

（下部に糊付けした用紙は、この方法で印刷してください）。
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l 下向き印刷では、用紙を下方に送りながら文字列を180°回転させて印刷します。

図中の＊部に糊付けが無い用紙を自動給紙モード（ASF）で使用する場合の排出方向は、

下方向にしてください。

 4.2『初期設定値の変更方法』（4-11ぺージ）を参照。

下向き印刷においては以下のすべての印刷を下向きに印刷します。

　－　位置確認パターン

　－　印字テスト

　－　初期設定モードでの印刷

4.4.2 下向き印刷の初期設定

用紙モード・メニューで、単票手差しモード（DID）、自動給紙モード（ASF）をそれぞれ別々

に設定できます。

 4.2『初期設定値の変更方法』（4-11ぺージ）を参照。
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4.4.3 下向き印刷における注意事項

この項では、下向き印刷を行うための注意点を説明します。

用紙の事前印刷制限

用紙は白色で、下図に示す範囲内には事前印刷のないものを使用してください。この部分

に着色および事前印刷のある場合は、用紙の位置を正しく検出できないことがあります。

15 mm
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用紙の大きさの制限

 マークより左には印字できないため、B4 横（364 mm）以下のサイズの用紙では、左端に

ある用紙ガイドを右へ動かして印字位置を調整してください。

 マーク：上向き位置における印字開始位置。

 マーク：下向き印刷における最右端の印字開始位置。

 マークより約 355 mm（14.0 インチ）のところにあります。

なお、両マークとも印刷時における目安として利用してください。

このようにセットすると、用紙の両端より約6.4 mmの内側は常に印刷可能な範囲となりま

す。

ただし、1行に印字できる文字数はソフトウェアによって異なり、印刷可能な範囲は最大約

345 mm（13.6インチ）です。

下向き印刷は、最大印刷可能な範囲は  マークと  マークの間です。用紙を左に動かすと

きに注意してください。また、下向き印刷において、  マークを越えた所から印字しようと

しても、実際には  マークからしか印字できませんので注意してください。

R

6.4mm

L

6.4mm

T 6.4 mm

 345.4 mm

B 11.3 mm
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用紙位置の検出

手差しモード（DID)で下向き印刷のときは用紙を吸入するために用紙の位置を検出しま

す。自動給紙モード（ASF）で下向き印刷のときは、最初の用紙を吸入したときのみ用紙の

位置を検出します。つまり、2枚目以降は最初の用紙と同じ位置から印字を開始します。た

だし、自動給紙モード（ASF）の給紙レバーを「手動/用紙補給」にした後「自動」に戻す場

合は、再度用紙の位置を検出します。

l 着色用紙を使用している場合などでは、用紙の位置を検出できない場合があり

ます。用紙の位置を検出できず用紙を吸入し、点検ランプがつき、「001　ヨウシ

　テンケン」を表示している場合は、印刷スイッチを押して用紙をプリンターか

ら取り除いてください。その後、印刷スイッチを押して再試行してください。

l その他、用紙位置の検出に問題がある場合は、上部カバーを開け内部の紙粉を除

去してください（プラテン下部の用紙ガイドで黒色塗装しているところは傷をつ

けないでください。露出した金属部を用紙端として誤検出することがあります）。

その後も正しい動作をしない場合は、4.7『下向き印刷の左マージン調整』（4-33

ページ）を参考にしながら左マージン設定を再設定してください。
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4.5 紙ホチキス用紙の印刷

このプリンターでは、紙ホチキスでとめたマルチ・パーツの連続用紙に印刷することがで

きます。

 用紙の規格については、B.1『用紙規格』（B-1ぺージ）を参照。

日本語3270パーソナル・コンピューターなどで、紙ホチキスの連続用紙に印刷する場合は、

実際に使用する用紙の長さにぺージ長の初期設定値を合わせてください。

連続用紙の最終ぺージがトラクターから外れたときに印字すると、用紙によっては正しく

印字されないことがあります。

4.5.1 通常の紙ホチキス用紙の場合

このプリンターは、 用紙の厚さに応じて自動的に紙ホチキスモードて印刷する機能を備

えています（工場出荷時、紙ホチキスモードは「シヨウスル―ジドウ」に設定されています）。

通常の紙ホチキス用紙の場合は、この設定を変更する必要はありません。

用紙の種類によっては用紙づまりおよび印字位置のずれ（特に縦罫線）を起こ

すことがありますので、事前に十分な印字テストをしてください。

特に紙ホチキス部分の厚さが他の部分に比べて大きく違っている用紙の場合

は、用紙づまりの原因となりますので注意してください。

l 用紙厚が薄い紙ホチキス用紙の場合、「シヨウスル―ジドウ」の設定では紙ホチ

キスモードが動作しません。その場合は紙厚にかかわらず紙ホチキスモードが

動作する「シヨウスル―ツウジョウ」に設定を変更してください。

l 紙ホチキス用紙モードが設定されると、印刷環境および用紙種類により、印字速

度が遅くなることがあります。

4.5.2 宅配便用紙等の場合

紙ホチキス用紙のうち、宅配便用紙等ミシン目の折りが強い紙を使用する場合、4.2『初期

設定値の変更方法』（4-11ぺージ）を参照して、紙ホチキス用紙モードを「シヨウスル―ト

クシュ」に設定してください。

この設定により、印字中印字ヘッドは常に用紙範囲の外側に移動して停止し、用紙

送りがスムーズに行えます。ただし、印字時間は長くなります。
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4.6 罫線調整

このプリンターでは、罫線およびイメージ・データを印刷する際に、操作パネルのスイッチ

によって印字位置を調整しその精度を改善することができます。印字精度は、通常速で片

方向印字モードの時が最良になります。

4.6.1 罫線調整の方法

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押

します。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：チョウセイ　インサツ」を選択し、

設定スイッチを押します。

用紙をセットし、印刷スイッチを押します。

下のような印字パターンを印刷します。

印刷された印字パターンの中で上下罫線のつながりかたが最も良いパターンを判別し

てください。上の例では通常速（NORMAL SPEED）および高速（HIGH SPEED）ともにお

よそ「0」の目盛りの位置で最適となります。

チョウセイ：チョウセイ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ　インサツ

インサツ・キーテ゛　インサツ
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次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：ケイセン　チョウセイ」を選択

し、設定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、補正する印字速度（「ツウジョウ」または「コウソ

ク」）を選択し、設定スイッチを押します。

例えば、高速の場合「チョウセイ：ケイセン　チョウセイ　コウソク」の表示を選択しま

す。

チョウセイ：ケイセン　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ケイセン　チョウセイ

　　　　　　コウソク
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、最良パターンの目盛を選択し、設定スイッチを押

します。

選択された数値を記憶します。

上の図は、最良パターンとして高速で「－1」を設定する例で、「チョウセイ：ケイセン　

チョウセイ　コウソク：セッテイチ　－1」を選択しています。

もう一方の印字速度での罫線調整を行う場合には、  に戻って繰り返してください。

中止スイッチを押した後、前項目スイッチあるいは次項目スイッチを押し、「チョウセイ：

チョウセイ　インサツ」を選択します。

ここで設定スイッチを押してから、印刷スイッチを押して罫線パターンを印字し、「0」の

位置において上下の罫線が一致していることを確認します。

調整後もズレが目立つ場合には、再度   に戻り、選択値を「－1」または「＋1」のいず

れかズレの少ない方に設定します。

印刷スイッチを押して、罫線調整を終了します。

初期診断テストを実行します。

調整後も「－2」から「＋2」の範囲内に最良の印字パターンがない場合には、C.3『印字テ

スト機能』（C-2ぺージ）を参考に印字テストをして、罫線のズレを確認してください。

その結果ズレが目立つ場合には、再び調整モードに入り選択値を‘＋1’または‘－1’に設

定してください。

罫線調整の印字中に用紙モードを変更すると、正しく調整されないことがあります。

用紙モードの変更は罫線調整の前に行ってください。

チョウセイ：ケイセン　チョウセイ

コウソク　　：セッテイチ　　　－１
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4.7 下向き印刷の左マージン調整

このプリンターの納入時の下向き印刷における左マージンは約6.4 mmですが、左マージ

ンを変更する場合は6.0 mmから34.0 mmの範囲で調整できます。

左マージンとは、用紙左端より印字開始位置までの距離です。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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左マージンを調整する場合、「チョウセイ：ヒダリ　マージン」を選択し、設定スイッチを

押します。

最初に表示される値が現在の左マージンです。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、左マージン値を選択します。

マージン値は6.0 ～ 34.0 mm まで0.2 mm間隔です。

「チョウセイ：ヒダリ　マージン 30.0ミリ」等を表示します。

設定スイッチを押します。

調整値を記憶します。

左マージンの設定値を確認する場合は、　  に戻ります。

表示部に最初に表示される値が、現在の左マージンです。

下向き印刷の左マージン調整を終了するには、印刷スイッチを押します。

初期診断テストが実行されます。

以上で、下向き印刷の左マージン調整は終了です。

チョウセイ：ヒタ゛リ　マーシ゛ン

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ヒタ゛リ　マーシ゛ン

３０．０ミリ



第4章　初期設定値／調整値の変更手順　4-35

4.8 単票用紙の下マージン調整

単票用紙では、下マージンを超えて印字しようとすると自動的に用紙が排出されます。

排出位置を変更する場合は、以下の手続きによって、下マージンを現在位置より上下に調

整することが可能です。ただし、下マージンの調整範囲は、約6 mmから約23 mmです。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して、「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：チョウセイ　インサツ」を選択し、

設定スイッチを押します。

単票用紙をセットし、印刷スイッチを押します。

下のような印刷パターンを印刷します。

下マージン調整には（A）の部分は関係ありません。連続紙モードでは、（B）の部

分は、印刷しません。

チョウセイ：チョウセイ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ　インサツ

インサツ・キーテ゛　インサツ
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：シタ　マージン」を選択し、設定ス

イッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、下マージンの移動量を選択し、設定スイッチを

押します。

移動量は、－2.9～＋2.9 mmで約0.4 mm間隔です。「チョウセイ：シタ　マージン　ホセイ

チ ＋2.9ミリ」等が表示されます。設定スイッチを押すと、調整値を記憶します。

下マージンの現在値を確認するときは、「チョウセイ：チョウセイ　インサツ」を表示さ

せ、設定スイッチを押します。

チョウセイ：シタ　マーシ゛ン

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：シタ　マーシ゛ン

ホセイチ　　　　＋２．９　ミリ

チョウセイ：チョウセイ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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印刷スイッチを押します。

印刷結果が異なる場合は （4-37ぺージ）に戻って設定し直します。

印刷スイッチを押して、単票下マージン調整を終了します。

初期診断テストを実行します。

以上で、単票下マージン調整は終了です。

チョウセイ　インサツ

インサツ・キーテ゛　インサツ
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4.9 用紙厚自動検出の水平位置の変更

このプリンターでは水平方向範囲で厚みが変わる用紙を使用する場合、用紙厚自動検出

の水平位置を変更することができます。「ツウジョウ」は「  」マーク（  3.6 『単票用

紙の位置合わせ』（3-36ページ）参照）から右へおよそ40 mmの位置に、「トクシュ1」は65 

mm、「トクシュ2」は91 mmの位置でAGAセンサーが紙厚測定をします。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して、「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：AGA　スイヘイイチ」を選択し、設

定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「ツウジョウ」「トクシュ1」「トクシュ2」のいず

れかを選択し、設定スイッチを押します。

用紙厚自動検出の水平位置を記憶します。

用紙厚自動検出の水平位置を確認するときは、  に戻ります。

表示部に最初に表示されるモードが、現在の設定モードです。

印刷スイッチを押して、用紙厚自動検出の水平位置の変更を終了します。

初期診断テストが実行されます。

以上で、用紙厚自動検出の水平位置の変更は終了です。

チョウセイ：ＡＧＡ　スイヘイイチ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ＡＧＡ　スイヘイイチ

ツウシ゛ョウ
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4.10 連続紙用紙押さえ機能

この機能は、連続用紙1枚目を上のローラーが、押さえる位置を変えるための機能です。

「ツウジョウ」の場合、1ページ印字終了後に上ローラーを閉じます。

「トクシュ」の場合、用紙の先端が、上ローラーの位置にきた時に、閉じます。

出荷時の初期設定値は、「トクシュ」になっています。

用紙によりごくまれに拡大文字などの印字時に、隙間の空くことがありますので、その時

には「ツウジョウ」に変更してください。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：レンゾクシ　オサエ」を選択し、設

定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「ツウジョウ」あるいは「トクシュ」を選択し、設

定スイッチを押します。

印刷スイッチを押し、「チョウセイ：レンゾクシ　オサエ」の設定を終了します。

初期診断テストが実行されます。

チョウセイ：レンソ゛クシ　オサエ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：レンソ゛クシ　オサエ

ツウシ゛ョウ

チョウセイ：レンソ゛クシ　オサエ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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4.11 連続紙ローラー踏み替え機能

この機能は、連続用紙のTOF位置で行っているローラーの踏み替え動作の回数を変える

ための機能です。

回数を変えることにより印刷処理時間が短縮します。

「ページゴト」の場合、ページ毎にローラーの踏み替え動作を行います。

「5　ページニ　1カイ」の場合、5ページに1回、ローラーの踏み替え動作を行います。

「10　ページニ　1カイ」の場合、10ページに1回、ローラーの踏み替え動作を行います。

出荷時の初期設定値は、「10　ページニ　1カイ」になっています。

踏み替え動作の回数の変更により印刷処理時間は短縮しますが、印刷量や用紙の条件（厚

さ、長さ、幅、温湿度など）によりまれに印字位置ズレを起こす場合があります。

その場合は、「ページゴト」に変更してください。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：ローラー　フミカエ」を選択し、設

定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「ページゴト」、「5　ページニ　1カイ」あるいは

「10　ページニ　1カイ」を選択し、設定スイッチを押します。

印刷スイッチを押して、「チョウセイ：ローラー　フミカエ」の設定を終了します。

初期診断テストが実行されます。

チョウセイ：ローラー　フミカエ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ローラー　フミカエ

ヘ゜ーシ゛コ゛ト

チョウセイ：ローラー　フミカエ

セッテイ・キーテ゛　スタート



第4章　初期設定値／調整値の変更手順　4-45

4.12 連続紙の用紙切れ時の印刷方法

この機能は、印字中に連続用紙が用紙切れになった時の印刷方式を選択する機能です。

「1ギョウズツ　インジ」の場合は、印刷中に用紙がトラクターを外れると「ヨウシ　テンケ

ン」になります。印刷スイッチを押すごとに1行ずつ印刷をします。

「サイゴマデ　インジ1」の場合は、「ヨウシ　テンケン」を表示した後印刷スイッチ一度を

押すだけで、そのページの最後まで印刷を行います。

「サイゴマデ　インジ2」の場合は、印刷中に用紙がトラクターを外れても、そのページの

最後まで印刷を行った後「ヨウシ　テンケン」になります。

出荷時の初期設定は、「1ギョウズツ　インジ」になっています。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押して、「チョウセイ：EOF　インジ」を選択し、設定ス

イッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して「1ギョウズツ　インジ」、「サイゴマデ　インジ1」、

「サイゴマデ　インジ2」から選択し、設定スイッチを押します。

印刷スイッチを押して、「チョウセイ：EOF　インジ」の設定を終了します。

初期診断テストが実行されます。

チョウセイ：ＥＯＦ　インシ゛

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ＥＯＦ　インシ゛

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ＥＯＦ　インシ゛

１キ゛ョウス゛ツ　インシ゛
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4.13 ASFホッパーの用紙吸入位置調整機能

この機能は、オプションのASFを使用時、環境や用紙の特性により一度に多くの用紙を

送ってしまったり（重送）、用紙がうまく吸入できない場合（給紙不良）が発生した場合に、

それを回避する為の機能です。通常は調整値が±0に設定されています。

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

 

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「3　チョウセイ」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

３　チョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押し、「チョウセイ：ホッパーチョウセイ」を選択し、設

定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して数値を調整し、設定スイッチを押します。

数値は、－3～＋3の範囲で設定できます。

重送が発生する場合は、調整値を－1に変更してください。一方給紙不良が発生する場合

は、調整値を＋1に変更してください。改善されない場合は、様子を見ながら数値を増減

してください。

印刷スイッチを押して、「チョウセイ：ホッパーチョウセイ」の設定を終了します。

初期診断テストが実行されます。

チョウセイ：ホッハ゜ーチョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ホッハ゜ーチョウセイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

チョウセイ：ホッハ゜ーチョウセイ

　　　　　　　　　±０
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第5章　インターフェースの設定

5.1 インターフェース設定メニュー

この章では、パラレル、ネットワークおよびUSBの各インターフェースの設定を変更する

方法を示します。

変更できる項目は以下の通りです。

l I/F選択

HOSTとのインターフェースを選択します。

1. ジドウセンタク パラレル、ネットワーク、USBの各インターフェースのうち、最初

に印刷データを受信したインターフェースを有効にします。

  他のインターフェースは無効になります。

  印字が終了後、「I/F切り替え時間」で設定された時間が経過する

と全てのインターフェースが受信可能になります。

  どのインターフェースが有効になった場合でも、ネットワークか

らプリンターのステータスを確認することができます。

2. パラレル パラレル・インターフェースからのデータのみを受信できます。

3. USB USBインターフェースからのデータのみを受信できます。

4. ネットワーク ネットワーク・インターフェースからのデータのみを受信できま

す。

l I/F切り替え時間

「I/F選択」を「ジドウセンタク」に設定した時に、占有されたインターフェースが開放さ

れるまでの時間を設定します。

切り替え時間は全ての印字が終了してから開始します。印刷不可の場合は時間は停止

しています。
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l パラレル設定

パラレル・インターフェースのモードを選択します。

　

1. スタンダード（ECP） IEEE1284準拠双方向パラレル・インターフェースでECP

モードまでをサポートしています。

2. スタンダード（ニブル） IEEE1284準拠双方向パラレル・インターフェースで、ニブ

ルモードまでをサポートしています。

3. USPC 単方向パラレル・インターフェースです。従来のM6XX/

M7XXシリーズにおける「スタンダード」と同じになります。

4. コンバージド 3270PC、5250PC等のオンライン・アプリケーションを使用

する時に選択してください。

l ネットワーク設定

ネットワーク・インターフェースの設定とネットワーク設定値の詳細印刷を行います。

 以下の項目に関しては、 『PowerTyper V8XX/1000 ネットワーク設定ガイド』を参

照。

1. NW詳細印刷

2. DHCP設定

3. IP アドレス

4. サブネットマスク

5. ゲートウェイアドレス

6. エラー表示

7. NWモニタ
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インターフェース設定項目

＊ 網かけされている項目が工場出荷時の初期設定値です。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解説

データを受信するインターフェースを選択します。

ジドウセンタク：プリンターの電源投入後、最

初にデータを受信したインターフェースを有

効にします。パラレル・インターフェースが有

効になった場合も、 ネットワークからプリン

ターのステータスを確認することができます。

パラレル：パラレル・インターフェースを有効

にします。

USB：USBインターフェースを有効にします。

ネットワーク：ネットワーク・インターフェース

を有効にします。

I/F選択が「 自動選択 」 の場合に、インター

フェース切り替え時間を設定します。

スタンダード（ECP）：IEEE1284準拠双方向パラ

レル・インターフェースで、ECPモードまでを

サポートします。

スタンダード（ニブル）：IEEE1284準拠双方向

パラレル・インターフェースのニブルモードま

でをサポートします。

USPC：単方向パラレル・インターフェースです。

コンバージド：IBM PS/55、5550で使用するため

のモードで、3270PC、5250PC等のオンライン・

アプリケーションを使用するとき選択します。

詳細に関しては、  『PowerTyper V8XX/1000 
ネットワーク設定ガイド』を参照。

インターフェースの設定を工場出荷時の値に

戻します。

選択項目＊

ジドウセンタク

パラレル

USB
ネットワーク

5 sec～255 secの範

囲で1 sec単位で設

定

（初期設定値：

30 sec ）

スタンダード（ECP）
スタンダード（ニブル）

USPC
コンバージド

―

トリヤメ

ジッコウ

メニュー項目

I/F　センタク

I/F　キリカエジカン

パラレル　セッテイ

ネットワーク　セッテイ

ショキカ
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5.2 インターフェース設定値の変更方法

印刷スイッチを押して印刷可ランプを消し、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キノ

ウ」と表示していることを確認します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「5　インターフェース　セッテイ」を選択し、設

定スイッチを押します。

インターフェース設定項目（5-3ページ）を参照しながら、次項目あるいは前項目スイッ

チを押して、設定を変更するメニューを選択し、設定スイッチを押します。

５　インターフェース　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＩＦ：Ｉ／Ｆ　センタク

セッテイ・キーテ゛　スタート
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ＩＦ：Ｉ／Ｆ　センタク

　　シ゛ト゛ウセンタク

ＩＦ：セッテイチ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート

セッテイチ　インサツ

インサツ・キーテ゛　インサツ

次項目あるいは前項目スイッチを押し、インターフェース設定項目を参照しながら項目

を選択し、設定スイッチを押します。

初期設定を記憶します。

設定値を印刷するときは、次項目あるいは前項目スイッチを押して、「IF：セッテイチ　

インサツ」を選択し、設定スイッチを押します。

用紙をセットし、印刷スイッチを押します。
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I/F設定値を印刷します。印刷形式は次の通りです。

印刷したデータは記録として日付を記入して、本書と共に保管してください。

印刷が終了し、  の表示に戻ったら、印刷スイッチを押します。

初期診断テストを実行し、初期設定モードから抜けます。

設定した初期設定値は、電源を切っても消えません。

以上で、初期設定値の変更は終了です。

ＩＦ：セッテイチ　インサツ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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5.3 インターフェース設定値の初期化

印刷不可状態（印刷可ランプが消えている）で、下段選択スイッチを押して「ゲダン　キ

ノウ」を選択します。

次項目あるいは前項目スイッチを押して、「5　インターフェース　セッテイ」を選択し、

設定スイッチを押します。

次項目あるいは前項目スイッチを押し、「IF:ショキカ」を選択し、設定スイッチを押しま

す。

５　インターフェース　セッテイ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ＩＦ：ショキカ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押して、「ジッコウ」を選択（初期化を中止する場合は

「トリヤメ」を選択）し、設定スイッチを押します。

初期化が開始されます。

印刷スイッチを押して、「IF：ショキカ」の画面を終了します。

初期診断テストが実行されます。

この初期化はインターフェース設定値にのみ適用されます。

ＩＦ：ショキカ

　　　トリヤメ　［シ゛ッコウ］

ＩＦ：ショキカ

セッテイ・キーテ゛　スタート

ネットワーク　セッテイチュウ

＞＞＞
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第6章　メッセージ集

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 メッセージ 内容

－ 連続用紙切れを確認してください。

－ 単票用紙づまりを確認してください。

－ 自動給紙機構の用紙切れを確認してくださ

い。

－ トラクターの用紙押さえを閉じてください。

－ 用紙ガイドクリップがトラクターもしくは用

紙ガイドにあたっています。

－ 用紙厚手動モード時に、用紙厚が正しく設定

されていません。

－ 自動給紙機構から用紙を本体に吸入する際

に、用紙厚の制限範囲を超えて吸入されよう

としています。

－ 上部カバーが開いています。

－ データ転送エラーです。

－ システム・ユニットと接続されていません。

－ 自己診断機能により、エラーを検出した場合：

電源スイッチを一度切り、再び電源スイッチ

を入れてください。再度、同じ状態になる時

は、必ずエラーコードをメモしてから電源ス

イッチを切り、販売店に連絡してください。

－ 印刷データを受信可能な状態です。

静止状態が10分間続くとパワーセーブモードに

自動的に切り替わり、待機時電力を削減します。

パワーセーブモードは、以下の時、自動的に解除

されます。

l システムからデータが送られて来た時

l 操作パネルのスイッチを押した時

l 単票モードで、 手差しガイドに単票用紙を

挿入した時

また、以下の時は、10分を超えてもパワーセーブ

モードには切り替わりません。

l エラー表示がされている時

l 初期設定の途中にある時

－ 排出された単票用紙を取り除いてください。

－ データを受信しています。単票用紙を挿入し

てください。

001 ヨウシ　テンケン

002 トラクタ　テンケン

004 カミアツ　テンケン

005 カバー　オープン

007 データ　エラー

00D セツゾク　カクニン

6XX マシン　チェック

インサツ　カノウ

パワーセーブ　チュウ

ヨウシヲ　トリノゾイテクダサイ

ヨウシヲ　イレテクダサイ
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－ 連続用紙が、ミシン目切り取り位置にあります。

 連続用紙を切り取り後、「排出／先頭行」ス

イッチを押してください。先頭行位置に戻り

ます。

－ 高速印刷モードになっています。

－ 「紙厚設定」スイッチが押されて、用紙厚設定

モードにある時に表示されます。

－ 用紙厚を任意の厚さに固定します（手動設定

モード）。

システム・ユニットからのデータを16進のまま印

字するモードになっています。

スイッチの下段に書かれている機能が動作する

状態になっています。

印字テストのメイン・メニューです。

72桁の印字テストの選択メニューです。

136桁の印字テストの選択メニューです。

初期値設定のメイン・メニューです。

ユーザー番号を選択します。

自動選択、5577、PPDS、ESC/Pモードを選択します。

ぺージ長の初期値を選択します。

改行幅の初期値を選択します。

印字速度の初期値を選択します。

最大印字幅の初期値を選択します。

ブザーを鳴らすかどうかの初期設定を選択します。

用紙厚設定の初期値を選択します。

ミシン目スキップ（飛び越し）するかどうかの初

期値を選択します。

片方向印字コマンド受信時、 片方向印字をする

か、両方向印字をするかの初期値を選択します。

単票／連続紙および、 上向き印刷／下向き印刷

の初期モードの選択をします。

自動給紙機構使用時の用紙の排出方向を選択し

ます。

紙ホチキスを使用するかどうかの初期値を選択

をします。

印刷後ミシン目位置に自動で排出するかどうか

を選択します。

ハイシュツ・キー　デ　モドリマス

コウソク

カミアツ　チョウセイ

カミアツ　コテイ　01～10

トレース

ゲダン　キノウ

1 インジ　テスト

インジ　テスト　72ケタ

インジ　テスト　136ケタ

2 ショキチ　セッテイ

ユーザー　センタク

USRn：エミュレーション

USRn：ヨウシ　ナガサ

USRn：カイギョウ　ハバ

USRn：インジ　ソクド

USRn：インジ　ハバ

USRn：ブザー

USRn：カミアツ　セッテイ

USRn：ミシンメ　スキップ

USRn：カタホウコウ　インジ

USRn：ヨウシ　モード

USRn：ASF　ハイシュツ

USRn：カミ　ホチキス

USRn：ティアオフ

 メッセージ 内容
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自動給紙機構使用時の用紙厚検出方法を選択し

ます。

複写紙の印字濃度を濃くするときに選択します。

キャラクターモードを適用するか否かを選択し

ます。

スムージングを有効にするか否かを選択します。

バーコードの印字密度をM612/M632/M702のバー

コードと互換性を保つかどうかを選択します。

連続用紙、単票の先頭行位置を設定します。

印刷可状態で排出／先頭行スイッチを押してティ

アオフした後、印刷不可にするかを選択します。

ティアオフを解除したとき、TOF位置に戻すかを

選択します。

イメージ・データが最大印字位置を超えたとき折

り返すかどうかの初期値を選択します。

レベルEコマンドを受信するかどうかの初期値

を選択します。

日本語コード・ぺージ932の選択を行います。

IBM日本語文字セットの新／旧タイプの選択を

します。

90年改訂内容を適用するか否かを選択します。

簡易平成書体にするかどうかの初期値を選択し

ます。

英数半角文字のデフォルト書体およびフォント

スタイル設定コマンドの有効／無効を選択しま

す。

文字ピッチを選択します（ESC/Pでのみ有効です）。

文字コード表を選択します（ESC/Pでのみ有効です）。

国を選択します（ESC/Pでのみ有効です）。

自動改行の設定をします（ESC/Pでのみ有効です）。

高速時の文字品位を選択します（ESC/Pでのみ

有効です）。

LQの文字品位を選択します（ESC/Pでのみ有効

です）。

コード・ぺージの初期値を選択します（英語ソフ

トウェアのみ有効です）。

即時取り消しモードにするかどうかの初期値を

選択します（英語ソフトウェアのみ有効です）。

USRn：ASF　カミアツ

USRn：コピー　キョウカ

USRn：キャラクター　モード

USRn：スムージング

USRn：バーコード　ホウシキ

USRn：トップマージン

USRn：ハイシュツ・キー

USRn：ティアオフ　モドリ

USRn：イメージ　オリカエシ

USRn：レベル　E　キノウ

USRn：コード　ページ

USRn：ニホンゴモジセット

USRn：90ネンカイテイ

USRn：カンイヘイセイショタイ

USRn：デフォルト　ANK

USRn：モジ　ピッチ

USRn：モジ　コード

USRn：コクサイ　モジ

USRn：ジドウカイギョウ

USRn：コウソクモジヒンイ

USRn：LQ　モジヒンイ

USRn：コード　ページ

USRn：トリケシ　モード

 メッセージ 内容
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強調印字を行うかどうかの初期値を選択します

（英語ソフトウェアのみ有効です）。

文字スケールの初期値を選択します（英語ソフト

ウェアのみ有効です）。

代替グラフィック・モードにするかどうかの初期

値を選択します（英語ソフトウェアのみ有効です）。

PC CHARACTER SETの初期値を選択します（英

語ソフトウェアのみ有効です）。

スラッシュ付きゼロを使用するかどうかの初期値

を選択します（英語ソフトウェアのみ有効です）。

自動復帰・改行の初期設定を選択します（英語ソ

フトウェアのみ有効です）。

フォント・スタイル／文字ピッチの初期値を選択

します（英語ソフトウェアのみ有効です）。

初期値の印刷メニューです。

初期設定値を工場出荷時の値に設定します。

調整モードのメイン・メニューです。

調整後の印刷メニューです。

罫線調整メニューです。

下向き印刷時の左マージン調整をするメニュー

です。

単票用紙の下マージン調整をするメニューです。

用紙厚自動検出の水平位置を変更するメニュー

です。

連続用紙1枚目を上のローラーが押さえる位置を

選択します。

連続用紙のTOF位置で行っているローラーの踏

み替え回数を選択します。

連続用紙の用紙切れ時の印字方式を選択します。

ASF使用時に重送や給紙不良が発生した場合に、

用紙吸入位置を調整します。

システム・ユニットからのデータを16進のまま印

字するモードに設定するメニューです。

インターフェースの初期値設定のメイン・メニュー

です。

インターフェースの設定値を印刷します。

データを受信するインターフェースを選択しま

す。

USRn：キョウチョウ　インジ

USRn：モジ　スケール

USRn：AGM

USRn：モジ　セット

USRn：スラッシュツキ　ゼロ

USRn：ジドウ　フッキ

USRn：フォント　スタイル

USRn：ショキチ　インサツ

USRn：ショキカ

3 チョウセイ

チョウセイ：チョウセイ　インサツ

チョウセイ：ケイセン　チョウセイ

チョウセイ：ヒダリ　マージン

チョウセイ：シタ　マージン

チョウセイ：AGA　スイヘイイチ

チョウセイ：レンゾクシ　オサエ

チョウセイ：ローラー　フミカエ

チョウセイ：EOF　インジ

チョウセイ：ホッパー　チョウセイ

4 トレース　モード

5 インターフェース　セッテイ

IF：セッテイチ　インサツ

IF：I/F　センタク

 メッセージ 内容
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I/Fセンタクが｢ジドウセンタク｣の場合のI/Fの
切り替え時間を設定します。

パラレル・インターフェースのモードを設定しま

す。

ネットワークの初期値設定のメニューです。

ネットワーク、USBの設定値詳細の印刷メニュー

です。

ネットワークのDHCPを設定します。

ネットワークのIPアドレスを設定します。

ネットワークのサブネット・マスクを設定します。

ネットワークのゲートウェイ・アドレスを設定し

ます。

ネットワークでの通信障害があった場合、その内

容を表示するかどうかを選択します。

ネットワーク上でのリンクとデータ情報をLED
に表示するかどうかを選択します。

インターフェース設定の初期値を工場出荷値に

設定します。

機能選択メニューから終了するメニューです。

「設定」スイッチが押されると終了します。

「設定」スイッチが押されると実行されます。

ネットワーク、USBインターフェースの設定と初

期化処理を行っています。

ネットワークインターフェースカードからの応

答待ちです。

「設定」スイッチが押されると終了します。

IF：I/F　キリカエジカン

IF：パラレル　セッテイ

IF：ネットワーク　セッテイ

NW　ショウサイ　インサツ

DHCP　セッテイ

IP　アドレス

サブネット　マスク

ゲートウェイ　アドレス

エラー　ヒョウジ

NW　モニタ

IF：ショキカ

6 シュウリョウ

セッテイ・キーデ　スタート

ネットワーク　セッテイ　チュウ

＞＞

セッテイ・キーデ　シュウリョウ

 メッセージ 内容
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以下は、ネットワーク設定のエラー表示を有効にした場合のみ表示されます。

 

内容

ネットワークのリンクが切れました。

IPアドレス取得に失敗しました。または不正なIP
アドレスです。

多重セッションによりセッション数の最大値を

超えました。

メッセージ

ネットワーク　LINK　チェック

IP　アドレス　チェック

セッション　オーバー
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付録A　仕様一覧

稼働環境条件

電気的仕様

物理的仕様

動作時

5℃～40.6℃

8％ RH～80％ RH

約55 dB（A）

保存時

－10℃～60℃

5％ RH～80％ RH

－

温度

湿度

騒音

湿球温度

V820/V1000

26.7℃以下

90 V～127 V

47 Hz～63 Hz

通常印刷時

待機時

省電力時

入力電源

周波数

消費電力

V820

120 W

33 W

15 W

642 mm（幅）×280 mm（奥行）×271 mm（高さ）

V1000

190 W

30 W

15 W

寸法

重量

V820

約25 kg

V1000

約26 kg



付録A　仕様一覧　A-2

印字仕様（5577モード）

印字ヘッドの温度上昇時の保護機能

長時間または印字密度の高い印刷を連続して行うと、印字ヘッドが高温になり、印字ヘッ

ドの故障の原因になります。

印字ヘッドを保護するために、印字ヘッドが一定温度に達すると、温度が下がるまで処理

スピードを遅くする機能があります。

印字ヘッドを一定時間停止しても一定温度以下にならない場合、 待ち時間をさらに長く

します。

一定温度以下になると、通常の印刷に戻ります。

ワイヤー・ドット・マトリックス

両方向印字（片方向印字可）

漢字　5、6、6.7、7.5 cpi
英数カナ文字　10、12、13.4、15 cpi

203 mm/335.3 mm/345.4 mm
（8インチ/13.2インチ/13.6インチ）：選択可

漢字

（6.7 cpi）

英数カナ文字

（10 cpi）

V820

24ワイヤー

120 cps

240 cps

180 cps

360 cps

V1000

48ワイヤー

270 cps

420 cps

405 cps

630 cps

通常速

高速

通常速

高速

 

印字方法

印字ヘッド

印字方向

印字速度

文字ピッチ

最大印字幅
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A.1 バーコードおよび擬似OCR-B印刷

バーコード印刷における注意事項

本機はドット・マトリクス・プリンターのため、印字されるバーコードはドットの組み合わせ

により構成されるので、規格と多少の差異が生じます。

正読率は使用される用紙、印字の際のリボン濃度（にじみ、かすれ）や、バーコード・リーダー

の特性に影響されますので、使用するバーコード・リーダーによる事前読み取りをさせて十

分に確認してください。

インクが薄くなったリボンで印字するとバーコードが読めなくなる場合がありますので、

バーコード印字の際はなるべく新しいインク・リボンを使用してください。

ただし、インク・リボンが新しい場合には用紙により稀ににじみが発生することがあります

ので、その場合は少し使用したインク・リボンを使用すると良い場合もあります。

バーコードが横方向にずれる場合は、罫線調整を行ってください（  4.6.1『罫線調整の

方法』（4-29ページ）参照）。

コピー強化モードの場合、バーコードのバーとスペースの幅が変わりますのでコピー強化

モードは使わないようにしてください。

擬似OCR-B印刷における注意事項

本機はドット・マトリクス・プリンターのため、印字される擬似OCR-Bはドットの組み合わ

せにより構成されるので、規格と多少の差異が生じます。

正読率は使用される用紙、印字の際のリボン濃度（にじみ、かすれ）や、OCRリーダーの特性

に影響されますので、使用するOCRリーダーによる事前読み取りをさせて十分に確認して

ください。
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付録B　消耗品仕様

B.1 用紙規格

単票用紙、連続用紙が使用できます。

B.1.1 用紙に関する注意

用紙を大量に購入して使用する場合は、注文する前に必ずテストをしてください。用紙が

正しく送られることと、印字が明瞭であることを確認してください。

次のような用紙を使用すると紙送りが不安定になり、用紙づまり、用紙折れ、および印字ズ

レを起こす場合があります。

l 部分的に厚さの異なる用紙

l 糊づけ面が露出しているもの、波打っているもの、はがれているもの

l 金属の付いている紙

l 切り抜き部分および窓のある紙（とじ穴付用紙も含む）

l 浮彫りのある紙

l 折りたたんだ紙

l 紙の端または角が切れていたり、折れている紙

l 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの）

l 光沢紙や写真付き紙ハガキ等、表面、裏面がツルツルしてすべりやすいもの

マルチ・パーツ紙の場合、オリジナルを含めて 7 枚以内（V1000）／ 10 枚以内

（V820）で、用紙厚最大 0.42 mm（V1000）／ 0.60mm（V820）を超えるものは使用

できません。オリジナルのみの場合、単票用紙は 40 kg から、連続用紙は 45 kg か

ら使用でき、ともに最大は 135 kg です。

l 用紙規格を満たさないもの

使用できる紙の大きさについては、単票用紙はB.1.2『単票用紙』（B-3ページ）を、連続

用紙はB.1.3『連続用紙』（B-6ページ）をそれぞれ参照してください。

l 紙ホチキスを使用しているマルチ・パーツ紙については、  4.5『紙ホチキス用紙の

印刷』（4-28ページ）を参照。

　

l 湾曲した紙（平らな所に置いたときのカール高さが約5 mm以上のもの）
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高温、多湿の場所での用紙の保管は、カールまたはシワ等の発生の原因となります

ので避けてください。用紙がカールしている場合は、用紙を平らになるように逆に

さばいて、カールがなくなるようにして使用してください。用紙には、繊維の配列

からみて、すき方向は縦目と横目があります。PowerTyper の場合、走行方向の縦す

き用紙が適しています。

用紙を発注する際、メーカーに「縦目用紙」を指定してください。

なお、用紙は白色上質紙を使用してください。

また、以下のような用紙を使用する場合は、事前に十分な印字テストをしてください。

l ラベル紙（用紙を曲げるとラベルがはがれやすいもの）

ラベルのプリンターへの貼りつきを防ぐため、以下のタイプのラベル紙を使用して

ください。

－ カストリ無し（ラベルまわりのカスを残したタイプ）

－ ハーフカット（ラベル外周のカットを一部カットせず残したタイプ）

l 封筒および用紙規格を満たさない厚さの葉書
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B.1.2 単票用紙

適合する用紙の大きさは、次の種類です。

l はがきサイズ、A5、B5、A4、B4：縦長でも横長でも印刷できます。

l A3：横長でのみ印刷できます。

使用できる用紙連量は、オリジナルのみの場合は40 kgから135 kgです。

 複写紙の場合の連量は、3.3『用紙厚の調整』（3-13ぺ一ジ）を参照。

自動給紙機構を使用する場合の単票用紙

l 自動給紙機構を使用している場合、A3およびB4縦サイズの用紙は自動給紙できません。

手差しモードにして差し込んでください。

 3.7.2『用紙のセット』（3-45ぺ一ジ）を参照。

l 自動給紙機構にて複写紙を使用している場合、最大複写枚数はオリジナル＋4枚です。

複写紙はすべて感圧紙を使用してください。感圧紙の連量は30 kgから34 kgまで使用

可能です。

1 枚目から最終枚目までの間に、ノーマル紙を含んだ複写紙は使用できません。

また次の3つの条件を満たす用紙であれば使用できる場合があります。

その用紙を使用する場合は事前に、印刷に適することをテストする必要があります。

l 用紙幅：100～420 mm（自動給紙機構：100～364 mm）

l 用紙長：100～364 mm（自動給紙機構：100～297 mm）

l 縦横比：1/√2～√2
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その他の制限

l 用紙の縦と横の直角度は、15’以内にしてください。

l ミシン目の入った単票用紙を使用すると、 用紙づまりなどを起こす原因となりますの

で避けてください。

l 複写紙の種類は、感圧紙および裏カーボン紙が使用できます（自動給紙機構は感圧紙

のみ）。

l 複写枚数は、オリジナルを含めて7枚（V1000）／10枚（V820）以内ですが、用紙連量に

よって異なります。

 3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）を参照。

 また、オリジナルと複写紙で、大きさの異なる用紙は使用できません。

l マルチ・パーツ紙の糊付けは、用紙下端に沿って幅1 mm 以上および用紙上端の両端に

長さ10 mm、幅1 mm以上、または左右両端の上端に長さ10 mm、幅1 mm以上にしてくだ

さい。

糊付けが不十分、極端に固い、波打ち状態である場合は、用紙づまりの原因になり

ます。また、糊のはみだしがある場合は、自動給紙機構使用時に 2 ～ 3 枚重なって

送られる場合があります。
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マルチ・パーツ用紙の糊付け規格

次の場合は、a・bの糊付けは不要です。

l 単票手差しモード（下向き印刷）

l 下向き印刷をする場合は、用紙は白色のものを使用し、下図に示す範囲に事前印刷およ

び穴のないものを使用してください。この部分に着色、事前印刷および穴のある場合は、

用紙の位置を正しく検出できないことがあります。

15

a 10 mm
1 mm

b 10 mm
1 mm

1 mm

a

b

a

b

15 mm
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B.1.3 連続用紙

連続用紙はトラクター給紙機構にセットして印刷します。適合する用紙の大きさは、次の

範囲です。

l 用紙幅：76.2～406.4 mm（3～16インチ）

l ミシン目の間隔（ページ長）：50.8～355.6 mm（2～14インチ）

l 用紙連量については、オリジナルのみの場合45 kgから135 kgです。

 3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）を参照。

その他の制限

l オリジナルと複写紙で大きさの異なる用紙は使用できません。

l 複写紙の種類は、感圧紙、裏カーボン紙および中カーボン紙が使用できます。

l 複写枚数は、オリジナルを含めて7枚以内（V1000）／10枚以内（V820）ですが、用紙連量に

よって異なります。

 3.3『用紙厚の調整』（3-13ページ）を参照。

l 複写紙の糊付けは、用紙両端を2インチ間隔で点糊付けしてください。糊付けは、均一で

かつ著しいしわがないように注意してください。

l 複写紙のミシン目の高さは、3 mm以下になるようにしてください（下図参照）。

3 mm

50.8 mm
2

1 2 3 4 5 9 10

1 
10 
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l 複写紙には、前項のような点糊付けの他に、紙ホチキス用紙があります。

紙ホチキス用紙とは3 mmぐらいのスリット状の切れ込みを数本入れて（これが点糊の

1個に対応する）、複数の紙を固定したものですが、上下の紙を固定する能力は糊付けに

比べて劣ります。この場合、プリンターを紙ホチキス用紙モードに設定してください。

紙ホチキスによる用紙の固定は、ダブルツメにて（4ツメ）2インチ間隔で固定してくだ

さい。

紙ホチキス用紙使用条件

l 上トラクターは、「両側紙ホチキス用紙」もしくは「片側点糊付け＋片側紙ホチキス用

紙」を使用してください。

 用紙の種類によっては、用紙づまりまたは印字ズレを起こすことがあります。必ず事前

にテストをしてから使用してください。

 詳しくは、4.5『紙ホチキス用紙の印刷』（4-28ぺージ）を参照。

50.8 mm
2

片側紙ホチキス紙

両側紙ホチキス紙

上トラクター

使用不可

使用可能

下トラクター

使用可能

使用可能
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l 連続用紙をカッターで切る場合は、用紙上端がきれいに切り取られていることを確認

してください。

 用紙端が下図のように破れている場合は、用紙厚設定および先頭行位置の設定が正し

く行えないことがあります。
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B.2 印刷の範囲

印刷範囲とは、良好な印字品質を得るための範囲です。印字してはならない範囲を含みま

せん。

物理的な印刷可能範囲とは必ずしも一致しません。

B.2.1 単票用紙の印刷範囲

1行に印字できる文字数は、ソフトウェアによって異なります。限度は横2448ドット（345.4 

mm/13.6インチ）に相当する文字数です。

詳しくは、各ソフトウェアの解説書・ガイドを参照してください。

用紙の端に近い部分に印字すると、用紙にしわがよったり、用紙づまりが起きやすくなり

ます。用紙からはみ出して印字を行うと印字ヘッドが故障することがありますので、下図

の印刷範囲内に印刷してください。

ただし、A3サイズの場合はL が33.0 mmです。

R

6.4mm

L

6.4mm

T 6.4 mm

 345.4 mm

B 11.3 mm
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l	 用紙左端の印字開始位置は、用紙ガイドにより約6 ～ 33 mmの範囲で設定でき

ます（A3用紙では約33 mmで一定）。ただし一行の最大印字幅は、345.4 mm（13.6

インチ）です。

l	 用紙の先頭行位置は位置決めスイッチにより、トップ・マージンを6.4 mm より下

の位置に設定できます。ただし、用紙上端から最初の印刷行までの距離は、ソフ

トウェアおよび行送り量に依存します。

l	 最後の印刷行は文字の下端から用紙の下端までの距離を11.3 mm以上空けてく

ださい。

 11.3 mmより下に印字可能ですが、これは用紙送り誤差または用紙自体の長さの

誤差により一定ではありません。単票用紙の排出に制御コードを用いる場合は、

次のぺージの印字データが下端に印字されないように必ずFF（書式送り）または

ESX 0E 00 01 06（単票排出）を使用してください。FF コードまたはESX 0E 00 

01 06コードを使用していないソフトウェアの場合は、ボトム・マージンを調整す

ることにより書式を整えてください。

l	 下向き印刷の場合、 用紙挿入位置によりソフトウェアの限度範囲内であっても

印字されない部分が生じることがあります。

単票設計上の注意

単票用紙上の印刷範囲は前ページの図のようになっています。ただし、印字位置は種々の

要因によりずれることがありますので、単票用紙上の事前印刷のレイアウトには、以下の

ことを考慮してください。

l 用紙左端の印字不可領域は、単票挿入機構の用紙ガイドの位置の設定および用紙の差

し込み方によって変わることがあります。事前印刷用紙に対して印字位置のズレが生

じた場合は、左側の用紙ガイドを移動して若干の補正ができます。

l 下マージンの限度ぎりぎりまで印刷させるような設計を行うと、 最終行が印刷されず

に用紙が排出されることがあります。このような事態を避けるため、用紙を設計する際

には、少なくとも1行分程度の余裕を設けてください。

l 単票用紙の排出に制御コードを用いる場合は、FF（書式送り）またはESX 0E 00 01 06

（単票排出）を使用してください。LF（改行コード）を連続使用して自動改ページを行

うことは避けてください。

l 下向き印刷の場合、用紙に着色されていたり事前印刷がある場合には、用紙の位置を

正しく検出できないことがあります。

詳しくは、  4.4.3『下向き印刷における注意事項』（4-25ページ）を参照。
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B.2.2 連続用紙の印刷範囲

用紙の端に近い部分に印刷すると、用紙が破れたり、プリンター内につまったりしますの

で下図の範囲内で印刷をするようにしてください。また、連続用紙のミシン目の近くに印

刷すると印字品質が低下したり印字ヘッドに悪影響を及ぼすことがありますので、ミシン

目を避けて印刷してください。

上図の最大印刷範囲は、これを超えて印刷してはならない範囲を示すものであり、この範

囲内すべてが常に印刷できるものではありません。

R

6.4mm

L

6.4mm

B 6.4 mm

 345.4 mm

T 6.4 mm
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連続用紙の用紙切れ（用紙終了）

連続紙モードで用紙切れを検出したとき、プリンターは、最終ページの下端から約98 mm

のところで印刷を自動的に中断します。印刷は不可状態となり、点検ランプが点灯し、「001 

ヨウシ　テンケン」が表示されます。

連続用紙が印刷中に用紙切れとなった場合は、印刷業務を取り消し、新しい用紙をセット

してから印刷を再開してください。 そのまま最終ページの印刷を印刷可能域下端まで印

刷する場合は、用紙切れ状態（点検ランプが点灯し、「001　ヨウシ　テンケン」が表示さ

れる）で印刷スイッチを押すことにより、論理ページ長（ソフトウェアまたはプリンターの

初期設定機能によって設定されたページ長）の最終行まで印刷できますが、以下の注意点

を守ってください。

l プリンターが認識しているぺージ長と実際の用紙のぺージ長が異なる場合は、途中で

印字を終了したり、プラテンに印字する危険がありますので、必ずぺージ長を合わせる

ようにしてください。

l 用紙切れページの最後および次ページの最初にLF またはESC％ 5 コードが設定され

ている場合は、用紙を再びセットし、次ぺージを印刷する際に、改行スイッチを使って

先頭行位置を合わせてから印刷を始めてください（次ぺージの最初のLF,ESC％ 5コー

ドは、取り消された形となるからです）。

l トラクターから外れた状態で用紙が送られますので、 印字ズレが起こることがありま

す。

98 mm
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B.2.3 事前印刷

事前印刷の注意

l 事前印刷する場合、最大印字可能範囲ぎりぎりに印字位置がくるような用紙設計は避

けてください。

単票用紙：B-9ぺージ

連続用紙：B-11ぺージ

を参照してください。

l 縦罫線を事前印刷する場合は、 縦罫線の左右に少なくとも漢字1文字分の余白をとっ

てください。

l 横罫線を事前印刷する場合、横罫線の上下に少なくとも1行分の余白をとってください。

l 事前印刷された用紙を自動給紙機構で使用する場合、全面にベタ塗りされた用紙（色

付け等）では2～3枚重なって送られたり給紙されなかったりすることがあります。

このような用紙を使用する場合は、事前に十分なテストをしてください。

1
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B.3 インク・リボンの規格

インク・リボン・カートリッジの中には、インク・リボンが収納されています。長時間使用す

ると印字品質が次第に低下しますので、 印字品質の低下が明らかに認められるときはイ

ンク・リボン・カートリッジを交換するか、収納されたインク・リボンを交換してください。

インク・リボンの寿命は、目安として英数カナ文字（高速印刷）でおよそ800万文字です。

 インク・リボン・カートリッジを交換するときは、2.1.5『インク・リボン・カートリッ

ジの取り付け方』（2-6ページ）および2.1.6『インク・リボン・カートリッジの取り外

し方』（2-11ページ）を参照。

インク・リボン・カートリッジの製品番号は以下の通りです。

これら消耗品は、弊社純正品をご使用ください。純正品以外では、良好な印刷

を行えないばかりでなく、印字ヘッドの故障の原因となりますので、使用しな

いでください。

インク・リボン・カートリッジ

インク・リボン・カートリッジ 20

リボンセット

V820

01089

01095

01098

V1000

00556

00557

00558
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付録C　自己診断機能

このプリンターには、次の4つの自己診断機能が内蔵されています。

l 初期診断テスト

l 作動時異常検出機能

l 印字テスト機能

－幅の狭い印字テスト：72桁

－幅の広い印字テスト：136桁

l トレース機能

C.1 初期診断テスト

この診断テストは、プリンターをリセット（電源投入、またはシステム・ユニットからのリ

セット信号を受信）したとき、または印字テスト終了後に自動的に働き、操作パネル上のラ

ンプおよびスイッチのテスト、内部回路のテスト、ヘッド・キャリアーのホーム位置検出テ

ストを行います。 自動給紙機構がセットされていれば自動給紙機構の動作テストも行い

ます。

これらのテストで異常が検出されなければ初期診断テストは最大約10秒で完了し、プリン

ターの各機能の初期設定がなされて印刷を始める状態になります。異常が検出されれば操

作パネル上のランプとメッセージの表示によって異常の内容を操作員に知らせます。

異常時の対策は、  C.2.1『診断テスト異常対策』（本ページ）を参照。

C.2 作動時異常検出機能

この機能は、プリンターが作動状態にある場合に働くもので、キャリアー・ドライブ・モー

ターの動作、ドライブ電圧、記憶域への書き込みなどの状態を監視しています。異常が検

出されれば操作パネル上のランプとメッセージの表示によって異常の内容を操作員に知

らせます。

C.2.1 診断テスト異常対策

初期診断テストおよび作動時異常検出機能によって異常を検出した場合は、点検ランプ

が点灯すると同時にブザーが鳴り、メッセージの表示によって異常の内容を表示します。

異常の場合のメッセージの意味は、  第6章『メッセージ集』（6-1ページ）を参照。

この状態が起こった場合、プリンターの電源スイッチを切りそのままで約30秒ほど待った

後、再び電源スイッチを入れてください。

再度同じ状態で停止する場合は、プリンターの故障です。電源スイッチを切り、電源コー

ドを抜き、販売店に連絡してください。
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C.3 印字テスト機能

印字テストには72桁と136桁の印字幅の2種類があり、いずれも内蔵された英数カナ文字を使っ

て指定された印字パターンを印字します。

このテストでは、プリンターを移動した場合およびインク・リボン・カートリッジを交換したとき

などに、プリンターが正常に印刷するかどうかを確認します。

印字テストの場合は、通常の印字とは印字速度も文字パターンも異なりますが、これは異常では

ありません。また印字テスト中に用紙がなくなったり用紙づまりやカバー開放等を検出したとき

は印字を停止し、これらの状態が解除された後、印刷スイッチが押されると続けて印字します。

C.3.1 幅の狭い印字テスト

このテストの実行方法は、次のとおりです。

このテストを行うには、単票用紙では横幅210 mm（A4縦）以上、連続用

紙では8インチ（203 mm）以上の用紙を使用してください。

これより幅のせまい用紙で印字テストを行うと空打ちとなり、印字ヘッ

ドやプリントベースを破損することがあります。

 印刷不可状態において、下段選択スイッチを押します。

次項目スイッチを押して「1　インジ　テスト」を選択し、設定スイッチを押します。

１　インシ゛　テスト

セッテイ・キーテ゛　スタート
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「72 ケタ（桁）」を選択し、設定スイッチを押します。

印刷スイッチを押します。

印刷可ランプが点灯し、次に示す1行72桁の指定された印字パターンを繰り返し印字し

ます。

印刷を停止するには、印刷スイッチを押して印刷不可状態にした後、取消スイッチを押

します。

初期診断テスト実行後、印字前の状態に戻ります。

単票用紙を使用しているときに、用紙下端を検出すると自動的に印字を中断し、用紙を

排出します。その後、新たに用紙をセットすると自動的に用紙が吸入され、続けて印字し

ます。

インシ゛　テスト　７２　ケタ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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C.3.2 幅の広い印字テスト

このテストの実行方法を以下に示します。

このテストを行うには、単票用紙では横幅364 mm（B4横）以上、連続用

紙では横幅13インチ（330 mm）以上の用紙を使用してください。

これより幅のせまい用紙で印字テストを行うと空打ちとなり、印字ヘッ

ドやプリントベースを破損することがあります。

最大印字幅は、13.2インチまたは13.6インチに設定してください。

 4.1『初期設定機能』（4-1ページ）を参照。

印刷不可状態において、下段選択スイッチを押します。

次項目スイッチを押して「1　インジ　テスト」を選択し、設定スイッチを押します。

１　インシ゛　テスト

セッテイ・キーテ゛　スタート
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次項目あるいは前項目スイッチを押して「136ケタ（桁）」を選択し、設定スイッチを押し

ます。

印刷スイッチを押します。

印刷可ランプが点灯し、1行136桁の指定された印字パターンを繰り返し印字します。

印刷を停止するには、印刷スイッチを押して印刷不可状態にした後、取消スイッチを押

します。

初期診断テスト実行後、印字前の状態に戻ります。

インシ゛　テスト　１３６　ケタ

セッテイ・キーテ゛　スタート
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C.4 トレース機能

トレース機能を実行する手順を以下に示します。

このテストを行うには、単票用紙では横幅364 mm（B4横）以上、連続用紙では

横幅13インチ（330 mm）以上の用紙を使用してください。

これより幅のせまい用紙で印字テストを行うと空打ちとなり、 印字ヘッドや

プリントベースを破損することがあります。

印刷不可状態において下段選択スイッチを押します。

次項目または前項目スイッチを押して、「4　トレース　モード」を選択し、設定スイッチ

を押します。

４　トレース　モート゛

セッテイ・キーテ゛　スタート
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印刷スイッチを押します。

印刷可能状態になると、データの受信が可能になります。

このモードでは、システム・ユニットからのコード・データをすべて16進数で印字し、その

印字仕様は145桁、12 cpi、6 lpi（初期設定値により異なります）、高速で行われます。

このモードでは、印字確認スイッチおよび高速印刷スイッチは機能しませんが、それ以外

のスイッチは通常モードと変わりません。また、印刷不可状態で改ページスイッチを押す

と、プリンター・バッファー内にあるデータをすべて印字した後に改ページを行います。

取消スイッチを押すと、このモードから抜けて、初期診断テストが実行されます。

なお、このモードはすべてのインターフェース（パラレル、USB、ネットワーク）に対応可

能です。
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付録D　5577制御コード

D.1 制御コード一覧

以下に制御コードの一覧を示します。

それぞれの制御コードについては  D.2『制御コードの概要』（D-4ページ）を参照。

番号に＊の付いている制御コードは、プリンターがレベル E の状態のときにのみ使

用できます。

詳しくは、  D.4『データ・ストリーム作成上の考慮点』（D-30 ページ）を参照。

1

2

3

4＊

5

6＊

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ヌル

ベル

後退

水平タブ

改行

垂直タブ

書式送り

復帰

装置制御1（印刷可能）

装置制御3（印刷中断）

取り消し

間隔

イメージ・データ設定

イメージ・データ拡大設定

可変飛び越し

可変逆飛び越し

可変行送り

復帰点設定

可変行戻り

行送り量設定

NUL

BEL

BS

HT

LF

VT

FF

CR

DC 1

DC 3

CAN

SP

ESC ％ 1 n1 n2

ESC ％ 2 n1 n2

ESC ％ 3 n1 n2

ESC ％ 4 n1 n2

ESC ％ 5 n1 n2

ESC ％ 6 n1 n2

ESC ％ 8 n1 n2

ESC ％ 9 n1 n2

00

07

08

09

0A

0B

0C

0D

11

13

18

20

1B,25,31,n1,n2

1B,25,32,n1,n2

1B,25,33,n1,n2

1B,25,34,n1,n2

1B,25,35,n1,n2

1B,25,36,n1,n2

1B,25,38,n1,n2

1B,25,39,n1,n2

 機能 制御コード コード（16進）
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21

22

23＊

24＊

25＊

26

27＊

28＊

29

30

31

32

33＊

34＊

35

36

37＊

38＊

39＊

40＊

41＊

42＊

43＊

44

45

46＊

47＊

48＊

49＊

両方向印字モード設定

片方向印字モード設定

初期化設定

文字ピッチの設定

改行ピッチの設定

ぺージ長さ設定

フォント・スタイル指定

全文字印字指定

高速モード設定

高速モード解除

単票吸入

単票排出

横幅縮小文字設定

横幅縮小文字解除

文字拡大設定

文字拡大解除

縦書きモード設定

縦書きモード解除

上つき文字指定

下つき文字指定

下つき／上つき文字指定解除

半行逆送り

半行送り

3 バイト転送モード設定

2 バイト転送モード設定

強調印字設定

強調印字解除

二重印字設定

二重印字解除

ESC ％ B

ESC ％ U

ESX 01 00 00

ESX 02 00 01 n

ESX 03 00 01 n

ESX 04 n1 n2 c1 c2 （c3）

ESX 06 00 01 n

ESX 08 n1 n2 c1 c2...cn

ESX 0E 00 01 01

ESX 0E 00 01 02

ESX 0E 00 01 05

ESX 0E 00 01 06

ESX 0E 00 01 07

ESX 0E 00 01 08

ESX 0E 00 01 09

ESX 0E 00 01 0A

ESX 0E 00 01 0B

ESX 0E 00 01 0C

ESX 0E 00 01 0D

ESX 0E 00 01 0E

ESX 0E 00 01 0F

ESX 0E 00 01 13

ESX 0E 00 01 14

ESX 0E 00 01 15

ESX 0E 00 01 16

ESX 0E 00 01 17

ESX 0E 00 01 18

ESX 0E 00 01 19

ESX 0E 00 01 1A

1B,25,42

1B,25,55

1B,7E,01,00,00

1B,7E,02,00,01,n

1B,7E,03,00,01,n

1B,7E,04,n1,n2,c1,c2, （c3）

1B,7E,06,00,01,n

1B,7E,08,n1,n2,c1,c2...cn

1B,7E,0E,00,01,01

1B,7E,0E,00,01,02

1B,7E,0E,00,01,05

1B,7E,0E,00,01,06

1B,7E,0E,00,01,07

1B,7E,0E,00,01,08

1B,7E,0E,00,01,09

1B,7E,0E,00,01,0A

1B,7E,0E,00,01,0B

1B,7E,0E,00,01,0C

1B,7E,0E,00,01,0D

1B,7E,0E,00,01,0E

1B,7E,0E,00,01,0F

1B,7E,0E,00,01,13

1B,7E,0E,00,01,14

1B,7E,0E,00,01,15

1B,7E,0E,00,01,16

1B,7E,0E,00,01,17

1B,7E,0E,00,01,18

1B,7E,0E,00,01,19

1B,7E,0E,00,01,1A

 機能 制御コード コード（16進）
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以下の制御コードはできるだけ使用しないでください。

 

 機能 制御コード コード（16進）

50

51＊

52＊

53＊

54＊

55＊

56＊

57＊

58＊

59＊

60＊

61＊

62＊

63＊

用紙モード切り替え

下線設定・解除

エミュレーション設定

重ね打ちモード設定・解除

罫線印刷

水平タブ設定

垂直タブ設定

左右マージンの設定

ミシン目スキップの設定

水平方向位置移動

垂直方向位置移動

文字スケールの設定

バーコード印字形式設定

バーコード印字

ESX 10 00 02 c1 c2

ESX 11 00 01 n

ESX 12 00 01 n

ESX 13 n1 n2 cl c2 c3 （c4）

ESX 16 nl n2 cl...cn

ESX 18 n1 n2 ht1...htn

ESX 19 n1 n2 vt1...vtn

ESX 1A 00 02 1m rm

ESX 1B 00 01 n

ESX 1C 00 02 n m

ESX 1D 00 02 n m

ESX 20 00 03 n1 n2 02

ESX 40 n1 n2 00 00 OR 
c1...c14 LMG RMG

ESX 42 n1 n2 c1...cn

1B 7E 10 00 02 c1 c2

1B,7E,11,00,01,n

IB,7E,12,00,01,n

1B,7E,13,n1,n2,cl,c2,c3, （c4）

1B,7E,16,n1,n2,cl,...,cn

1B,7E,18,n1,n2,ht1,...,htn

1B,7E,19,n1,n2,vt1,...,vtn

1B,7E,1A,00,02,1m,rm

1B,7E,1B,00,01,n

1B,7E,1C,00,02,n,m

1B,7E,1D,00,02,n,m

1B,7E,20,00,03,n1,n2,02

1B,7E,40,n1,n2,00,00,OR,
c1...c14,LMG,RMG

1B,7E,42,n1,n2,c1...cn

 機能 制御コード コード（16進）

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

固定長イメージ設定

3 バイト転送モード設定

2 バイト転送モード設定

ぺージ長さ設定

高速モード設定

高速モード解除

単票吸入

単票排出

文字拡大設定

文字拡大解除

FS

ESC （

ESC ）

ESC F n1 n2

ESC O

ESC P

ESC S

ESC V

ESC ［

ESC ］

1C

1B,28

1B,29

1B,46,n1,n2

1B,4F

1B,50

1B,53

1B,56

1B,5B

1B,5D
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D.2 制御コードの概要

D.2.1 用語

以下に制御コードの説明の中で使っている用語について説明します。

16進数はX'n'で表しています。また2進数はB'n'で表しています。

l 行ピッチ

1行分の行送り量のことで、電源を入れたときには初期設定値に設定されます。

l ぺージ長

書式送り（Form Feed）時に送られる用紙の長さです。制御コードFF、ESX 04 n1 n2 c1 c2

（c3）、またはESC F を参照してください。電源を入れたときに初期設定値が設定されま

す。

l ホーム位置

印字ヘッドが最も左端に来て止まる位置のことで、行の第1桁よりも左にあります。

l TOF（Top of Form）

ぺージの先頭行のことで、位置決めスイッチにより設定することができます。

l イメージ・データ

図形または文字等をコードに変換せず、直接その形を表すデータのことで、システム・

ユニットからデータ・バイト（1バイトずつ送られるデータ）の形で送られてきます。

l 印字されるドットの間隔は、縦方向も横方向も約0.141 mm（1/180インチ）です。

l ESC ％1 とESC ％2 において、右マージンを超える印字データの場合、右マージン位置

までイメージ・データを受信して印字します。残りのデータを捨てるか、次行に自動改

行して印字するかは、初期設定で選択することができます。

l ESC ％ 1とESC ％ 2において、オペランド（n1,n2）が規定範囲を超えると、制御コードと

それに続く（n1,n2）で指定されるバイト数のデータは無視されます。

l ESC で始まる制御コードにおいて、ESCの後に定義されていない制御コードが続くと、

その制御コードは無視されます。

l n n1 n2 mなどの値が指定された範囲以外のものを設定した場合、その制御コードは無

視されます。

l ESX（X'1B 7E'）で始まる制御コードは拡張制御コードです。

l 印字領域拡張モードとは、最大印字幅を13.6インチ（345 mm）に設定することです。イ

メージ・データ設定などにおいては、通常の最大印字幅を13.2インチ（335 mm）として

います。
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D.2.2 印字開始条件

印字データは、行またはブロックごとに処理され、次の制御コードを受け取ったとき、印字

が開始されます。

l LF

l CR

l FF

l BS

l VT

l DC3

l ESC ％ 4

l ESC ％ 5

l ESC ％ 6

l ESC ％ 8

l ESC S

l ESC V

l ESX 01 00 00

l ESX 0E 00 01 05

l ESX 0E 00 01 06

l ESX 0E 00 01 13

l ESX 0E 00 01 14

l ESX 0E 00 01 19

l ESX 0E 00 01 1A

l ESX 10 00 01 n

l ESX 1C 00 02 n m（現在の印字位置より左に移動する場合）

l ESX 1D 00 02 n m

また、次の条件によっても印字が開始されます。

l 右マージンを超えるデータを受け取ったとき

l 行バッファーがいっぱいになったとき



付録D　5577制御コード　D-6

D.3 制御コード

1. ヌル(Null)：Nul(X'00')

何もしないで無視します。

2. ベル(Bell)：Bel(X'07')

この制御コードを受け取るとブザーが鳴ります。

初期設定により、“ブザー停止”を選択すると、このコードを受け取っても無視され

ます。

3. 後退(Back Space)：BS(X'08')

印字位置がその時点の半角文字幅だけ左に戻ります。文字拡大モードではその時点

の全角文字幅、縮小モードではその時点の半角文字幅の半分だけ左に戻ります。印字

位置が左端にある場合は無視されます。印字データに続く場合は印字を開始します。 

ただし、横幅縮小文字設定が行われているときの半角文字幅は18 cpiになり、この制御

コードによる戻り量も18 cpiになります。

4. 水平タブ(Horizontal Tab)：HT(X'09')

印刷位置が次のタブ位置まで右へ移動します。電源投入直後の初期値は8桁ごとに設

定されています。タブ位置がクリアされていれば、この制御コードは無視されます。

5. 改行(Line Feed)：LF(X'0A')

印字バッファーにあるデータをすべて印字し、用紙を1行送ります。

LF 以前にデータが無い場合は、行送りだけが行われます。

6. 垂直タブ(Vertical Tab)：VT(X'0B')

印字バッファーのデータをすべて印字し、垂直タブ位置まで用紙を送ります。垂直タ

ブ位置が設定されていない場合は、LF と同じ動作をします。

7. 書式送り(Form Feed)：FF(X'0C')

印字バッファーにあるデータをすべて印字し、続いて次の動作をします。

l 単票モードの場合、用紙を排出します。自動給紙機構がセットされている場合は次

の用紙を吸入します。

l 連続紙モードの場合、連続用紙を次ページのTOF まで送ります。

印刷位置がTOFにある場合、いずれの用紙モードにおいてもこの制御コードは無視さ

れます。

8. 復帰(Carriage Return)：CR(X'0D')

CRが入力されると、印字バッファーにあるデータがすべて印字され、印字位置がその

第1桁（左マージン）に帰ります。CRが実行されるときに印字位置が第1桁（左マージ

ン）の位置にある場合、この制御コードは無視されます。
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9. 装置制御1(Device Control 1)：DC1(X'11')

プリンターを印刷可能状態にします。印刷可能状態で受信したときは無視します。

10. 装置制御3(Device Control 3)：DC3(X'13')

印字バッファーにあるデータをすべて印字した後、プリンターを印刷中断状態にしま

す。

印刷中断状態で受信したときは無視します。

11. 取り消し(Cancel)：CAN(X'18')

印字バッファーにあるデータをすべて消去し、印字ヘッドをホーム位置に移動し、印

刷可能状態にします。この制御コードは、印刷中断状態においても有効です。印字途

中でCANコードを受け取ると、印字中の行の終わりまで印字して、印字バッファーに

あるデータをすべて消去します。次のものはCANコードによって消去されません。

l	 LFによる行送り量 l	 上つき／下つき文字指定

l	 ぺージの長さ l	 強調印字

l	 TOFから数えた現在行の位置 l	 二重印字

l	 片方向印字モードの設定 l	 下線指定

l	 最短距離両方向印字モードの設定 l	 重ね打ちモード

l	 イメージ・データのn1,n2の値 l	 水平、垂直タブ位置

l	 高速印字設定 l	 縦書きモード

l	 用紙モード l	 文字スケール

l	 文字ピッチ l	 横幅縮小文字モード

l	 フォント・スタイル l	 ミシン目スキップ

l	 上下、左右マージン

12. 間隔(Space)：SP(X'20')

その時点での半角文字幅だけ飛び越します。印字位置が右に移動します。文字拡大

モードでは、その時点での全角文字幅、縮小モードでは半角文字幅の半分だけ飛び越

します。

ただし、横幅縮小文字設定が行われているときの半角文字ピッチは18 cpiになり、この

制御コードによる飛び越しも18 cpiになります。
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13. イメージ・データ設定：ESC ％ 1 n1, n2(X'1B 25 31 n1 n2')

イメージ・データの水平方向の印字ドット数を設定します。n1,n2は、水平方向の印字

ドット列数を表し、X'n1n2'の範囲はX0001'～X'0948'です。印字領域拡張モードでは

X'n1n2'の範囲はX'0001' からX'0990' です。制御コードに続きイメージ・データを転送

します。そのデータ・バイトの順序は次のとおりです。（MSB：最上位ビット、LSB：

最下位ビット）

14. イメージ・データ拡大設定：ESC ％ 2 n1, n2(X'1B 25 32 n1 n2')

イメージ・データの倍幅印字（水平方向に2倍）を指定します。n1,n2は、拡大する前の

イメージ・データの水平ドット列数を表し、X'n1n2'の範囲はX'0001'～X'04A4'です。こ

の制御コードに続き転送されるデータ・バイト形式はESC ％ 1 n1, n2の場合と同じで

す。印字領域拡大モードではX'n1n2'の範囲はX'0001'～X'04C8'です。

15. 可変飛び越し：ESC ％ 3 n1, n2(X'1B 25 33 n1 n2')

n1,n2で指定されたドット数だけ、水平方向に飛び越します（印字位置が右へ移動しま

す）。X'n1n2'の範囲は、X'0001'～X'0948'です。印字領域拡大モードではX'n1n2'の範囲

は、X'0001'～X'0990'です。

16. 可変逆飛び越し：ESC ％ 4 n1, n2(X'1B 25 34 n1 n2')

n1,n2で指定されたドット数だけ、水平方向に逆飛び越しをします（印字位置が左へ

戻ります）。印字データに続く場合は、印字を開始します。X'nln2'の範囲はX'0001'～

X'0948'です。

逆飛び越し量が左マージンを超えている場合は、印字位置は左端まで戻ります。印字

領域拡大モードではX'n1n2'の範囲はX'0001' ～ X'0990'です。

17. 可変行送り：ESC ％ 5 n1, n2(X'1B 25 35 n1 n2')

n1,n2で指定された量だけ、行送りします。印字データに続く場合は、印字を開始しま

す。X'n1n2'の範囲は、X'000' ～ X'00FF'です。

行送りされる量は、0.21 mm（1/120インチ）のX'n1n2'倍です。単票の場合、ボトム・マー

ジンを超すときは、用紙を排出し、残りの行送り量は捨てられます。

MSB

LSB
MSB

LSB
MSB

LSB
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18. 復帰点設定：ESC ％ 6 n1, n2(X'1B 25 36 n1 n2')

第一印字位置左端を基準としてX'n1n2'ドットの位置に印字位置を移動します。

印字データに続く場合は印字を開始します。X'n1n2'の範囲は、X'0001'～X'0948'です。

この次に印字される場合のみ、この制御コードによって指定された位置から印字が始

まります。印字領域拡大モードでは、X'n1n2'の範囲は、X'0001'～ X'0990'です。

19. 可変行戻り：ESC ％ 8 n1, n2(X'1B 25 38 n1 n2')

0.21 mm（1/120インチ）を単位として用紙を逆送りします。印字データに続く場合は印

字を開始します。

X'n1n2'の範囲はX'0001'～X'0028' です。

したがって、逆送り量の範囲は、0.21 mm（1/120インチ）～ 8.47 mm（1/3インチ）です。

用紙逆送りは1ぺージ中で合計8.47 mm（1/3インチ）を超えてはなりません。

印字位置が先頭位置（TOF）に達すると止まります。

この制御コードは自動給紙機構を使用している場合、用紙づまりの原因になることが

ありますので、できる限り使用しないでください。

20. 行送り量設定：ESC ％ 9 n1, n2(X'1B 25 39 n1 n2')

0.21 mm（1/120インチ）を単位として、n1,n2で行送りを設定します。X'n1n2'の範囲は、

X'0001' ～ X'003C'です。

したがって、行送り量の設定範囲は、0.21 mm（1/120インチ）～12.7 mm（60/120イン

チ）です。

改行スイッチによる行送り量も変更されます。

印字行の先頭にこのコマンドを受信した場合には、 その行から行送り量が変更され

ます。

印字行の途中にこのコマンドを受信した場合は、 次の行から行送り量が変更されま

す。

21. 両方向印字モード設定：ESC ％ B(X'1B 25 42')

両方向印字モードを設定します。モードの切り替えは行単位で行われます。

この制御コードが印字データに含まれていると、 その行およびそれ以降の行は最短

距離で両方向印字されます。

22. 片方向印字モード設定：ESC ％ U(X'1B 25 55')

片方向印字モードを設定します。印字方向は左から右方向のみです。この設定は行単

位で行われ、行の途中にこの制御コードが含まれていると、その行およびそれ以降の

行は片方向印字で印字されます。 このコードは初期設定値の指定により無視するこ

とができます。

23. 初期化設定：ESX 01 00 00 (X'1B 7E 01 00 00')

改ぺージ後、プリンターを初期設定値にリセットします。印刷業務の終了時に使用し

ます。このコマンドはDOSK2.61以上で使用してください。
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24. 文字ピッチの設定：ESX 02 00 01 n(X'1B 7E 02 00 01 n')

全角文字ピッチをn×1/10 cpi（文字/インチ）に設定します。nの値は下表のいずれか

を指定してください。下表の値以外は無視されます。半角文字ピッチは全角文字ピッ

チの倍に設定されます。

25. 改行ピッチの設定：ESX 03 00 01 n(X'1B 7E 03 00 01 n ')

改行ピッチをn × 1/10 lpi（行/インチ）に設定します。n の値は下表のいずれかを指

定してください。下表の値以外は無視されます。

26. ぺージ長さ設定：ESX 04 n1 n2 c1 c2(c3)(X'1B 7E 04 n1 c1 c2 (c3)')

連続用紙の1ぺージの長さを設定します（単票用紙の長さの設定はできません）。

c1をX'00'としたときc2 c3は1ぺージの長さを1/6インチ単位で設定します。このときn1

＝X'00'、n2＝X'03'で、c2 c3の範囲はX'0001'からX'01FF'までです。

c1をX'01'としたときc2は1ぺージの長さを行単位で設定します。このときn1＝X'00'、n2

＝X'02'でc2の範囲はX'01'からX'FF'です。このときc3は不要です。

c1をX'02'としたときc2は1ぺージの長さをインチ単位で設定します。 このときn1＝

X'00'、n2＝X'02'でc2の範囲はX'01'からX'7F'です。このときc3は不要です。

連続用紙の場合、この制御コードを受け取ったときに受信中の行の左端をTOFとして

設定します。

n

X'32'

X'3C'

X'43'

X'4B'

全角文字ピッチ（cpi）

5

6

6.7

7.5

n

X'14'

X'1E'

X'28'

X'32'

X'3C'

X'4B'

X'50'

改行ピッチ（lpi）

2

3

4

5

6

7.5

8
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27. フォント・スタイル指定：ESX 06 00 01 n(X'1B 7E 06 00 01 n')

半角文字のフォント・スタイルを変更するために使用します。nの値は下表のいずれ

かを指定してください。下表以外の値は無視されます。

28. 全文字印字指定：ESX 08 n1 n2 c1 c2...cn(X'1B 7E 08 n1 n2 c1 c2...cn'

n1,n2で指定されたバイト数分以降のデータを文字セットで指定された文字コードと

して受信します。

本モードの場合は、通常は制御コードとして用いられているコード（X'1B',X'1C'）も文

字コードとして扱います。

ci（i ＝ 1、…、n）は、半角のとき1バイト、全角のとき2バイトで指定してください。

未定義コードは半角あるいは全角スペースとして出力されます（ただし、Nul（X'00'）

は無視されます）。

29. 高速モード設定：ESX 0E 00 01 01(X'1B 7E 0E 00 01 01')

高速モードを設定します。

プリンターが高速モードにあるときは、この制御コードは無視されます。

30. 高速モード解除：ESX 0E 00 01 02(X'1B 7E 0E 00 01 02')

高速モードを解除します。

プリンターが通常速モードにあるときは、この制御コードは無視されます。

プリンターが高速印刷スイッチによって高速モードが選択されている場合は、この制

御コードは無視されます。

31. 単票吸入：ESX 0E 00 01 05(X'1B 7E 0E 00 01 05')

単票モードにおいて有効です。上連続紙モードまたは下連続紙モードの場合、この制

御コードは無視されます。

その他は制御コードFFと全く同じ機能です。「7. 書式送り」（D-6ページ）の項を参照

してください。印字バッファーにあるデータをすべて印刷し用紙を排出します。自動

給紙機構がセットされている場合は次の用紙を吸入します。

n

X'00'

X'01'

X'06'

X'07'

X'08'

X'09'

X'11'

 12 cpi

DP 10 cpi

12 cpi

10 cpi

12 cpi

10 cpi

OCR B 12 cpi
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32. 単票排出：ESX 0E 00 01 06(X'1B 7E 0E 00 01 06')

プリンターに蓄えられているデータがすべて印刷され、続いて次の動作が行われます。

l 単票モードの場合、用紙を排出します。

l 連続紙モードの場合、連続用紙を次ページの先頭行位置（TOF）まで送ります。

印字位置がTOFにある場合、いずれの用紙モードでも無視されます。

33. 横幅縮小文字設定：ESX 0E 00 01 07(X'1B 7E 0E 00 01 07')

この制御コード以降の半角文字は横に縮小されて印刷されます。 文字ピッチは現在

設定されている半角文字の文字ピッチにかかわりなく18 cpiになります。

34. 横幅縮小文字解除：ESX 0E 00 01 08(X'1B 7E 0E 00 01 08')

制御コードESX 0E 00 01 07 による横幅縮小文字設定を解除します。この制御コード

により半角文字の文字ピッチは元の文字ピッチに戻ります。

35. 文字拡大設定：ESX 0E 00 01 09(X'1B 7E 0E 00 01 09')

この制御コード以降に印字される文字は、横幅が2倍になります。

36. 文字拡大解除：ESX 0E 00 01 0A(X'1B 7E 0E 00 01 0A')

設定された文字拡大コードを解除します。

37. 縦書きモード設定：ESX 0E 00 01 0B(X'1B 7E 0E 00 01 0B')

この制御コードを受け取った直後からすべての文字を縦書きにします。

38. 縦書きモード解除：ESX 0E 00 01 0C(X'1B 7E 0E 00 01 0C')

この制御コードを受け取った直後からすべての文字を横書きに戻します。

39. 上つき文字指定：ESX 0E 00 01 0D(X'1B 7E 0E 00 01 0D')

この制御コードを受け取った直後からの半角文字は、上つき/下つき文字指定解除を

受け取るか、下つき文字指定を受け取るまで上つき文字で印刷されます。

40. 下つき文字指定：ESX 0E 00 01 0E(X'1B 7E 0E 00 01 0E')

この制御コードを受け取った直後からの半角文字は、上つき/下つき文字指定解除を

受け取るか、上つき文字指定を受け取るまで下つき文字で印刷されます。

41. 上つき/下つき文字指定解除：ESX 0E 00 01 0F(X'1B 7E 0E 00 01 0F')

この制御コードを受け取った直後から、上つき/下つき文字指定は解除されます。

42. 半行逆送り：ESX 0E 00 01 13(X'1B 7E 0E 00 01 13')

印字バッファーのデータをすべて印字し、半行分用紙を逆送りします。

印字位置が先頭位置（TOF）に達すると無視されます。この制御コードは自動給紙機

構を使用している場合は、用紙づまりの原因になることがありますので、できる限り

使用しないでください。用紙の逆送りは1ぺージの中で合計8.47 mm（1/3インチ）を超

えてはなりません。
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43. 半行送り：ESX 0E 00 01 14(X'1B 7E 0E 00 01 14')

印字バッファーのデータをすべて印字し、半行分用紙を送ります。印字位置がボトム・

マージンに達すると改ぺージが行われます。

44. 3バイト転送モード設定：ESX 0E 00 01 15(X'1B 7E 0E 00 01 15')

3バイト転送モードを設定します。

電源スイッチを入れたときに省略時のモードとして、このモードが設定されます。転

送されるデータ・バイトは次のとおりです（MSB：最上位ビット、LSB：最下位ビッ

ト）。

45. 2バイト転送モード設定：ESX 0E 00 01 16(X'1B 7E 0E 00 01 16')

2バイト転送モードを設定します。電源スイッチを入れたときに省略時のモードとし

て3バイト転送モードが設定されます。

転送されるデータ・バイトは次のとおりです（MSB：最上位ビット、LSB：最下位ビッ

ト）。

46. 強調印字設定：ESX 0E 00 01 17(X'1B 7E 0E 00 01 17')

この制御コードを受け取った直後から、すべての文字を強調して（横方向に1ドット分

ずらして重ねる）印字します。

47. 強調印字解除：ESX 0E 00 01 18(X'1B 7E 0E 00 01 18')

この制御コードにより強調印字モードが解除されます。

48. 二重印字設定：ESX 0E 00 01 19(X'1B 7E 0E 00 01 19')

この制御コードを受け取ると印字バッファーにあるデータをすべて印字し、その後す

べての文字とイメージを二重に印字します。

MSB

LSB
MSB

LSB
MSB

LSB

MSB

LSB
MSB

LSB
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49. 二重印字解除：ESX 10 00 02 c1 c2(X'1B 7E 0E 00 01 1A')

この制御コードを受け取ると、印字バッファーにあるデータをすべて印字し、二重印

字モードが解除されます。

50. 用紙モード切り替え：ESX 10 00 01 n(X'1B 7E 10 00 02 c1 c2')

この制御コードは以下に示す用紙モードへの切り替えをします。

印字データに続く場合は、印字を終了した後に用紙モードを切り替えます。

c1=x'01'、c2=x'01'の場合：連続紙モード（下トラクター）

c1=x'01'、c2=x'02'の場合：連続紙モード（上トラクター）

c1=x'01'、c2=x'04'の場合：用紙交換モード

c1=x'02'、c2=x'00'の場合：単票モード

になります。

連続紙モードから単票モードに切り替える際は、あらかじめ出力し終えた連続用紙の

ページを切り取っておいてください。

すでに指定の用紙モードが設定されている場合は無視されます。

51. 下線設定・解除：ESX 11 00 01 n(X'1B 7E 11 00 01 n')

この制御コードにより、下線設定、解除を行います。

設定、解除はn により次のように指定することができます。

n＝B'0000 00n1n0'

n0 1 ：下線開始

 0 ：下線終了

n1 1 ：ブランクをスキップします。

 0 ：ブランクをスキップしません。

この制御コードにより印刷できる下線の数は1行当たり最大256本です。

52. エミュレーション設定：ESX 12 00 01 n(X'1B 7E 12 00 01 n')

この制御コードにより、プリンターを直接制御するための命令セットである制御コマ

ンドを切り替えます。

n

X'10'

X'11'

X'20'

エミュレーション

PPDS

5577

ESC/P
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53. 重ね打ちモード設定・解除：ESX 13 n1 n2 c1 c2 c3(c4)(X'1B 7E 13 n1 n2 c1 c2 c3(c4)')

重ね打ちをする半角文字または全角文字を指定します。この制御コードにより指定さ

れた半角文字または全角文字が、これ以後の文字に重ね打ちされます。解除が指定さ

れる（c1のビット0が0になる）か新たに重ね打ち設定が行われた場合は、以前に指定さ

れた文字の重ね打ちは終了します。

n1 n2 c1 c2 c3（c4）の指定の方法は以下のとおりです。

半角文字の場合

n1 ＝ X'00'、n2 ＝ X'03'

c1：重ね打ちフラグ

ビット0

1：重ね打ちモード設定

0：重ね打ちモード解除

ビット1

1：スペース文字には重ねて打たない

0：スペース文字にも重ねて打つ

ビット2 ～ 7

定義されていません。これらのビットは無視されます。

c2：未定義のバイトです。c2は無視されます。

c3：DOSの内部1バイト・コードを指定します。

 

c4 は指定しないでください。

全角文字の場合

nl ＝ X'00'、n2 ＝ X'04'

c1：半角文字の場合と同様

c2：半角文字の場合と同様

c3：DOS 内部2バイト・コードの上位1バイトを指定します。

c4：DOS 内部2バイト・コードの下位1バイトを指定します。

重ね打ちモード解除の制御コードは以下のようになります。

X'1B 7E 13 00 01 00'

重ね打ち文字はフォント・スタイル指定、横幅縮小文字指定、または上つき/下つき

文字指定が行われると、その指定に従い変更されます。
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54. 罫線印刷：ESX 16 n1 n2 c0 c1 … cn(X'1B 7E 16 n1 n2 c0 c1 … cn')

1 行分の縦横の罫線を指定します。

その行の印字データを送る前にこの制御コードを送ってください。

パラメーターの指定は次のとおりです。

n1,n2 ：c0 ～ cnのバイト数

c0 ：1を指定してください。

c1...cn ：罫線情報を半角単位で次のように指定します。

右マージンを超えて送られた罫線は無視されます。罫線は文字ではありませんので

文字装飾に影響されませんが、 二重印字が設定されているときは二重に印字されま

す。二重印字は行の途中ですぐに設定/解除されるので、注意が必要です。

55. 水平タブ設定：ESX 18 n1 n2 ht1 ht2...htn(X'1B 7E 18 n1 n2 ht1 ht2...htn')

水平タブ位置を設定します。n1 n2で水平タブの個数を示し、ht1、ht2...htn（各1バイ

ト）でタブ位置を半角文字単位の桁数で指定します。タブ位置は昇順に指定し、昇順

がくずれた場合はくずれる前までのタブ位置が設定されます。タブ位置は現在の文

字ピッチで設定されます。

設定できる最大のタブは28個までです。28個を超えて設定した場合は、水平タブ設定

は無視されます。

n1n2＝X'0001'、ht1 ＝ X'00'の場合は、初期設定値のタブ位置（9桁目から8桁ごと）に

セットされます。また、n1n2=0の場合水平タブはクリアされます。

 7 6 5 4
 3 2 1 0
 0 0 0 0 
 0 0 0 1 
 0 0 1 0 
 0 0 1 1 

7 6 5 4 3 2 1 0



付録D　5577制御コード　D-17

56. 垂直タブ設定：ESX 19 n1 n2 vt1 vt2 …vtn(X'1B 7E 19 n1 n2 vt1 vt2 …vtn')

垂直タブ位置を設定します。n1n2で垂直タブの個数を示し、vt1、vt2…vtn（各1バイ

ト）でタブ位置を行単位で指定します。タブ位置は昇順に指定し、昇順がくずれた場

合は、くずれる前までのタブ位置が設定されます。タブ位置は現在の行ピッチで設定

されます。

設定できる最大のタブは64個までです。64個を超えて設定した場合は垂直タブ設定

が無視されます。

n1n2＝0のとき垂直タブはクリアされます。単票を使用した場合、実際の単票の長さを

超える位置に垂直タブを使用すると、フォーマットがくずれる場合があります。垂直

タブ設定は実際に使用する単票の長さに収めてください。

57. 左右マージンの設定：ESX 1A 00 02 lm rm(X'1B 7E 1A 00 02 lm rm')

lm、rmは1バイトではそれぞれ左マージン、右マージンの位置を印刷可能領域の最左

端からの半角文字単位の桁数で指定します。

右マージンと左マージンの間が12.7 mm（0.5インチ/90ドット列）よりも少ない指定が

行われた場合、rmの指定が右端（8インチ、13.2インチまたは13.6インチ）を超えた場

合、およびlmを0またはrmを0に指定した場合は無視されます。

58. ミシン目スキップの設定：ESX 1B 00 01 n(X'1B 7E 1B 00 01 n')

この制御コードはページの最終行から次ページの先頭行（TOF）までn（1バイト）で指

定された行数だけスキップして印字位置を動かす機能を設定します。n＝0の場合お

よびぺージ長設定コマンド、初期化設定のコマンドを受信すると、ミシン目スキップ

は初期設定時の状態に戻ります。

ミシン目スキップを指定した行数とページ長の差が12.7 mm（0.5インチ）よりも少な

い場合は無視されます。初期設定機能においてミシン目スキップを指定すると12.7 mm

（0.5インチ）にスキップ量が設定されます。

この制御コードで指定されたスキップ数がミシン目位置から TOF までの長さより小

さいとミシン目上に印刷されるので注意してください。
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59. 水平方向位置移動：ESX 1C 00 02 n m(X'1B 7E 1C 00 02 n m')

水平方向に現在の半角文字ピッチに応じて半角文字単位で位置を移動します。横幅

縮小文字設定が行われているときは18 cpiで移動します。

設定できるn、mの値は以下の通りです。

n＝00： 左マージンからの絶対位置移動

 ［右マージンを超える量をセットすると無視する］

n＝01： 現在位置からの相対位置移動（右方向）

 ［右マージンを超える量をセットすると次の行に打つ］

n＝02： 現在位置からの相対位置移動（左方向）

 ［左マージンを超える量をセットすると左端で止まる］

l nに00、01、02以外の数値を設定するとこの制御コードは無視されます。mは移

動する文字数を設定してください。

l この制御コードによる移動は文字の拡大／縮小の影響は受けません。

60. 垂直方向位置移動：ESX 1D 00 02 n m(X'1B 7E 1D 00 02 n m')

印字バッファーにあるデータをすべて印字し、 垂直方向に現在の行ピッチに応じて

行単位で位置を移動します。各バイトで設定できるn、mの値は以下の通りです。

 

n＝01：現在位置からの相対位置移動（下方向）

n に 01 以外の数値を設定するとこの制御コードは無視されます。m は移動する行

数を設定してください。
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61. 文字スケールの設定：ESX 20 00 03 n1 n2 02(X'1B 7E 20 00 03 n1 n2 02')

以後の文字の大きさを、n1,n2 の値に応じて変化させます。設定できるn1,n2の値は以

下の通りです。

上記以外の値を指定した場合は、この制御コードは無視されます。

62. バーコード印字形式設定：ESX 40 n1 n2 00 00 OR BC MD NBW NSW WBW WSW 

CGP HT LMG RMG 

　(X'1B 7E 40 n1 n2 00 00 OR BC MD NBW NSW WBW WSW CGP HT LMG RMG')

この制御コードは、 バーコードの印字形式を設定するコードです。各々のパラメー

ターの説明は以下の通りです（以下の各幅および高さは、1/1440 インチ単位で指定

されます）。

n1 n2： 以下に続くパラメーターの数を指定します。本プリンターではX'00 06' また

はX'00 16' を指定してください。

OR（2バイト）：バーコードの回転（時計回り）角度を指定します。

X'0000' ：0度

X'2D00' ：90度

X'5A00' ：180度

X'8700' ：270度

n1

X'08'

X'10'

X'10'

X'20'

X'20'

X'30'

X'40'

X'50'

X'60'

X'70'

X'80'

X'FF'

n2

X'08'

X'10'

X'20'

X'10'

X'20'

X'30'

X'40'

X'50'

X'60'

X'70'

X'80'

X'FF'

文字の大きさ（横×縦）

1/2×1/2

1×1

1×2

2×1

2×2

3×3

4×4

5×5

6×6

7×7

8×8

16×16



付録D　5577制御コード　D-20

BC（1 バイト）：バーコード・タイプを指定します。

X'01' ：CODE39

X'08' ：JAN短縮

X'09' ：JAN標準

X'0A' ：INDUSTRIAL 2 OF 5（IDF）

X'0C' ：INTERLEAVED 2 OF 5（ITF）

X'0D' ：NW-7

X'11' ：CODE128

X'1B' ：カスタマ・バーコード（郵便住所バーコード）

X'20' ：QR CODE

上記以外 ：コマンド全体を無視します。

MD（1 バイト）：チェック・キャラクター印刷の有無を選択します。

CODE39

X'01'：チェック・キャラクター無しに印字

X'02'：チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字

JAN 短縮

X'00'：チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字

X'01'：チェック・キャラクター無しに印字

JAN 標準

X'00'：チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字

X'01'：チェック・キャラクター無しに印字

INDUSTRIAL 2 OF 5（IDF）

X'01'：チェック・キャラクター無しに印字

X'02'：チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字

INTERLEAVED 2 OF 5（IDF）

X'01'：チェック・キャラクター無しに印字

X'02'：チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字

NW-7

X'01'：チェック・キャラクター無しに印字

X'02'：チェック・キャラクターを生成し、バーコードと共に印字

CODE128, カスタマ・バーコード

X'00'： スタート・キャラクター ,チェックサム・キャラクター ,ストップ・キャラク

ターを生成し、バーコードと共に印字

QR CODE

X'31'：モデル1で印刷

X'32'：モデル2で印刷
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NBW（2バイト）：細いバーの幅を設定します。

QR CODE では、モジュールの大きさを指定します。

NSW（2バイト）：細いスペースの幅を指定します。

WBW（2バイト）：太いバーの幅を設定します。

JAN短縮、JAN標準、CODE128、カスタマ・バーコードでは本パラメーターは無視

されます。

WSW（2バイト）：太いスペースの幅を設定します。

JAN短縮、JAN標準、CODE128、カスタマ・バーコードでは本パラメーターは無視

されます。

CGP（2バイト）：文字間の幅を設定します。

CODE39、NW-7以外では本パラメーターは無視されます。

1/180インチで割りきれない値を指定されたときは端数を切り捨てとなります。た

だし、切り捨て0になる場合はその最小値に設定されます。各々の幅の最小値およ

びデフォルト値は以下の通りです。

カスタマ・バーコードの場合

最小値 ： NBW 16/1440インチ

  NSW 32/1440インチ

デフォルト値 ： NBW 32/1440インチ

  NSW 40/1440インチ

CODE128の場合

最小値 ：  8/1440インチ（1ドット幅）

  NBW 8/1440インチ

  NSW 32/1440インチ

QR CODEの場合

最小値 ：  8/1440インチ（1ドット幅）

  NBW 24/1440インチ

その他の場合

最小値 ：  8/1440インチ（1ドット幅）

デフォルト値 ： NBW 16/1440インチ

  NSW 16/1440インチ

  WBW 56/1440インチ

  WSW 56/1440インチ

  CGP 32/1440インチ
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HT（2バイト）：バーコードの高さを指定します。ここで指定した高さには、HRIの部

分は含まれません（JANを除く）。JANの場合にはHRIの印字指定が

スペース・エリアとして高さに含まれるものとします。バーコード全

体の高さが現在のページ長を超える部分は印刷されません。また、最

小値以下の値を指定したとき最小値に設定されます。カスタマ・バー

コードの場合には、ロングバーの長さを指定します。QR CODEでは無

視されます。以下に各規格の最小値とデフォルト値を記します。

デフォルト値：X'00 00' のとき以下のデフォルト値に設定されます。

カスタマ・バーコードの場合、以下の4種類の値が指定可能となります。

8ポイント ：X'0A0'（20ドット）

9ポイント ：X'0B0'（22ドット）

10ポイント ：X'0C0'（24ドット）

11.5ポイント ：X'0E0'（28ドット）

規格

JAN短縮

JAN標準

CODE39

IDF

ITF

NW-7

CODE128

カスタマ・バーコード

最小値

X'138'（39ドット）

X'138'（39ドット）

X'008'（1ドット）

X'008'（1ドット）

X'008'（1ドット）

X'008'（1ドット）

X'008'（1ドット）

X'090'（18ドット）

デフォルト値

バーコードの全幅の81.3％

バーコードの全幅の75.0％

バーコードの全幅の15.0％

バーコードの全幅の15.0％

バーコードの全幅の15.0％

バーコードの全幅の15.0％

バーコードの全幅の15.0％

ロングバーの長さ：X'00C0'
（24ドット）

規格

JAN短縮

JAN標準

CODE39

IDF

ITF

NW-7

CODE128

カスタマ・バー

コード
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LMG（2バイト）： レフトマージンの幅を指定します。

 X'0000'～X'7FFF'の範囲で指定可能。

RMG（2バイト）： ライトマージンの幅を指定します。

 X'0000'～X'7FFF'の範囲で指定可能。

指定可能範囲以外の値が指定された場合は、コマンド全体が無視されます。

バーコード寸法（JAN標準）

バーコード寸法（JAN短縮）

バーコード寸法（カスタマ・バーコード）

HT Long
Element

Short
Element

LMG

HRI 24 HRI 0

RMG 12

HT Long
Element

Short
Element

LMG

HRI 24 HRI 0

RMG 12

LMGLMG

Long
Bar
Long
Bar

Semilong
Bar
Semilong
Bar
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バーコード寸法（JANとカスタマ・バーコード以外）

HT

HRI 24 HRI 10
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63. バーコード印字：ESX 42 n1 n2 XOF YOF FG d1.....dn(X'1B 7E 42 n1 n2 XOF YOF FG 

d1.....dn')

この制御コードによりバーコード印字形式設定にて設定されたバーコードを印字し

ます。

各パラメーターの詳細を以下に記します。

n1, n2（2バイト）： 以下に続くパラメーターの数を指定します。設定範囲は、

 X'00 06' ≦ n1n2 ≦最大値です。

JAN 短縮

 nln2 ＝ X'00 0C' またはX'00 0D'（XOF：2,YOF：2,FG：1, 

DATA：7or8）

JAN 標準

 n1n2 ＝ X'0011' またはX'0012'（YOF：2,YOF：2,FG：1

 DATA：12or13）

NW-7

 X'00 08' ≦ n1n2 ≦ X'0032'（50）

CODE128

 X'00 08' ≦ n1n2 ≦ X'0032'

カスタマ・バーコード

 X'00 0D' ≦ n1n2 ≦ X'00 1A'

QR CODE

 X'00 0A' ≦ n1n2 ≦ X'0800'

その他

 X'00 06' ≦ n1n2 ≦ X'0032'（50）

各規格において、最小値より小さい値が指定された場合、制御

コード全体が無視されます。また、最大長を超えたデータ長を

指定すると、制御コード全体が無視されます。

XOF（2バイト）： 現在の印字位置からバーコード左端の上端までのX方向オフ

セットを1/1440 インチ単位で指定します。指定可能範囲は、 

X'B380' ≦ XOF ≦ X'4C 80'（2448ドット） 

です。 

範囲外の値が指定された場合、制御コード全体が無視されま

す。 

また、印字範囲の左右端（左右マージン）を超える場合も全体

が無視されます。
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YOF（2バイト）： 現在の印字位置からバーコード左端上端までのY方向オフ

セットを1/1440インチ単位で指定します。指定可能範囲は、

 X'00 00'-X'00 EF'（29ドット）です。

 範囲外の値が指定された場合、 制御コード全体が無視されま

す。

 印字範囲の下端（ボトム・マージン）を超える場合は、超える部

分が捨てられます。

 TOF（Top Of Form）位置を超えて指定された場合はコマンド全

体が無視されます。

 

TOL

TOC

TOL

TOL

YOB

XOF
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FG（1バイト）： バーコード印字時のオプションをビット単位で指定します。 

カスタマ・バーコードでは本パラメーターは無視されます。

DATA（n1n2-5バイト）： バーコード・データを指定します。規格にて指定されて

いる最大数を超える場合、すべてのデータを無視します。

また、左右の印字領域を超えて印字するデータが送られ

た場合もすべてのデータが読み捨てられます。

データが固定長のバーコード（JAN 短縮、JAN 標準）の

場合、固定長を超えたデータを受信するとすべてデータ

が読み捨てられます。また、文字セットに関しても同様に

下記掲載セット以外は全体が読み捨てられます。

7 6 5 4 3 2 1 0

Bit 3 0: 

Bit 4: CODE39 NW 7 A
CODE39 NW 7
0 Start Stop Code
1 Start Stop Code

Bit 6 5: HRI Human Readable Information
00 = Default
01 = 
10 = 

Bit 7: HRI Human Readable Information
0 = 
1 = 
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データ規格

その他の規制

1. 罫線印刷同様、行の先頭で指定してください。行の途中で指定すると制御コード全

体を無視します。

2. この制御コードによって現在の印刷位置は移動しません。

3. この制御コードは印字開始条件ではありません。バーコードは縦送りの制御コー

ドを受信したとき、および印字開始条件コードを受けた時点で印字されます。

4. ボトム・マージンを超える分のバーコードは、印字されずに捨てられます。

5. バーコード印字中（バーコードの高さの間）は、逆方向の用紙送り制御コードは無

視されます。

6. INTERLEAVED 2 OF 5でチェックディジット自動追加選択をした場合は、データ

数は必ず奇数にしてください。

7. NW-7とCODE39ではスタート/ストップ・コードを自動付加しない時に、データの

先頭と最後にスタート/ストップ・コードを含まない場合、正常に読みとれません。

8. バーコードおよびQR CODEは文字のドット構成上読み取りの悪い場合がありま

すので、事前に十分なテストを行い、問題が起きないことを確認してください。

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

規格

CODE39

JAN 短縮

JAN 標準

IDF 2 of 5

ITF 2 of 5

NW-7

CODE128

カスタマ・

バーコード

QR CODE

構成

データ文字

データ文字

データ文字

データ文字

データ文字

スタート・コード

データ文字

ストップ・コード

スタート・コード

ステータス・コード

データ文字

ストップ・コード

誤り訂正レベル

マスク番号

データ入力モード

区切り記号

データ文字

最小長

1

7

12

1

1

3

3

7

5

最大長

45

8

13

45

45

45

45

45

2048

文字セット

数字（0-9）
英文（A-Z）
記号（－．SP ＄／＋％）

数字（0-9）

数字（0-9）

数字（0-9）

数字（0-9）

数字（0-9）
記号（－＄：／＋）

Start，Stop Code（A-D．a-d）

スタートコード（＞7,＞6,＞5）
データ文字

データCode-A（X'00'-X'5F'）
データCode-B（X'20'-X'7F'）
データCode-C（数字：00-99）

数字（0-9）
英文（A-Z）
記号（－）

誤り訂正 英字（H,Q,M,L）
マスク番号 数字（0-7,8）
データ入力モード　英字（A,M）

区切り記号 記号（,）
データ（X'00'-'FF',シフトJIS漢字）
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64. 固定長イメージ設定：FS(X'1C')

この制御コードはESC％ 1 n1, n2またはESC％ 2 n1, n2の代わりに使いますが、イメー

ジ・データを印刷する場合はできるだけESC％ 1またはESC％ 2を使用してください。

この制御コードを使用する前に、すでにESC％ 1またはESC％ 2で有効なn1,n2 が指

定されている必要があり、このときに参照されるn1,n2の値は最も新しく指定された

n1,n2の値です。この制御コードに続いて送られるデータ・バイト数はすでに指定され

ているn1,n2の値と矛盾しないようにしてください。

65. 3バイト転送モード設定：ESC ( (X'1B 28')

ESX 0E 00 01 15（X'1B 7E 0E 00 01 15'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 15を使用してください。

66. 2バイト転送モード設定：ESC ) (X'1B 29')

ESX 0E 00 01 16（X'1B 7E 0E 00 01 16'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 16を使用してください。

67. ぺージ長さ設定：ESC F n1, n2(X'1B 46 n1 n2')

ESX 04 00 03 00 n1 n2（X'1B 7E 04 00 03 00 n1 n2'）と同じです。

できるだけESX 04 00 03 00 n1 n2を使用してください。

68. 高速モード設定：ESC O(X'1B 4F')

ESX 0E 00 01 01（X'1B 7E 0E 00 01 01'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 01を使用してください。

69. 高速モード解除：ESC P(X'1B 50')

ESX 0E 00 01 02（X'1B 7E 0E 00 01 02'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 02を使用してください。

70. 単票吸入：ESC S(X'1B 53')

ESX 0E 00 01 05（X'1B 7E 0E 00 01 05'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 05を使用してください。

71. 単票排出：ESC V(X'1B 56')

ESX 0E 00 01 06（X'1B 7E 0E 00 01 06'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 06を使用してください。

72. 文字拡大設定：ESC [ (X'1B 5B')

ESX 0E 00 01 09（X'1B 7E 0E 00 01 09'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 09を使用してください。

73. 文字拡大解除：ESC ] (X'1B 5D')

ESX 0E 00 01 0A（X'1B 7E 0E 00 01 0A'）と同じです。

できるだけESX 0E 00 01 0Aを使用してください。
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D.4 データ・ストリーム作成上の考慮点

印刷業務のためのプログラム作成の上で以下のことに考慮してください。

l レベルE プリンターについて

l 印刷業務でのプリンターの初期化

l プリンターの初期設定値

l 文字の配置

l 行ピッチと実際の改行幅の違い

l 書式設定

l フォント・スタイルの指定

l 文字装飾の組み合わせ

l 右マージンを超えるデータの取り扱い

l レベルE機能解除時の注意

以下に各項目の説明をします。説明の中で文字装飾とは、拡大、縮小、強調、重ね打ち、二重

打ち、下線設定印字を指します。

D.4.1 レベルE プリンター

D.1『制御コード一覧』（D-1ぺージ）に示す制御コードをすべて使用でき、またD.5『文字

セット』（D-39ぺージ）に示す日本語DOS 文字セットを内蔵しているプリンターをレベル

Eプリンターと呼びます。

出荷時には、このプリンターはレベルEの状態になっていて、通常そのまま使用できます。

また、このプリンターを接続したシステムですでに使用しているソフトウェアがレベルE

プリンターに対応していない場合、レベルE機能を解除して使用することもできます。

1.  レベルE機能の解除の方法については、  4.2『初期設定値の変更方法』（4-11

ぺージ）を参照。

2.  レベルE機能を解除した場合、D.1『制御コードー覧』（D-1ぺージ）の表中で、 

＊印の付いている制御コードは使用できなくなります。詳しくは、  D.4.4『文

字の配置』（D-32ぺージ）およびD.4.5『行ピッチと実際の改行幅の違い』（D-35

ぺージ）を参照。

3.  プリンターを接続しているシステムで、IBMオペレーティング・システム/2を使

用する場合は、レベルEのまま使用してください。
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D.4.2 印刷業務でのプリンターの初期化

印刷業務において、文字ピッチ、行ピッチ、または文字装飾のモードを初期化することを

お勧めします。 具体的には次のような手順で印刷業務の前後にプリンターの初期化をし

ます。

D.4.3 プリンターの初期値

プリンターの電源投入時、 印字テスト終了時およびプリンターが初期化設定制御コード

（X'1B 7E 01 00 00'）を受け取った後の初期設定値は下表のとおりです。

用紙モードは、初期化設定制御コード（X'1B7E010000'）を受け取っても変わりませ

ん。

 
 

･･･

制御コード

X' 1B 7E 01 00 00'

X' 1B 7E 02 00 01 n'

X' 1B 7E 03 00 01 n'

X' 1B 7E 01 00 00'

意味

プリンターの初期化

文字ピッチの設定

行ピッチの設定

印刷業務

プリンターの初期化

パラメーター

ページ長

文字ピッチ（cpi）

改行幅（lpi）

左右マージン

水平タブ

垂直タブ

フォント・スタイル

ミシン目スキップ

イメージ転送モード

用紙モード

印字速度

片方向印字有効/無効

その他設定/解除の組み

合わせで使用するモード

初期値

初期設定モードで設定

全角（5 cpi）半角（10 cpi）

初期設定モードで指定

左マージン、１桁目

右マージン、初期設定モードで8インチ、13.2インチ、ま

たは13.6インチを指定

9桁目から8桁ごと

毎行

明朝12 cpi

初期設定モードで設定

3バイト転送モード

初期設定モードで設定

初期設定モードで設定

初期設定モードで設定

解除の状態
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D.4.4 文字の配置

文字の位置は文字ピッチと行ピッチの設定により決定される領域内の中央に配置されま

す。（下図参照）

行ピッチ設定時の考慮点

上記の機能のため、行ピッチを設定する制御コード

ESC ％ 9 n1 n2

ESX 03 00 01 n

を使用する場合は、以下のことを考慮してください。

レベルEプリンターとして使用する場合、行の最初の文字コードまたはイメージ・データ

を受信した時点で、設定されている行ピッチを基にして行の上端と下端を決定します。

次に、その範囲の中央に文字が配置されるように、縦方向の印字位置を移動します。

下図を参照してください。

縦方向の印字位置の移動後は、同一行中で行ピッチの変更はできません。行の途中で設定

された行ピッチは、次の行から有効になります。

E
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ただし、以下の制御コードは、現在行の行ピッチにかかわりなく、直前に設定された行ピッ

チを使用します。

ESX 04 n1 n2 c1 c2（c3）

（cl-1 の場合）

ESX 19 n1 n2 vt1 vt2...vtn

ESX 1B 00 01 n

文字の拡大、縮小が行われた場合の位置は、縦方向については縦横1倍のときの文字の位

置を基準として上揃えになります。行ピッチは、縦2倍または縦横1/2倍を指定しても変わ

りません。したがって縦2倍指定の行については、改行を2回行うか行ピッチを十分大きく

してください。

縦 2 倍以上の文字の印字途中にある行に、文字スケールの設定コマンドを指定した

場合は、縦 1 倍として解釈される場合があります。

1 2
1

2

1

2
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また横方向については次の図のようになります。

下つき、上つきモードでは横方向には半角の文字と同じ幅で、縦方向にはそれぞれ上揃え、

下揃えとなります。

下図を参照してください。

1 2
1

2

1

2

1 2

2

2

1

1

3

4

H2OX2+Y2=Z2
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D.4.5 行ピッチと実際の改行幅の違い

行ピッチを変更する場合、レベルEプリンターにおいては行ピッチと実際の改行幅との違

いに注意してください。レベルEプリンターにおいての改行幅は、現在および次の行の行

ピッチから決まります。したがって、現在行の行ピッチと改行幅は必ずしも一致しません。

例） 以下のデータを受信したとします。

印字結果は、下図のようになります。

1

40 120

30 120

20 120

E 

2

1

40 120

20 120

E

2

20 120

ESC %9 00 14 20 120

ESC %9 00 28 40 120

1

1
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D.4.6 書式設定（印刷領域設定とタブ、水平/垂直位置移動）

以下の制御コードによる設定値は、 その制御コードを送ったときの行ピッチまたは文字

ピッチで設定されるので、 行ピッチおよび文字ピッチを変更する場合は注意してくださ

い。

l 印刷領域の設定

（行単位でのページ長さの設定、ミシン目スキップの設定、左右マージンの設定）

l 垂直/水平タブの設定（垂直タブの設定および水平タブの設定）

l 垂直/水平方向位置移動

印刷領域の設定

ぺージ長の設定（ESX 04...がcl -X'01' の場合）およびミシン目スキップの設定（ESX 1B）は、

設定したときの行ピッチの設定に従って絶対値で設定されます。

設定後に行ピッチを変更しても、 ページ長およびミシン目スキップの量は変更されませ

ん。

また、ミシン目スキップが設定されている場合、ミシン目スキップ領域にかかる縦2倍およ

び縦横2倍の文字の印刷または下線設定をすると、2ぺージにまたがって印刷される場合

があります。

ぺージ長の設定およびミシン目スキップの設定は改ぺージ（X'0C'など）をした直後に設定

してください。

左右マージンの設定（ESX 1A）は設定したときの半角文字ピッチ（横幅縮小文字設定時

は...18 cpi）に従って絶対値で設定されます。設定後は文字ピッチの変更が行われても左右

マージンの位置は変化しません。

垂直/水平タブの設定

垂直タブの設定（ESX 19...）は設定したときの行ピッチの設定に従って絶対値で設定され

ます。設定後に行ピッチを変更しても垂直タブ位置は変更されません。

水平タブの設定（ESX 18...）は設定したときの半角文字ピッチ（横幅縮小文字設定時は18 

cpi）に従って絶対値で設定されます。設定後は文字ピッチの変更が行われても水平タブ

の位置は変化しません。

垂直、水平方向位置移動

垂直方向位置移動（ESX 1D...）、水平方向位置移動（ESX 1C...）はそのとき行ピッチまたは

半角文字ピッチ（横幅縮小文字設定時は18 cpi）を単位として移動します。

ミシン目スキップについての注意

単票モードまたは連続紙モードでミシン目スキップを指定している場合、縦2倍および縦

横2倍の文字が指定されていたり、罫線設定または下線設定が行われている場合の最終行

は、縦2倍文字の上部と下部がページにまたがったり、罫線または下線が次のページに分

かれて印字される場合があります（ 最終行がミシン目スキップが物理的最終行にかかっ

た場合）。
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D.4.7 フォント・スタイルの指定

フォント・スタイル変更の制御コードにより、半角文字のフォント・スタイルが変更できま

すが、次のことに注意してください。

l フォント・スタイルは文字ピッチと合ったものを使用してください。文字ピッチと合わ

ないものを使用した場合、文字の左右が現在の文字ピッチに合わせて削られることが

あります。

例） 15 cpi の文字ピッチを設定し、クーリエ（10 cpi）のフォント・スタイルを選択

した場合は以下のようになります。

半角文字ピッチが13.4 cpi,15 cpi のときは明朝12 cpi のフォント・スタイルを選択してくだ

さい。

l 縦書きが設定されているときはフォント・スタイルには関係なく縦書き用文字が印刷

されます。

l 横幅縮小文字、上つき、下つき文字の設定およびフォント・スタイルの指定をしたとき

の優先処理順位は以下のとおりです。

1. 横幅縮小文字設定

2. 上つき、下つき文字設定

3. 縦書きモード設定

4. フォント・スタイル指定

たとえば横幅縮小文字設定中に、フォント・スタイルの変更が行われた場合、横幅縮小文

字設定が解除された後、変更されたフォント・スタイルとなります。
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D.4.8 文字装飾の組み合わせ

文字装飾の組み合わせ（拡大/縮小、強調、二重打ち、重ね打ち）は自由です。

D.4.9 右マージンを超えるデータの印字

右マージンは、電源投入時は8インチ、13.2インチまたは13.6インチ（初期設定モードにて

選択可能）が設定されていますが、左右マージン設定（ESX 1A...）によっても設定すること

ができます。

右マージンを超える印字についてはイメージ転送と、 文字転送においては以下のような

違いがありますので注意してください。

イメージ転送（ESC％ 1,ESC％ 2,ESC％ 3 などを使用）では、右マージンを超えるデータを

捨てるか次の行に印字するかは初期設定（イメージ・データ折り返しモード）で選択しま

すが、コード転送では、右マージンを超える文字は自動改行され次の行に印字されます。

D.4.10 レベルE機能解除時の注意

レベルEの機能を解除した場合、 プリンターを接続しているシステムで使用するソフト

ウェアの初期設定を以下のようにしてください。

日本語DOS（バージョンK2.7 以上）

CONFIG.SYSファイル中で、プリンターの設置駆動ルーチンを以下のようにしてください。

DEVICE ＝＄PRN24.SYS/CG または

DEVICE ＝＄PRN24E.SYS/NC

日本語3270 パーソナル・コンピューター（バージョン6.0以上）

日本語3270 パーソナル・コンピューター/グラフィックス（バージョン5.0以上）

システム生成で、“フォント内蔵プリンターの使用”に対して“2.はい（フォント24）”を設

定してください。

日本語5250 パーソナル・コンピュータ（バージョン4.0以上）

システム生成で、5250 エミュレーション印刷装置の使用に対して“1. フォント内蔵印刷装

置を端末として使用する”を設定してください。
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D.5 文字セット

PowerTyperでは、日本語DOS文字セット（半角文字、全角文字）が文字セットとして用意さ

れています。

制御コード表

表に載っていない制御コードは未定義コードとして扱われます。

0

F

E

D

C

B

A

9

8

7

6

5

4

3

2

1

NUL

BEL

BS

HT

LF

VT

FF

CR

DC1

DC3

CAN

ECS

FS

SP

0 21
4 7

0 3
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D.5.1 日本語DOS文字セット（半角文字）

コード・ページ932

制御コードを文字コードとして使用する場合は全文字指定が必要です。全文字印字

指定でのみ印刷可能な文字は、X'07', X'09', X'0B', X'0E', X'0F', X'12', X'14', X'1A', X'1B', 

X'1C' です。
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また、半角文字セットとしては、以下のスタイルを持っています。

ただし、エリート／クーリエのカタカナについては、それぞれの明朝の12 cpi用と10 cpi用

と同じものを用いています。

スタイル

1. 明朝（12 cpi用）

2. 明朝（10 cpi用）

3. エリート（12 cpi用）

4. クーリエ（10 cpi用）

5. 上つき/下つき文字

6. 横幅縮小文字

7. DP ゴシック

8. OCR-B（12 cpi用）

デザイン・サイズ（横×縦）

15×24

18×24

15×24

18×24

12×12

10×24

18×24

15×24
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コード・ページ942

制御コードを文字コードとして使用する場合は全文字指定が必要です。全文字印字

指定でのみ印刷可能な文字は、X'07', X'09', X'0B', X'0E', X'0F',X'12',X'14', X'1A', X'1B', 

X'1C' です。
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D.5.2 漢字コード表（全角文字）

X'8140' はスペースです。



付録D　5577制御コード　D-44



付録D　5577制御コード　D-45



付録D　5577制御コード　D-46



付録D　5577制御コード　D-47



付録D　5577制御コード　D-48



付録D　5577制御コード　D-49



付録D　5577制御コード　D-50



付録D　5577制御コード　D-51



付録D　5577制御コード　D-52



付録D　5577制御コード　D-53



付録D　5577制御コード　D-54



付録D　5577制御コード　D-55



付録D　5577制御コード　D-56



付録D　5577制御コード　D-57

D.5.3 IBM 日本語文字セット（新）と（旧）の違い
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D.5.4 IBM 日本語文字セット（新）で追加された全角文字（コード表）
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付録E　SBCS制御コード

本プリンターには、IBM Proprinter XL24 およびXL24Eをエミュレートする機能がありま

す。この機能をSBCS（Single Byte Character Set）モードと呼びます。また、このとき使用でき

る制御コードをSBCS 制御コードと呼びます。

E.1 SBCS 制御コード

SBCSモード時に使用できる制御コードについて、この付録で説明されていること以外は、

IBM Proprinter X24 and XL24 Guide to Operation（SC31-3793）、またはIBM Proprinter XL24E 

and XL24E Guide to Operation（SA34-2106）の「Section 6. Programming」と「Appendix F. 

Character Set Charts」に記載されています。

また、コード・ページ（Code Page）については、Disk Operating System Version3.30 Reference、

（80X0667）に記載されています。

SBCS 制御コードの使用に際しては、以下のことに留意してください。

l 上記Proprinter のマニュアル（SC31-3793） を読む場合は、「Proprinter XL24」 を

「PowerTyper」と読み替えてください。

l 本プリンターでは、コード・ページ437 の他にコード・ページ850 が使用できます。上記

ProprinterのマニュアルのAppendix Fは、コード・ページ437の文字セット（Character Set）

を示しています。コード・ページ437 および850 各々の制御文字のコード範囲は同じで

す。なお、次の値に対応する文字は、コード・ページ437と850で各々異なります。

16進表示では

（9B、9D、9E は文字セット2 と文字セット3 のみ）

9B、9D、9E、A9、B5、B6、B7、B8、BD、BE、C6、C7、CF、D0、D1、D2、D3、D4、

D5、D6、D7、D8、DD、DE、E0、E2、E3、E4、E5、E7、E8、E9、EA、EB、EC、ED、

EE、EF、F0、F2、F3、F4、F5、F7、F9、FB、FC

10進表示では

（155、157、I58 は文字セット2 と文字セット3 のみ）

155、157、158、169、181、182、183、184、189、190、198、199、207、208、209、210、

211、212、213、214、215、216、221、222、224、226、227、228、229、231、232、233、

234、235、236、237、238、239、240、242、243、244、245、247、249、251、252
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l Proprinter XL24 では、スイッチにより初期設定しますが、本プリンターでは、操作パネル

から初期設定します。上記Proprinterのマニュアルを読む場合、「Section 6. Programming」

で、LF、VT、CR、ESC 5、ESC 6、ESC 7、ESC C、および代替グラフィック・モード

（Alternate Graphics Mode:AGM）の説明中、スイッチの入／切に関する記述は、「操作パ

ネルからの初期設定」と読み替えてください。

l 上記Proprinterのマニュアルを読む場合、「Section 6. Programming」で、ESC ［＠の説明

中、「from the operator panel」は「操作パネルからの初期設定によって」と読み替えてく

ださい。

l 本プリンターの最小紙送り量は1/120インチです。Proprinter XL24 では1/144インチで

す。以下の制御コードで紙送り量が1/120インチの整数倍になるように注意してくださ

い。整数倍でなくても累積誤差がでないようになっていますが、イメージ・データの印

字では整数倍になるように特に注意してください。

ESC 1,ESC 3,ESC A,ESC J,ESC ［＄

l 本プリンターではESC Cで設定できる最大ページ長は60インチです。

l 本プリンターではESC B、ESC Dともにタブの値の最大値は255です。

l 本プリンターではESC Iで「Letter Quality Light」に相当するのは「高速印刷モード」です。

高速印刷の表示が消えている時は通常速（Letter Quality）です。

l 上記Proprinterのマニュアルの6-90ページの「Print-Mode Priority Chart」中の「Quiet 

Mode」は、PowerTyperで使用することはできません。

l 上記Proprinterのマニュアルの該当ページごとに、次のように読み替えをして利用して

ください。

6 40
Data Structure

6 81
Usage Notes
3

5

6 89
Vertical Dot Density

4

6 90

Proprinter

Hex 1B 43 

(Hex D800)
(Hex B400).

DBC 27 91 92 04 0 0 0 0 180

The eight bits of data are
mapped onto 20 wires for 

Hex 1B 44 

(nn,mm Hex D8,00)
(nn,mm Hex B4,00)
DBC 27 91 92 04 0 0 0 180 0

The eight bits of data are
mapped onto 16 wires for 

Double High Condensed Double High 10 CPI
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E.1.1 コード・ページ437(United States)
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E.1.2 コード・ページ850 (Multilingual)
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付録F　ESC/P 制御コード

本プリンターには、ESC/Pをエミュレートする機能があります。

ESC/P 制御コードの詳細については、ESC/P リファレンス・マニュアルを参照してくださ

い。

F.1 制御コード

PowerTyperがサポートする制御コードを示します。

文字／スタイル選択

ESC R  国際文字選択

ESC t  文字コード表選択

ESC X  文字品位選択

ESC ％  ダウンロード文字セット指定／解除

ESC q  文字スタイル選択

水平方向移動

BS   後退

HT   水平タブ実行

ESC D  水平タブ位置設定

ESC ＄  絶対位置指定

CR   印字復帰

ESC 1  左マージン設定

ESC Q  右マージン設定

ESC ￥  相対位置指定

改行

ESC 0  1/8インチ改行量指定

ESC 2  1/6インチ改行量指定

ESC 3  n/180インチ改行量指定

ESC ＋  n/360インチ改行量指定

ESC A  n/60インチ改行量指定

用紙書式

ESC C 0 インチ単位ページ量設定

ESC C  行単位ページ量設定

ESC N  ミシン目スキップ設定

ESC O  ミシン目スキップ解除



付録F　ESC/P 制御コード　F-2

プリンター制御

BEL   ブザー

DC 1  デバイス・コントロール1

DC 3  デバイス・コントロール3

CAN   データ抹消

ESC U  単方向印字指定/解除

ESC ＠  初期化

テキスト印字

ESC w  縦倍拡大指定/解除

ESC －  アンダー・ライン指定/解除

ESC E  強調指定

ESC F  強調解除

ESC G  二重印字指定

ESC H  二重印字解除

ESC S  スーパー/サブスクリプト指定

ESC T  スーパー/サブスクリプト解除

DEL 1  文字削除

ESC M  2 CPI指定

ESC g  15 CPI指定

ESC P  10 CPI指定

ESC W  倍幅拡大指定/解除

SI   縮小指定

SO   自動解除付き倍幅拡大指定

ESC SO  自動解除付き倍幅拡大指定

ESC SI  縮小指定

ESC SP  文字間スペース量設定

ESC !  一括指定

DC2   縮小解除

DC4   自動解除付き倍幅拡大解除

ESC 4  イタリック指定

ESC 5  イタリック解除

ESC p  プロポーショナル指定／解除

垂直方向移動

LF   改行

VT   垂直タブ実行

FF   改ページ

ESC J  n/180インチ順方向紙送り

ESC B  垂直タブ位置指定

ESC b  VFUタブ位置設定

ESC /  VFUチャネル指定
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その他

ESC ＆  ダウンロード文字定義

ESC ：  文字セット・コピー

ESC ＜  リターンホーム

グラフィック・コマンド

ESC K  8ドット単密度ビット・イメージ

ESC L  8ドット倍密度ビット・イメージ

ESC Y  8ドット倍速・倍密度ビット・イメージ

ESC Z  8ドット4倍密度ビット・イメージ

ESC ＊  ビット・イメージ選択

ESC ？  ビット・イメージ・モード変換

漢字コマンド

FS SO  自動解除付き倍幅拡大指定

FS SI  半角文字指定

FS DC2  半角文字削除

FS DC4  自動解除付き倍幅拡大解除

FS ！  漢字一括指定

FS &  漢字モード指定

FS －  漢字アンダー・ライン指定／解除

FS .  漢字モード解除

FS 2  外字定義

FS D  半角縦書き2文字指定

FS J  漢字縦書き指定

FS K  漢字横書き指定

FS S  全角文字スペース量指定

FS T  半角文字スペース量指定

FS U  半角文字スペース量補正

FS V  半角文字スペース量補正解除

FS W  4倍角指定／解除

FS r  1/4角文字指定

FS x  漢字高速印字指定／解除
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拡張コマンド

ESC EM  用紙切り替え

ESC j  n/180インチ逆方向紙送り

ESC [ s バーコード登録

ESC [ d バーコードデータ登録

ESC [ p バーコード印刷要求

ESC ) Z 拡張文字拡大指定

ESC ) S スムージング指定/解除

ESC ) C コピー強化モード

ESC [ t QR CODE印刷
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F.2 拡張コマンド詳細

1. 用紙切り替えコマンド：ESC EM n（X'1B 19 n'）

l 以下の用紙モードを選択します。

n ＝ X'00' またはX'30'→単票モード

n ＝ X'01' またはX'31'→単票モード

n ＝“R”→単票排出

（拡張パラメタ）

n ＝“T”→用紙交換モード

n ＝“F”→下連続紙モード

n ＝“B”→上連続紙モード

1 回のコマンドによる用紙戻し量は 19 インチです。それ以上用紙が出力されている

とき用紙を切り取ってから用紙切り替えコマンドを送ってください。

2. n/180インチ逆改行：ESC jn（X'1B 6A n'）

l	 n/180インチ逆改行します。n の設定範囲は、0 ≦ n ≦ X'FF' です。

l	 次行の印字位置は現在の印字位置となります。

l	 単票の場合、TOF 位置を超える逆改行要求は、無効になります。

l	 本コマンドにより、自動改行付き拡大モードは解除されません。

3. バーコード登録：ESC［ s n1 n2（X'lB 5B 73 n1 n2 k m sl s2 s3 s4 vl v2 c'）

l 本コマンドはバーコード規格等を登録します。

l 本コマンドだけでは、印刷バッファーには登録されません。

l n1 n2 は、以降のパラメーターの数を設定します。

パラメーターの数は、（n2×256＋n1）により得られます。また、n1＝0, n2＝0 の場合は、

登録データ全て初期化されます。

l kは、バーコード規格を表します。規格とkとの対応は以下の通りです。下記以外のk 

の値に関しては、k＝0と同様に扱います。

<k>

X'00'

X'01'

X'08'

X'09'

X'0A'

X'0C'

X'0D'

X'11'

X'1B'

規格

変更なし

CODE39

JAN短縮

JAN標準（デフォルト）

INDUSTRIAL 2 OF 5

INTERLEAVED 2 OF 5

NW-7

CODE128

カスタマ・バーコード（郵便住所バーコード）
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l mは、基本モジュールの幅を表します。mと幅の対応は以下の通りです。

JAN が選択されている場合、m ＝ 5 以上の設定は m ＝ 0 と同様に取り扱われます。

JAN とカスタマ・バーコード以外は最高 8ドット幅まで選択できます。

l 〈s1〉は、バーコードのナロー・スペースの補正ドットを表します。基準となる単位

は1/180インチで、補正範囲は＋2/180インチから－2/180インチとなります。

l 〈s2〉は、バーコードのナロー・バーの補正ドットを表します。基準となる単位は

1/180インチで、補正範囲は＋2/180インチから－ 2/180インチとなります。

l 〈s3〉は、バーコードのワイド・スペースの補正ドットを表します。基準となる単位は

1/180インチで、補正範囲は＋7/180インチから－4/180インチとなります。

l 〈s4〉は、バーコードのワイド・バーの補正ドットを表します。基準となる単位は

1/180インチで、補正範囲は＋7/180インチから－4/180インチとなります。

l v1v2はバーの高さを指定します。高さは、（v2×256＋v1）/180インチで表されます。

ただし、バー下文字がなく高さが、24/180インチ以下に指定された場合には自動的

に24/180インチの高さに設定されます。

<m>

X'00'

X'01'

X'02'

X'03'

X'04'

X'05'

X'06'

X'07'

X'08'

モジュール幅

変更なし

1ドット幅（デフォルト）

2ドット幅

3ドット幅

4ドット幅

5ドット幅

6ドット幅

7ドット幅

8ドット幅

カスタマ・バーコードの場合

10ポイント（デフォルト）

8ポイント

9ポイント

10ポイント

11.5ポイント

サポートされない

サポートされない

サポートされない

サポートされない
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l 〈c〉はコントロールフラグで、各ビットは以下のとおりです。

4. バーコードデータ登録：ESC［d n1 n2（X'1B 5B 64 n1 n2 d1d2...dn'）

l 本コマンドはバーコードデータを登録します。

l バーコード登録コマンドで指定されているバーコード規格のデータ部を登録する

コマンドです。

n1、n2は、以降のパラメーターの数を指定します。パラメーター数は（n2×256＋n1）

により得られます。

l d1…dnは、バーコードデータを表します。

l NW-7およびCODE39のスタート／ストップに関して以下の制約があります。

以下に記するコード以外が指定された場合は、バーコードは登録されません。

＜NW-7＞ ＜CODE39＞

l NW-7の場合、印刷装置自動付加の場合は、“a”に固定。

l Code128の場合のスタートコードの指定

START(CODE A)　→　＞ 7(X'3E',X'37')

START(CODE B)　→　＞ 6(X'3E',X'36')

START(CODE C)　→　＞ 5(X'3E',X'35')

7 6 5 4 3 2 1 0

NW 7
0

1

0
1

NW 7,CODE39
0
1

 7 6 
 0 0 
 0 1 90
 1 0 180
 1 1 270

START/STOP CODE

”a”

”b”

”c”

”d”

HEX

X'61'

X'62'

X'63'

X'64'

HEX

X'2A'

START/STOP CODE

”＊”
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5. バーコード印刷要求：ESC ［ p（X'1B 5B 70'）

l 本コマンドは、バーコードを印字バッファーに展開する事を要求します。

l このコマンドにより現在の印字位置からバーコードを展開します。

l 印字は、垂直方向移動コマンドにより行われます。

l 展開されるバーコードがページ境界に掛かる場合は、バーコードは正しく印字さ

れません。

l バー下文字は、回転方向が通常印字の場合のみ印字します。

6. 拡張文字拡大指定：ESC ） Z x y（X'1B 29 5A x y'）

l 拡張文字拡大の設定を行います。

l xにより文字の横拡大倍率を、yにより文字の縦拡大倍率を指定します。

<x>,<y> = 0 拡張拡大指定解除（デフォルト）

 = 1 1倍

 = 2 2倍

 = 3 3倍

 = 4 4倍

 = 5 5倍

 = 6 6倍

 = 7 7倍

 = 8 8倍

 = 16 16倍

上記以外の設定値は無視します（前回の設定値を使用）。

l 外字に対しても有効です。

l ESC/P 標準の文字サイズ指定のコントロールコードとの併用はできません。

拡張文字拡大指定が優先されますので、ESC/P標準のコントロールコードにて文

字拡大を行う場合は、x＝0、y＝0にセットしてください。

l 文字幅が右マージンを越えた場合には、その文字は次の行に印字します。

ただし、最初の1文字目は右マージンを越えた場合でも、その行に印字します。

l 縦拡大により、ページ先頭位置を越える場合でもそのまま印刷します。

l 縦拡大により、ミシン目スキップ領域に入った場合には、改ページを行い、続きを

印刷します。

l 拡大拡張機能が有効な状態では、英数カナ文字のドラフト文字（120 dpi）は自動的

に高品位ドラフト（180 dpi）として処理されます。

l 拡大拡張機能が有効な状態では、影・袋文字等の文字修飾機能は無効です。

l 拡大拡張機能が有効な状態では、抹消線は無効です。

l 拡大拡張機能が有効な状態では、オーバースコアは最上段に印刷します。

l アンダーライン・オーバースコアの線幅の拡大はできません。

l 英数カナ文字のみの行において、縦2倍角以上の指定がある場合にはベースライ

ンは全体的に下がります（標準コマンドの漢字の縦倍角と同じ制御です）。
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例）

　　全角"H"・LF(6 LPI)・縦3 倍＋横2 倍"H"・LF の場合(6 LPI)

24 180

6 180

24 180

24 180

24 180

6 180

3 
1 180 (y 1)  24 180

1 2

6 LPI

1

2

6 LPI

3



付録F　ESC/P 制御コード　F-10

7. スムージング指定／解除：ESC ）S n（X'1B 29 53 n'）

l 文字を拡大させた場合にギザギザを目立たないようにするスムージングの指定／

解除を選択します。

n＝X'00'→スムージング解除

n＝X'01'→スムージング指定

l 縦／横ともに2倍以上の拡大にて有効となります。

横3倍＋半角のような指定がなされた場合、スムージング処理は行われません。

l 英数カナ文字のドラフト文字に対してはスムージング処理は行われません。

l 初期設定値を変える事により、ESC/P標準のコントロールコード(fs w等)でもス

ムージング処理を行えます。

8. コピー強化モード：ESC ）C n（X'1B 29 43 n'）

l コピー強化モードの設定／解除を選択します。

n ＝ X'00' →コピー強化モード解除

n ＝ X'01' →コピー強化モード指定

n ＝ X'02' →コピー強化2モード指定（全ての印字を2重打ちします）

l コピー強化は、Dotをずらして360 Fullで印字されます。

l コピー強化モードの設定は、行の先頭で行います。

l コピー強化モードが設定されている場合、コマンドによりスピードまたはフォント

切り替えの命令が来ても無視されます。

しかし、高速印刷スイッチにて高速印刷を選択すると、それが有効になり、コピー

強化モードは無視されます。

1 180 1 180

Dot 1 360 inch

 

初期値設定（スムージング）

ESC ) S n=1

ESC/P標準コントロール

コードによる拡大: FS W 等

有効

有効

無効

無効

有効

有効

無効

有効

拡張コントロールコード

による拡大: ESC ) Z
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9. QR CODE 印刷：ESC [ t n1 n2（X'1B 5B 74 k c e p d , data'）

l 本コマンドは、QR CODE を印刷するコマンドです。

l n1,n2 は、以降のパラメーターの数を設定します。

パラメーターの数は、（n2×256＋n1）により得られます。

l k ＝ X' 05'を設定します。

l mは基本モジュールの大きさを設定します。

単位は1/360 inchで、指定範囲はX' 00'≦m≦X' B4'（最大0.5 inch）です。

m ＝ X' 00'が設定された時は6/360 inchとなります。プリンターの解像度により

2/360インチ単位で設定してください。

l cはコントロールフラグで、各ビットは以下のとおりです。

l eは誤り訂正コードです。以下の中から選択してください。

誤り訂正レベルが大きい程、読み取り率が高くなります。

l pはマスク番号を設定します。通常は省略してください。

0 1
1 2

 7 6 
 0 0 
 0 1 90
 1 0 180
 1 1 270

7 6 5 4 3 2 1 0

設定値

H (X'48')

Q (X'51')

M (X'4D')

L (X'4C')

上記以外

誤り訂正レベル

30％

25％

15％

7％

15％

設定値

0～7

8

上記以外又は省略時

マスク番号

各マスクパターンを任意選定

マスク無し

自動選定
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l dは入力モードを設定します。通常は' A'を設定してください。

l ','（カンマ）は区切り記号です。

l dataは、QR CODEのデータを表します。

漢字コードは、シフトJISで指定してください。

設定値

A （X'41'）

M （X'4D'）

上記以外

入力モード

自動設定

マニュアル設定

自動設定
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F.3 ESC/Pモードを使用する場合の制限

以下の制御コードは使用できません。

位置揃え選択 ESC a

書体選択 ESC k

漢字書体選択 FS k
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F.4 ESC/P 文字セット

 漢字コード表については、ESC/P リファレンス・マニュアルを参照。

F.4.1 カタカナ・コード表
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F.4.2 拡張グラフィックス・コード表



付録G　困ったときには　G-1

付録G　困ったときには

プリンターに何か異常が起こった場合の症状の分類を下の表に示します。下表のうち、該

当する症状を参照の上、問題の解決を試みてください。

該当する症状がない場合または異常が解決できない場合には、販売店に連絡してくださ

い。

なお、症状によっては日ごろのちょっとした注意で再発を防ぐことのできるものがありま

す。そのような症状に対しては、原因と対策の後に「アドバイス」として記載しましたので、

ぜひお役立てください。

ランプまたはパネル表示が知らせる異常

電源スイッチ投入時の異常

用紙送りの異常

印字しない、または印字品質の不良

ブザー、異常音

自動給紙機構の異常

 G-2ページ

 G-4ページ

 G-5ページ

 G-6ページ

 G-8ページ

 G-9ページ
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G.1 症状と対策

G.1.1 ランプまたはパネル表示が知らせる異常

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

症状

点検ランプが点灯し、

「001　ヨウシ　テンケン」が表

示される

点検ランプが点灯し、

「004　カミアツ　テンケン」が

表示される

点検ランプが点灯し、

「005　カバー　オープン」が表

示される

原因と対策

用紙がつまっている。

つまっている用紙を取り除いてください。

用紙がなくなっている。

用紙を補給し、印刷スイッチを押してください。

用紙のセット不良。

セット位置、用紙サイズ、補給量などを再度確認し

てください。

用紙ガイドの位置が正しくない。

単票用紙を使用するときは、左右の用紙ガイドの幅

を用紙幅に合わせて正しくセットしてください。

用紙が規格外である。

このプリンターの規格内の用紙を使用してください。

また用紙が破れたり曲がったりしている場合には用

紙を交換してください。

 付録B「消耗品仕様」（B-1ページ）を参照。

「アドバイス」

使用済コピー用紙の裏などに印刷すると、用紙が何

枚も一緒に送られたり斜めに吸入されることがあり、

用紙づまりが起こりやすく、また用紙送りローラー

などが汚れやすくなります。

用紙厚設定が手動設定（固定）モードになっている

場合、用紙厚設定値が、用紙の厚さに合っていない。

用紙厚設定値を用紙の厚さに合わせるか、自動設定

モードにしてください。

上部カバーが開いている。

上部カバーを閉じてください。

「アドバイス」

閉じたつもりでも本体とカバーの間に書類が挟まっ

ていると作動しないことがあります。
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症状

点検ランプが点灯し、

「007　データ　エラー」が表示

される

点検ランプが点灯し、

「6XX　マシン　チェック」が表

示される

製品名（PowerTyper～）がしばら

く表示されたままになる

原因と対策

データ転送がうまくいかず文字が印字できない。

取消スイッチを押し、始めから印刷し直してくださ

い。

印刷業務を取り消せない場合は、電源スイッチを切

り、30秒ほど待った後、再び電源を入れてください。

再度、同じ状態になる場合は、プリンターの故障で

す。

電源スイッチを切り、電源コードを抜き、販売店に

連絡してください。

自己診断機能によりエラーを検出した。

電源スイッチを切り、30秒ほど待った後、 再び電

源を入れてください。再度、同じ状態になる場合は、

プリンターの故障です。電源スイッチを切り、電源

コードを抜き、販売店に連絡してください。

「アドバイス」

点検ランプと表示部は、プリンターが正常に動作を

するのに、障害を検出した場合に点灯表示します。

電源を切った後で上部カバーを開いて、印字ヘッド、

インク・リボン・カートリッジまたはキャリアー周

辺を点検して、これらの動きを妨げる異物（紙片、ク

リップ、鉛筆など）があれば取り除いてください。ま

た、トラクターが閉じているかどうかも点検してく

ださい。

印刷中にエラーを検出した。

電源スイッチを切り、用紙づまりまたはプリンター

内部に異物があれば取り除いてください。 その後、

電源スイッチを入れてください。

再度、同じ状態になる場合は、プリンターの故障で

す。

電源スイッチを切り、電源コードを抜き、販売店に

連絡してください。

初期診断テスト中。

エラーではありません。

ただし、10秒以上続く場合は、プリンターの故障で

す。

電源スイッチを切り、電源コードを抜き、販売店に

連絡してください。
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G.1.2 電源スイッチ投入時の異常

症状

電源ランプが点灯せず反応がな

い

原因と対策

電源プラグが抜けている、または緩んでいる。

電源プラグをコンセントに確実に差し込んでくださ

い。

「アドバイス」

通路を横切った所にあるコンセントや、電灯線から

電源を取ると、プラグが抜けたり緩んだりしやすく

危険です。

コンセントに電気がきていない。

別の電気器具と差し替えて確認してください。
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G.1.3 用紙送りの異常

症状

用紙が送られない

用紙が破れる

用紙がつまる

原因と対策

異物がつまっている。

つまっている異物を取り除いてください。

「アドバイス」

プリンターが用紙づまりを検知していない場合

でも、中に紙片が残っていたり、プラテンの表面や

ローラーなどに付着したテープや糊などがその原

因になっていることがあります。

用紙が規格外の場合（段差のある用紙や穴あき用紙

等）、用紙厚設定が手動（用紙固定）設定モードになっ

ている場合、用紙厚設定値が用紙の厚さに合ってい

ない。

用紙厚設定値を用紙の厚さに合わせるか、 自動設

定モードにしてください。

「アドバイス」

印字し始めはうまくいっていても、印字途中で急に

用紙づまりが起こり、印字ヘッドが破損したり、リ

ボン送りができなくなったりすることがあります。

特に厚手の用紙、ラベル紙またはマルチ・パーツ紙

を使用するときは、事前に確認してください。

用紙左右の穴が、トラクター・ピンに合っていない。

用紙の穴をトラクター・ピンに合わせてください。

トラクターの用紙押さえが倒されていない。または

固定レバーでトラクターがロックされていない。

用紙押さえを倒してください。固定レバーでトラク

ターをロックしてください。

その他の場合

 「001　ヨウシ　テンケン」の原因と対策 （G-2
ページ）を参照。
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G.1.4 印字しない、または印字品質の不良

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 

症状

印字しない

「00D セツゾク カクニン」が表

示される

でたらめな印字をする

原因と対策

「インサツ カノウ」表示になっていない。

印刷可ランプが消えている。

印刷スイッチを押してください。

「インサツ カノウ」に表示が変わります。

プリンター・ケーブル、USBケーブルまたはネット

ワークケーブルが外れている、もしくは緩んでいる。

システム・ユニットと各ケーブルを接続し直してく

ださい。

ネットワークの設定が正しくない。

PowerTyper V8XX/1000　ネットワーク設定ガイド

（サポートCD収録）を参照して、ネットワークの設定

を正しく行ってください。

インク・リボン・カートリッジがセットされていない。

インク・リボン・カートリッジをセットしてください。

用紙厚設定が手動（用紙固定）設定モードになって

いる場合、用紙厚設定値が用紙の厚さに合っていな

い。

用紙厚設定値を用紙の厚さに合わせるか、自動設定

モードにしてください。

その他の場合

 「007 データ エラー」の原因と対策（G-3ページ）

を参照。

初期設定のエミュレーションが正しく設定されて

いない。

初期設定のエミュレーションを正しく設定し直し

てください。

 第4章「初期設定値／調整値の変更手順」（4-1
ページ）を参照。



付録G　困ったときには　G-7

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

症状

印字がかすれる

印字が薄い

印字が欠ける

用紙が汚れる

原因と対策

インク・リボンが古くなっている。または乾いている。

インク・リボン・カートリッジを新しいものと交換し

てください。

「アドバイス」

新しいインク・リボン・カートリッジを装着したとき

に、交換した日付を記入しておくと交換時期の目安

になり便利です。

用紙厚の設定が正しくない。

自動設定モードのときは、初期設定において「コク」

「フツウ」「ウスク」のいずれかを選択して調整して

ください。

手動（用紙固定）設定モードのときは、用紙厚設定値

を用紙の厚さに合わせるか、自動設定モードにして

ください。

用紙厚設定が「カミアツ コテイ」になっている。

用紙厚設定値を用紙の厚さに合わせるか、または販

売店に連絡してください。

インク・リボン・カートリッジの装着が不完全。

確実に装着し直してください。

インク・リボンの端が折れたまま巻き取られている。

インク・リボン・カートリッジを新しいものと交換し

てください。

用紙厚の設定が正しくない。

自動設定モードのときは、初期設定において「コク」

「フツウ」「ウスク」のいずれかを選択して調整して

ください。

手動（用紙固定）設定モードのときは、用紙厚設定値

を用紙の厚さに合わせるか、自動設定モードにして

ください。

インク・リボン・カートリッジの装着が不完全。

確実に装着し直してください。

用紙厚の設定が正しくない。

自動設定モードのときは、初期設定において「コク」

「フツウ」「ウスク」のいずれかを選択して調整して

ください。

手動（用紙固定）設定モードのときは、用紙厚設定値

を用紙の厚さに合わせるか、自動設定モードにして

ください。



付録G　困ったときには　G-8

G.1.5 ブザー・異常音

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

症状

ブザーが鳴り続ける

異常音がする

原因と対策

上部カバーが開いている。

上部カバーを閉めるか、印刷スイッチを押してくだ

さい。

「アドバイス」

閉じたつもりでも、本体とカバーの間に書類が挟まっ

ていると、作動しないことがあります。

メッセージが表示されている。

 G.1.1「ランプまたはパネル表示が知らせる異常

について」（G-2ページ）および第6章「メッセージ

集」（6-1ページ）を参照。

プリンターの設置場所が平らでない。

プリンターを安定した平面に移動してください。

移動および設置に際しては、プリンターに他のもの

が触れないようにしてください。

インク・リボン・カートリッジの装着が不完全。

確実に装着し直してください。



付録G　困ったときには　G-9

G.1.6 自動給紙機構の異常

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

症状

点検ランプが点灯し、

「640　マシンチェック」が表示

される

用紙を送らない

斜め送り

用紙づまりの多発

原因と対策

自動給紙機構の装着が不完全。

プリンターの電源を切った後、装着し直してくださ

い。

再度、同じ症状になる場合は、自動給紙機構の故障

です。電源スイッチを切り、電源コードを抜き、販売

店に連絡してください。

切り替えプレートの位置が正しくない。

自動給紙機構を使用するときは「自動」の位置に、使

用せずに手差しで給紙するときは「手動」の位置に

セットしてください。

自動給紙機構の装着が不完全。

プリンターの電源を切った後、装着し直してくださ

い。その後、改ページスイッチを押して用紙が送ら

れることを確認してください。

自動給紙機構のコネクターが緩んでいる。

用紙ガイドのセットが不完全。

用紙の幅に合わせてセットしてください。

用紙が規格外。

 「001　ヨウシ　テンケン」の原因と対策（G-2
ページ）を参照。



http://www.jbat.co.jp

http://www.apti.co.jp

	表紙 ～PowerTyper V820/1000  設置・操作ガイド～
	電波障害自主規制届出装置の記述
	高調波抑制対策の記述
	国際エネルギースタープログラム
	はじめに
	月間平均印刷量の目安
	本書の読み方
	安全に正しくお使いいただくために
	絵表示について
	危険/注意ラベルの表示について
	第1章　部品の確認と各部の名称
	1.1 装置と部品の確認
	1.1.1 プリンター本体
	1.1.2 自動給紙機構（オプション）

	1.2 各部の名称
	1.2.1 プリンター本体
	1.2.2 自動給紙機構（オプション）


	第2章　設置手順
	2.1 プリンター本体
	2.1.1 キャリアー固定用テープの取り外し
	2.1.2 上トラクター固定用緩衝材の取り外し
	2.1.3 防音カバーの取り付け
	2.1.4 ガイド・プレートの取り付け
	2.1.5 インク・リボン・カートリッジの取り付け方
	2.1.6 インク・リボン・カートリッジの取り外し方
	2.1.7 電源コードの接続
	2.1.8 単票用紙のセット
	2.1.9 連続用紙のセット
	2.1.10 インターフェース・ケーブルの接続
	2.1.11 ネットワークの設定
	2.1.12 パラレルI/Fの設定
	2.1.13 USB I/Fの設定
	2.1.14 Windows用プリンター・ドライバーの導入と起動

	2.2 自動給紙機構（オプション）
	2.2.1 自動給紙機構の設置


	第3章　操作パネルと印刷の基本操作
	3.1 電源スイッチと操作パネル
	3.1.1 電源スイッチ
	3.1.2 操作パネル

	3.2 印刷の開始と停止
	3.2.1 印刷の開始
	3.2.2 印刷の停止
	3.2.3 印刷の取り消し
	3.2.4 印刷業務終了時の注意

	3.3 用紙厚の調整
	3.4 用紙モードの切り替え
	3.4.1　連続紙（上・下）モードから単票モード
	3.4.2　単票モードから連続紙（上・下）モード
	3.4.3 上（下）連続紙モードから下（上）連続紙モード

	3.5 連続用紙の位置合わせ
	3.5.1 左右方向の調整
	3.5.2 印字中の左右方向の微調整
	3.5.3 先頭行位置の調整
	3.5.4 ミシン目と切り取り位置の調整

	3.6 単票用紙の位置合わせ
	3.6.1 左右方向の調整
	3.6.2 先頭行位置の調整

	3.7 自動給紙機構（オプション）の操作
	3.7.1 自動給紙モードと手差し給紙モード
	3.7.2 用紙のセット
	3.7.3 用紙モードの切り替え

	3.8 用紙づまり除去
	3.8.1 連続用紙づまり
	3.8.2 単票用紙づまり
	3.8.3 自動給紙機構装着時の用紙づまり

	3.9 パワーセーブモードの表示

	第4章　初期設定値／調整値の変更手順
	4.1 初期設定機能
	4.1.1 ユーザー選択
	4.1.2 共通項目
	4.1.3 5577モード
	4.1.4 ESC/Pモード
	4.1.5 PPDSモード

	4.2 初期設定値の変更方法
	4.3 初期設定値の初期化
	4.4 下向き印刷
	4.4.1 上向き印刷（通常の印刷）と下向き印刷について
	4.4.2 下向き印刷の初期設定
	4.4.3 下向き印刷における注意事項

	4.5 紙ホチキス用紙の印刷
	4.5.1 通常の紙ホチキス用紙の場合
	4.5.2 宅配便用紙等の場合

	4.6 罫線調整
	4.6.1 罫線調整の方法

	4.7 下向き印刷の左マージン調整
	4.8 単票用紙の下マージン調整
	4.9 用紙厚自動検出の水平位置の変更
	4.10 連続紙用紙押さえ機能
	4.11 連続紙ローラー踏み替え機能
	4.12 連続紙の用紙切れ時の印刷方法
	4.13 ASFホッパーの用紙吸入位置調整機能

	第5章　インターフェースの設定
	5.1 インターフェース設定メニュー
	5.2 インターフェース設定値の変更方法
	5.3 インターフェース設定値の初期化

	第6章　メッセージ集
	付録A　仕様一覧
	A.1 バーコードおよび擬似OCR-B印刷

	付録B　消耗品仕様
	B.1 用紙規格
	B.1.1 用紙に関する注意
	B.1.2 単票用紙
	B.1.3 連続用紙

	B.2 印刷の範囲
	B.2.1 単票用紙の印刷範囲
	B.2.2 連続用紙の印刷範囲
	B.2.3 事前印刷

	B.3 インク・リボンの規格

	付録C　自己診断機能
	C.1 初期診断テスト
	C.2 作動時異常検出機能
	C.2.1 診断テスト異常対策

	C.3 印字テスト機能
	C.3.1 幅の狭い印字テスト
	C.3.2 幅の広い印字テスト

	C.4 トレース機能

	付録D　5577制御コード
	D.1 制御コード一覧
	D.2 制御コードの概要
	D.2.1 用語
	D.2.2 印字開始条件

	D.3 制御コード
	D.4 データ・ストリーム作成上の考慮点
	D.4.1 レベルE プリンター
	D.4.2 印刷業務でのプリンターの初期化
	D.4.3 プリンターの初期値
	D.4.4 文字の配置
	D.4.5 行ピッチと実際の改行幅の違い
	D.4.6 書式設定（印刷領域設定とタブ、水平/垂直位置移動）
	D.4.7 フォント・スタイルの指定
	D.4.8 文字装飾の組み合わせ
	D.4.9 右マージンを超えるデータの印字
	D.4.10 レベルE機能解除時の注意

	D.5 文字セット
	D.5.1 日本語DOS 文字セット（半角文字）
	D.5.2 漢字コード表（全角文字）
	D.5.3 IBM 日本語文字セット（新）と（旧）の違い
	D.5.4 IBM 日本語文字セット（新）で追加された全角文字（コード表）


	付録E　SBCS制御コード
	E.1 SBCS 制御コード
	E.1.1 コード・ページ437(United States)
	E.1.2 コード・ページ850 (Multilingual)


	付録F　ESC/P 制御コード
	F.1 制御コード
	F.2 拡張コマンド詳細
	F.3 ESC/Pモードを使用する場合の制限
	F.4 ESC/P 文字セット
	F.4.1 カタカナ・コード表
	F.4.2 拡張グラフィックス・コード表


	付録G　困ったときには
	G.1 症状と対策
	G.1.1 ランプまたはパネル表示が知らせる異常
	G.1.2 電源スイッチ投入時の異常
	G.1.3 用紙送りの異常
	G.1.4 印字しない、または印字品質の不良
	G.1.5 ブザー・異常音
	G.1.6 自動給紙機構の異常





